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序

 本書は、財団法人山形県埋蔵文化財センターが発掘調査を実

 施した、高瀬山遺跡(2期)の調査成果をまとめたものです。

 高瀬山遺跡(2期)は、山形県のほぼ中央部に位置する寒河

 江市にあります。寒河江市は西に朝日、月山、葉山を望むこ

 とができ、南・東・北を山形県の母なる川最上川と、寒河江

 川の両河川に囲まれた地で、「サクランボの里」として有名です。

 この度東北横断自動車道酒田線(寒河江～西川)の建設工事

 に伴ない、工事に先だって高瀬山遺跡(2期)の発掘調査を

 実施しました。

 調査では、奈良～平安時代・中世の竪穴住居や掘立柱建物が

 多数検出された他、中世の道路状遺構、近世の墓域と考えら

 れる方形周溝状遺構が検出されました。これらの遺構によっ

 て構成された集落の姿は、約1㎞に及ぶ広大な面積を調査する

 ことによって、明らかにすることができました。

 埋蔵文化財は、祖先が長い歴史の中で創造し、育んできた貴

 重な国民的財産といえます。この祖先から伝えられた文化財

 を大切に保護するとともに、祖先の足跡を学び、子孫へと伝

 えていくことが、私たちの重要な責務と考えます。その意味

 で、本書が文化財保護活動の啓発・普及、学術研究、教育活

 動などの一助となれば幸いです。

 最後になりましたが、調査においてご協力いただいた関係各

 位に心から感謝申し上げます。

 平成12年10月

 財団法人山形県埋蔵文化財センター

理事長木場清耕



  例言

  1本書は、東北横断自動車道酒田腺(寒河江～西川間)建設工事に係る「高瀬山遺跡(2期)」

  の発掘調査報告書である。

  2調査は日本道路公団仙台建設局山形工事事務所の委託により、財団法人山形県埋蔵文化財セ

  ンターが実施した。

  3調査要項は下記の通りである。

  遺跡名高瀬山遺跡(2期)遺跡番号430

  所在地山形県寒河江市大字柴橋字落衣ほか

  調査主体財団法人山形県埋蔵文化財センター

  受託期間平成7年4月1日～平成13年3月31日

  現地調査平成7年5月10日～平成7年11月30日(第2次調査)

  調査担当者調査第二課長佐藤庄一

  調査研究員阿部明彦

  調査研究員眞壁建(調査主任)

  調査研究員丸山晶子

  調査研究員氏家信行

  調査員志田純子

  現地調査平成8年4月24日～平成8年11月21日(第3次調査)

  調査担当者調査第一課長佐藤庄一

  主任調査研究員阿部明彦

  調査研究員丸山晶子(調査主任)

  調査研究員森谷昌央

  調査員押切淳

  調査員高柳健一

  整理担当者主任調査研究員阿部明彦

  調査研究員眞壁建

  調査研究員丸山晶子

  調査研究員森谷昌央

  調査員押切淳

  調査員高柳健一



  4発掘調査及び本書を作成するにあたり、日本道路公団東北支社山形工事事務所、山形県寒河

  江建設事務所、西村山教育事務所、寒河江市、寒河江市教育委員会等関係機関から協力いただ

  いた。また、道路状遺構について早川泉氏(東京都教育庁)・荒井健治氏(府中市教育委員会)、

  土坑等に遺構について中山晋氏・初山孝行氏・藤田直也氏(財団法人栃木県文化振興事業団埋

  蔵文化財センター)、古代の土器について村田晃一氏(宮城県教育庁文化財保護課)、中世陶

  磁器について小野正敏氏(国立歴史民俗博物館)、五輪塔について川崎利夫氏(うきたむ風土

  記の丘考古資料館)、金属製品の保存処理について松井敏也氏(東北芸術工科大学)の各氏か

  らご指導を賜った。ここに記して感謝申し上げる。

  5本書の作成・執筆は、丸山晶子が担当した。なお、■章は伊藤邦弘、IV章4石器・5石製

  品は鈴木良仁(上山市立北中学校教諭)、遺構配置図(付図)は水戸弘美が補助した。編集は

  須賀井新人・高桑弘美が担当し、全体については佐藤正俊・名和達朗が監修した。

  6委託業務は下記の通りである。

  遺構の写真測量・実測については、株式会社シン技術コンサルに委託した。

  資料の理化学分析については、株式会社パリノ・サーヴェイ、株式会社パレオ・ラボに委託

  した。

  7出土遺物、調査記録類については、財団法人山形県埋蔵文化財センターが一括保管している。



  凡例

  1本書で使用した遺構・遺物の分類記号は次の通りである。

  ST竪穴住居跡SB掘立柱建物跡SE井戸跡SM墓坑

  SK土坑(陥し穴含む)SPピットSD溝跡SX性格不明遺構

  EK遺構内土坑EP遺構内ピットED遺構内溝ELカマド

  P土器S礫W木

  2遺構番号は、現地調査段階での番号をそのまま報告書の番号として踏襲した。

  3報告書執筆基準は下記の通りである。

  (1)遺跡概要図・遺構配置図・遺構実測中の方位は磁北を示している。

  (2)グリッドの南北軸は、N-330-Eを測る。

  (3)遺構実測図は、1/30・1/40・1/60・1/100他の縮図で採録し、各々スケールを付した。

  なお、土層断面図中の●は遺物の出土地点を表す。

  (4)遺構挿図中のスクリーントーンは、下記のとおりである。

  躍焼土懸掘り方覆土麟甕翻柱穴のアタリ覆土

  (5)遺物実測図・拓影図・図版は、各々同じスケールで採録し、遺物実測図・拓影図にスケー

  ル及び縮尺値を示した。なお、拓本は右側に内面、左側に外面を配置した。

  (6)本分中の遺物番号は、遺物実測図・遺物観察表・図版とも共通のものとした。

  (7)遺物観察表・集成図に使用している挿図番号は、下記の()内の数字を示している。

  ex:第167図遺物実測図(1)10区ST

  (8)遺物観察表中の()内の数値は、図上復元による推定値、または残存値を示している。

  (9)遺物実測図・遺物観察表中の「F」は遺構覆土内出土、「Y」は遺構底面出土を示す。

  o①遺構覆土の色調の記載については、1987年農林水産省農林水産技術会議事務局監修の「新

  版標準土色帖」に拠った。
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 Ⅰ調査の経緯

 1調査に至る経過

 高瀬山遺跡は、明治の末頃から高塚式の古墳(円墳)の存在が注目されており、大正に入って

 これら古墳の一部が発掘された。しかし、古墳以外の遺跡や遺物が確認されて注目されるよう

 になったのは、昭和55年温泉の湧き出しによって、周辺地域の開発計画が策定され、昭和56年以

 降寒河江市教育委員会が開発と文化財保存の調整を行なうため、緊急発掘調査が実施されてか

 らである。その結果、高瀬山全域が遺跡地であることが判明し、その中でも遺構や遺物の集中

 する9地点(A～1)や、その後の調査で追加された3地点(J～L)などが確認された。

 今次、この地域に東北横断自動車道酒田線の計画路線がかかることになったことから、山形県

 教育委員会では調整を図る目的で、平成元年から平成4年にかけて試掘などの分布調査を実施

 した。その結果、路線全域にわたって遺構や遺物が確認されたため、山形県教育委員会は日本

 道路公団と協議を行ない、財団法人山形県埋蔵文化財センターが日本道路公団の委託を受けて

 平成6年より緊急発掘調査を実施することになった。

 高瀬山遺跡は、高速道路に係る部分が広範囲なため調査区域を1～16区に小区分し、1区～8

 区までの東側を高瀬山1期分、西側の10～16区まで(対象面積にして68,600㎡、幅60～100m、

 長さ約1,000m)を高瀬山遺跡2期分としてそれぞれ調査を実施した。再に、2期の12～14区南

 側は、高速道路のサービスエリア、その南側にはハイウェイ・オアシスが、建設されることと

 なり、各々SA地区・HO地区として、調査及び整理作業が進められている。

 発掘調査に至までの協議等は、以下の通りである。

 (第2次調査)(第3次調査)

 ○県教育庁文化財課・県埋蔵文化財センターとで、

 埋蔵文化財調査計画について協議(H7/1/23)(H8/1/18)

 ○県埋蔵文化財センターより県教育庁文化財課あて

 に、発掘調査計画を回答(H7/2/17)(H8/1/22)

 ○日本道路公団東北支社長と県埋蔵文化財センター

 理事長とで「埋蔵文化財発掘調査委託契約書」を

 締結(H7/4/1)(H8/4/1)

 一1一



 2調査の方法と経過

 高瀬山遺跡2期は、遺跡にかかる高速道路用地68,600㎡を対象としたもので、従来の発掘調査

 とは異なり、3年に及ぶ現地調査とその後遺構・遺物の整理に4年間費やされた。本報告書は、

 第2次・第3次調査の成果をまとめたものである。

 平成6年の第1次調査では、本調査の予備調査として、調査区全体を対象に幅2m、長さ50m

 規模のトレンチを多数設置して遺構・遺物の分布、検出面までの深さなど遺跡の内容把握を行

 なった。

 平成7年度の第2次調査では、調査区全体の表土を重機で除去し、その後面整理を行なったが、

 調査区が広大な面積となるため、この作業だけで62日間もの期間を費やした。調査区は、総延長

 約lkmに及ぶため、農道などを利用して東から10～16区までの7区に便宜上区分した。さらに

 10m間隔で全面にグリッドを設定した。その結果、竪穴住居64軒、掘立柱建物42棟、井戸7基、

 土坑、溝、柱穴など多数の遺構が検出された。このうち工事の急がれるカルバートボックスや

 側道にかかる26,900㎡を調査対象区域として、遺構の掘り下げと記録などの精査を行なった。現

 地説明会は、平成7年9月23日と平成7年11月17日の2回行なった。

 平成8年度は、残る本線部分の遺構を対象として調査を行なった。遺構検出は前年に行なって
 いたものの、調査区は冬期間風雨にさらされていたために荒れてしまい再度面整理をする必要

 があった。さらに10・12区など遺構数の多い地区が未調査だったため、前年より長い調査期間を

 費やした。また、新たに各区を分断していた農道部分の表土を除去し、調査区中央部に当たる

 12・14区の南側にあたるサービスエリア部分の調査が行なわれたことにより、それまで確認でき

 なかった遺構のつながりや広がりなども確認された。調査は、前年同様遺構の掘り下げと記録

 などの精査を行なった。最後に空中撮影を行ない、遺跡全体の図面を作成した。現地説明会は、

 平成8年7月5日と平成8年11月2日の2回行なった。

 以上の調査をふまえ、遺構と遺物の整理及び報告書作成は、以下のとおりに行われた。

 平成9年度は、遺構実測図の原図作成、遺物の復元作業、遺物の抽出と実測図作成を行なった。

 平成10年度は、引き続き遺物の実測図作成、遺構と遺物のトレース作業、挿図と図版の版組みを

 行った。平成11年度は原稿執筆を行ない、平成12年度に印刷を行った。

 寒河江市は、全国的にも有名なサクランボの産地であり、高瀬山遺跡2期も調査前は、サクラ

 ンボの果樹園として利用されていた。明治21年作製の地籍図と調査前の現況を比較すると、どち

 らも農地として利用されていたためか、各区を分ける農道や水路等はほぼ変わらず確認するこ

 とができた。しかし、地籍図に認められた、14・15区を横断している細い道は現存していなかった。

 また、その地形は、10区から15区にかけて若干の高低差が認められるものの、ほとんど一定し

 ているが、16区のみ他調査区より2～3m程段丘状に高くなるため、16区からは1kmにもおよ

 ぶ調査区を見渡すことができた。
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 Ⅱ遺跡の立地と環境

 1地理的環境

 高瀬山遺跡が所在する寒河江市は、山形県内陸部のほぼ中央に開けた山形盆地の西部に位置す

 る。東に天童市、西に大江町、北は河北町、南は中山町に隣接する。面積約140km2のおよそ3

 分の2を山林が占める寒河江市は、その北西部に標高1,000mを超える葉山や月山などの山々が

 連なる。山形県内を貫く最上川は、寒河江市西部で、南からの流れを転じ、市の南端を東流し

 た後、同市南東端で再びその流れを北に転じ、平野部の北を東流する寒河江川と合流する。平

 野部の大部分は寒河江川の開析扇状地が占め、東部は最上川が自然堤防と後背湿地を形成して

 いる。この二つの河川が造り出した平野に市街地が広がる。

 高瀬山遺跡は、寒河江市街の南部に所在し、東流する最上川に接する。JR左沢線寒河江駅か

 ら南へ約1.5kmである。遺跡東端に位置する所謂高瀬山は、標高約122mの小高い丘の感を呈す

 る。周辺との比高差は20～30mである。高瀬山は、以前から断層地塁であることが指摘されて

 きた。1997年の横断道建設では、高瀬山を東西に掘削した際に断層露頭があらわれた。詳細な観

 察の結果、沖積世に活動している活断層であることが報告された(阿子島1999)。本調査区はそ

 の西に広がり、標高は約102mである。緩やかな傾斜地は、主に果樹園や水田として利用されて

 きたが、近年では北側の市街地化が進み、昔の面影を急速に失いつつある。

 2歴史的環境

 和銅5年(712年)に出羽国が建国されると、それ以前は陸奥国に属していた現在の村山地方

 は、出羽国最上郡に編入された。その後仁和2年(886年)に最上郡を2郡に分けて村山郡が成

 立する。高瀬山遺跡が所在する寒河江市は、この仁和2年以降、村山郡域に入ったと考えられ

 ている。『和名類聚抄』によると、村山郡には、大山、長岡、村山、大倉、梁田、徳有の六郷か

 らなっている。寒河江市は、この六郷の中の長岡郷に比定する考えが有力である。

 高瀬山遺跡の周辺には、旧石器時代から中世に至るまで数多くの遺跡が点在する。広範囲にわ

 たる高瀬山遺跡にも、旧石器や縄文、古墳、中世など重なりながら、あるいは地点を変えて各

 時代の遺構が存在する。また、東に隣接する三条遺跡や、西に隣接する落衣長者屋敷遺跡など

 は、大きくとらえれば高瀬山遺跡と一連の流れの中にあると言える。三条遺跡は、奈良・平安

 時代を主体とした遺跡で、約450点以上もの墨書土器や木製品の出土に合わせて、東側には水田

 が営まれていたことも確認され注目された。一方、落衣長者屋敷遺跡では西へ行くにつれ竪穴

 住居跡等の遺構が希薄になり、集落の西端部の印象を与える。変わって石組の井戸跡等中世の

 所産である遺構が顕著にあらわれてくる。遺跡名は、室町期に築城されたと考えられている、1

 辺約100mの方形単郭である落衣長者屋敷に近接することに由来する。北西約2kmの所には、

 村山西部丘陵地域古窯跡群中最大の規模を持つ平野山古窯跡群がある。現在まで14地点で、窯跡

 あるいは散布地が確認されている。平成7年には、同事業により第12地点の調査が行われた。12

 基の窯跡が検出され、出土した遺物から8世紀後半と9世紀中～末にかけて操業されていたと

 考えられている。さらに西にある富山2遺跡や木ノ沢楯跡の竪穴住居跡などは、9世紀代の須

 恵器工人と関連する遺跡としてとらえられている。
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 Ⅲ検出された遺構

 110区の概要

 10区は、2期の最も東側に位置し、水路を隔てた東隣は高瀬山遺跡1期の2区調査区となる。

 南北50m、東西130mの東西に細長い調査区で、面積は6,150㎡を測る。表土から検出面までの

 深さは15～25cmを測り、西側ほど浅くなる。地山は暗褐色シルトで、遺構覆土は黒褐色シルト

 を基本とするため、遺構は比較的判りやすい。地山の上には、暗褐色を基本とする包含層の上

 に灰黄褐色シルトの表土が堆積している。

 遺構は、竪穴住居15軒、掘立柱建物13棟、井戸2基、土坑51基、ピット614基、溝20条が検出

 された。面積が少ない割に2期の中では、最も密度の濃い調査区である。遺構の多くは、調査

 ̀区東側に集中しており、11区に近くになるにつれ少なくなる様子が窺える。掘立柱建物は、いく
 つかの規模や長軸方向の規則性が認められるが、竪穴住居は規模・長軸方向ともに様々で時期

 幅の広さを想定させる。また、中世の遺物も出土しており、上記のうち竪穴住居1軒、掘立柱

 建物1棟、井戸2基、土坑10基は、中世の遺構と考えられる。11～15-157～160Gに検出された、

 15基ほどからなる土坑群は、その規模や形態等、他遺跡には認められないもので特筆される。

 遺物の出土は、2期出土数の約30%を占めるが、表土から検出面までが浅かったため、他調査

 区に比較して、保存状態が悪く、そのほとんどは小破片である。ST168からは、多数の遺物が出

 土しているが、その多くが覆土中からの出土である。また、中世の遺構からの出土はほとんど

 認められず、SK925から珠洲系陶器甕と青磁椀が出土した以外は、かわらけが数点出土するのみ

 である。

竪穴住居

ST106

 8～9-151～152Gに位置し、南北3.8m、東西4.7mを測る。南西隅がST114を切っており、

 北側は近代の溝、調査区東壁によって切られているため、南北の長さは推定である。検出時に

 既に床面に達していたため、壁の状態・覆土等については不明である。床面はほぼ水平である。

 やや中央よりに深さ20cm程のピットが3基(EP108・109・110)検出された。また、EK111は

 図面では掘り方として扱ったが、貯蔵穴の可能性も考えられる。カマドは、南東壁際にU字形

 の焼土が認められるが、袖は検出できなかった。掘り方は、中央部分に浅い掘り込みと周囲に

 溝状に認められたが、貯蔵穴や周溝の連続したものの可能性も考えられ、判然としない。これ

 らは、カマドの焼土より下に入り込んでいる。

 遺物は、カマド付近に土師器、須恵器が多数認められる。北側に礫が多数出土しているが、流

 れ込みの可能性も考えられる。8世紀代の遺物が認められるが、やや新しい遺物も出土している

 ことから、9世紀第1四半期の遺構と考えられる。
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    ST114

    1.10YR2/2黒褐色砂質シルト黄褐色砂粒を2%程含む。(SD113覆土)
    2.10YR2/2黒褐色砂質シルト黄褐色砂極小粒を5%程含む、1層よりやや黒みが弱い。

    (SD113覆土)
    3.10YR3/2黒褐色砂質シルト木根撹乱
    4.10YR2/2黒褐色砂質シルト10YR5/4黄褐色粘質シルト小一大粒を7%程含む。
    5.10YR2/2黒褐色砂質シルト10YR5/4黄褐色粘質シルト小一大粒を30%程含む。
    6.10YR3/2黒褐色砂質シルト10YR5/4黄褐色粘質シルト小～大粒を10%程、炭化粒を1%

    程含む。

    7.10YR2/1黒色シルト10YR5/4にぶい黄褐色シルト極小粒を1%程含む。柔らかい。
    8.10YR3/2黒褐色シルト

    9.10YR3/3暗褐色砂質シルト10YR5/4黄褐色粘質シルト極大粒を20%程含む。
    10.10YR2/2黒褐色砂質シルト10YR5/4黄褐色粘質シルト極小粒を3%程含む。
    11.10YR2/2黒褐色砂質シルト

    12.10YR3/2黒褐色砂質シルト10YR5/4黄褐色粘質シルト小粒を10%程含む。
    13.10YR3/2黒褐色砂質シルト10YR5/4黄褐色粘質シルト大粒を50%程含む。(ST106掘り方)
    14.7.5YR2/2黒褐色砂質シルト

    15.7.5YR2/3極暗褐色砂質シルト5YR4/6赤褐色砂小粒を3%程含む。

  ST114

  9～10-152～153Gに位置し、南北3.7m、東西3.9mを測る。南側から中ほどにかけてSD113、

  北西隅を現代の溝、北東隅をST106に切られているため、南北の長さは推定である。覆土は、黒

  褐色砂質シルトを基本とした自然堆積で、上層にSD113の覆土を含む。壁は、15cm程傾斜しな

  '

  がら立ち上がる。床面は、ほぼ水平で、貼り床を施した痕跡は認められない。EP980・981等の



   ST114EL1

   1.10YR3/3暗褐色シルト黄褐色シルト粒を若干含む。

   2.10YR3/2黒褐色シルト黄褐色シルトをブロック状に含む。

   焼土粒・炭化粒を若干含む。

   3.10YR2/3黒褐色シルト黄褐色シルト粒・炭化粒を若干含む。

   4.10YR2/3黒褐色シルト黄褐色シルトを含む・焼土粒を若干含む。

   5.10YR4/3にぶい黄褐色微砂

   6.7.5YR2/2黒褐色粘質シルト黄褐色粘質シルト粒を含む。

   炭化粒・土器片を若干含む。

   7.5YR4/3にぶい赤褐色微砂(焼土)

   8.10YR3/3暗褐色微砂黄褐色微砂を多量に含む。

   9.10YR3/3暗褐色微砂8層より黄褐色微砂が少ない。

   10.10YR3/4暗褐色シルト黄褐色シルトをブロック状に含む。

   11.10YR3/4暗褐色粘土黄褐色微砂粒・焼土粒・炭化粒を含む。

   ①10YR2/2黒褐色砂質シルト黄褐色砂粒を2%程含む。(SDl13覆土)

   1014

   ST114EL2

   1.10YR3/2黒褐色砂質シルト黄褐色微砂を含む。

   2.10YR4/4褐色細砂

   3.10YR2/3黒褐色シルト黄褐色微砂を若干含む。

   4.10YR3/2黒褐色シルト黄褐色シルト・黒色シルトをブロック状に含む。

   5.10YR3/2黒褐色微砂黄褐色微砂を多量に含む。

   6.10YR4/4褐色粘質シルト

   7.10YR3/3暗褐色微砂黄褐色微砂を多量に含む。

   8.10YR4/4褐色微砂

   9.7、5YR3/2黒褐色シルト焼土粒を多量に含む。

   10.10YR3/2黒褐色粘質シルト黄褐色微砂粒・焼土粒を多量に含む。

   11.10YR3/2黒褐色シルト焼土粒を若干含む。

   12.10YR3/3暗褐色シルト黄褐色微砂をブロック状、焼土を含む。

   13.10YR3/4暗褐色粘質微砂

   14.10YR2/2黒褐色粘質微砂焼土粒を含む。

   15.7.5YR4/4褐色シルト(焼土)

   ①10YR2/2黒褐色砂質シルト黄褐色砂粒を2%程含む。(SD113覆土)

 ピットが認められるが、掘り込みが浅いため柱穴、貯蔵穴の可能性は低い。カマド2の北側に

 は4基の小ピット(EP991～994)が並んで検出されたため、問仕切りのための杭跡とも考えら

 れる。周溝は認められなかった。カマドは2基認められるが、新旧関係は判然としない。カマ

 ド2の方が袖の残りが良いが、SD113に切られている。両カマドの底面には焼土が貼りついてい

 る。掘り方は、カマドの北側にのみ認められ、深さ20cm程の土坑状の掘込みも認められる。

 遺物は、カマド2付近に須恵器坏等が良好な状態で出土している。これらの遺物より9世紀第

 1四半期の遺構と考えられる。

ST168

 7～9-157～154Gに位置し、南北7.6m、東西6.2mを測る。覆土は、黒褐色シルトを基本

 とし、5・6層等の三角堆積を明瞭に残す。住居より新しいと考えられる土坑や溝等の堆積も

 認められる。壁は、東・南側は垂直に立ち上がるが、北・西側は傾斜しながら立ち上がる。床



 面はほぼ水平で、掘り方の痕跡は認められるが、粘土等で貼り床を行った跡は認められない。柱

 穴は4基(EP824・825・826・827)認められ、内EP826からは柱根が検出されている。この柱

 根については、放射性炭素年代測定を行なっており、巻末にまとめている。また、柱材は強度

 に強いコナラ節を使用していることが判明した。カマドの両側にはEK958・998が検出され、遺

 物が良好な状態で出土していることから、貯蔵穴と考えられる。中央よりやや北側には4基の

 ピット(EP1001～1004)が並んで検出されたため、間仕切り等の痕跡とも解される。周溝は認

 められなかった。カマドは南壁際より検出され、両袖を若干残す。底面には焼土が貼りついて

 おり、若干壁に入り込む箇所もある。掘り方は、壁に沿って溝状に5cm程の深さで掘られてい

 る。やや南側には、土坑のような掘り込みが認められる。掘り方に囲まれた部分が方形を成す



   ST168

   1.10YR2/3黒褐色シルト土器片を含む。

   2.10YR2/3黒褐色シルト焼土粒を若干含む。
   黄褐色シルト粒・土器片を含む。

   3.10YR3/2黒褐色シルト黄褐色シルト粒を多量に含む。
   炭化粒を若干含む。

   4.10YR2/3黒褐色シルト黄褐色シルト粒を若干含む。
   5.10YR3/2黒褐色シルト黄褐色シルト粒を少量含む。土器片を含む・

   6.10YR2/3黒褐色粘質シルト焼土粒・炭化粒を若干含む。
   黄褐色シルト粒・土器片を含む。

   7.10YR3/1黒褐色シルト黄褐色シルト粒・黒褐色シルト粒を
   ブロック状に含む。

   8.10YR2/2黒褐色シルト黄褐色シルト粒、黒褐色シルト粒を
   ブロック状に含む。



   9.10YR3/3暗褐色シルト

   10.10YR3/1黒褐色シルト(木根の跡)

   11.10YR2/2黒褐色シルト黄褐色微砂を若干含む。

   12.10YR2/2黒褐色シルト黄褐色シルトをブロック状に含む。

   13.10YR3/1黒褐色シルト黄褐色シルト粒を含む。

   14.10YR1.7/1黒色粘質シルト黄褐色シルト粒を若干含む。

   15.10YR2/2黒褐色粘質シルト黄褐色シルト粒を若干含む。

   16.10YR3/2黒褐色粘質シルト黄褐色シルト粒を若干含む。

   土器片を含む。

   17.10YR3/1黒褐色粘質シルト黄褐色シルト粒を若干含む。

   18、10YR2/2黒褐色粘質シルト

   19.10YR2/2黒褐色微砂

   20.10YR1.7/1黒色シルト(木根の跡)

   21.10YR2/2黒褐色シルト黄褐色シルト粒を若干含む。

   22.10YR2/3黒褐色粘質シルト

   23.10YR2/2黒褐色シルト

   24.10YR2/2黒褐色微砂

   10YR5/4黄褐色微砂粒を15%程含む。しまりなく、やわらかい。

  25.10YR2/3黒褐色微砂

  下層に、7.5YR4/6赤褐色シルト小粒を若干含む。

  26.10YR3/2黒褐色粘質シルト

  黄褐色粘質シルト(直径2cm程の楕円形)を若干含む。

  27.10YR3/3暗褐色粘質シルト

  28.10YR5/6褐色シルト

  黒褐色シルトを20%程まだらに含む。(掘り方)

  29.10YR5/6褐色シルト

  褐色シルトを10%、黒褐色シルトを若干含む。(掘り方)

  30.10YR2/2黒褐色シルト

  褐色シルトを細粒状に10%程含む。(掘り方)

  ①.10YR2/2黒褐色シルト

  ②.10YR2/2黒褐色シルト黄褐色微砂粒を含む。

  ③.10YR2/2黒褐色シルト2層より黄褐色微砂を多く含む。

  ④.10YR2/2黒褐色シルト黄褐色微砂を若干含む。

  ⑤.10YR2/3黒褐色シルト

  1～4層より黄褐色微砂粒が細かく、多量に含む。土器片を含む。

  ※①～⑤層は、ST168より新しい溝の覆土である。



 ことや、それらの四隅に柱穴があたることから、小規模の住居をひとまわり拡張し、二時期に

 渡って使用された可能性も考えられる。

 遺物は、土器・石鏃・礫等多数出土しているが、床面から出土しているものは少量である。こ

 れらの遺物より8世紀第2四半期から第3四半期の遺構と考えられる。

ST300

 5～6-158～159Gに位置し、南北4.5m、東西4.7mを測る。東西方向でSD206に切られて

 いる。また、南側壁際をSP1006に切られている。覆土は、黒褐色シルトを基本とする7層から

 なる。自然堆積で三角堆積が良好に残る。壁は、15～20cm程、垂直に立ち上がる。床面は、ほ

 ぼ水平であるが、貼り床を施した痕跡はない。柱穴とするには位置等検討が必要であるが、EP829

 と830はしっかりと掘り込まれている。貯蔵穴・周溝は確認できなかった。カマドは、南壁際よ

 りやや西よりに検出された。煙道を良好に残すが、袖は残存状況が悪い。底面に火を受けた土

 師器(3-8～11)が敷き詰められていた。掘り方は、カマドの部分のみ掘り込みが認められる。

 遺物は、カマド以外からは殆ど認められない。SD202の覆土中から若干出土しているが、全て

 SDに属するものと考えられる。これらの遺物より、8世紀第2四半期から第3四半期の遺構と

 考えられる。



   ST300

   1.10YR2/3黒褐色シルト

   2.10YR2/3黒褐色シルト黄褐色シルト粒を若干含む。

   3.10YR2/3黒褐色シルト黄褐色シルト・炭化粒・褐色土粒を若干含む。
   4.10YR3/2黒褐色シルト黄褐色シルトをブロック状に含む。
   5.10YR2/2黒褐色シルト黄褐色シルトをブロック状に含む。炭化粒・褐色土粒を若干む。
   6.10YR3/1黒褐色シルト黄褐色シルト粒をブロック状に含む。(4・5層より粒が小さい)炭化粒を若干含む。
   7.10YR1.7/1黒褐色シルト黄褐色シルト粒を若干含む。

   SP807

   (1110YR2/2黒褐色微砂

   SD206

   ①10YR3/2黒褐色シルト黄褐色シルト粒を20%程含む。
   ②10YR2/2黒褐色シルト黄褐色シルトをブロック状に含む。
   ③10YR2/2黒褐色シルト10YR3/2黒褐色シルトをブロック状に含む。
   ④10YR2/2黒褐色シルト

   ⑤1bYR2/2黒褐色シルト黄褐色シルト粒を多量に、炭化粒を若干含む。
   ⑥10YR4/4褐色微砂5層の土をブロック状に含む。
   ⑦10YR2/2黒褐色シルト黄褐色シルトを若干含む。
   ⑧10YR2/3黒褐色シルト黄褐色シルトをブロック状に含む。

   ⑨10YR3/1黒褐色粘質シルト木根跡



   ST300カマド

   1.10YR2/3黒褐色シルト黄褐色シルト粒を若干含む。

   2.10YR2/3黒褐色シルト黄褐色シルトをブロック状に含む。

   3.10YR3/3暗褐色シルト黄褐色シルト粒を含む。

   4.10YR2/3黒褐色シルト2層より黒褐色土層が多い。

   5.10YR3/3暗褐色シルト3層より黄褐色シルトが多い。

   6.10YR4/3にぶい黒褐色シルト

   焼土(7.5YR4/6褐色シルト)粒を若干含む。

   7.10YR4/3にぶい黒褐色シルト

   焼土(7.5YR4/6褐色シルト)粒を若干含む。

   炭、土器共に多量に含む。

   8.10YR2/3黒褐色シルト

   黄褐色シルト粒を多量に含む。炭化粒を若干含む。

   9.7.5YR3/3暗褐色シルト

   黄褐色シルト粒を、焼土粒を多量に含む。

   10.10YR4/3にぶい黄褐色シルト黄褐色シルトを若干含む。

   11.10YR2/3黒褐色シルト

   黄褐色シルト粒、焼土粒、炭化粒を若干含む。

   12.10YR2/3黒褐色シルト

   13.10YR2/2黒褐色シルト黄褐色シルト、焼土を含む。

   14.10YR4/3にぶい黄褐色シルト黒褐色シルトをブロック状に含む。

   15.10YR4/3にぶい黄褐色シルト7層より焼土粒を多く含む。

   16.10YR2/3黒褐色粘質シルト焼土粒を若干含む。

   17.10YR3/3暗褐色シルト

   焼土・黄褐色微砂をブロック状に多量に含む。

   18.7.5YR3/2黒褐色シルト焼土粒(小一中)7%程含む。

   19.10YR2/3黒褐色シルト地山の土を粒状に15%程含む。

   20.10YR4/3にぶい黄褐色シルト黒褐色土を3%程含む。

   21.10YR3/2黒褐色シルト

   22.10YR2/2黒褐色シルト炭化粒(小)を30%程含む。

   23.7.5YR3/3暗褐色シルト焼土

   24.5YR5/4にぶい赤褐色シルト焼土

   25.7.5YR3/2黒褐色シルト24層の土を7%程含む。

   26.10YR2/3黒褐色シルト地山の土を粒状にし15%程含む。

   27.10YR3/4暗褐色シルトカマド壁土

   28.10YR2/3黒褐色シルト炭化粒を含む。

   29.10YR2/3黒褐色シルト焼土粒・炭化粒を7%程含む。

   30.10YR3/2黒褐色シルト焼土粒を15%程含む。

   31.10YR2/3黒褐色シルト(掘り方の土)

ST677

 8～9-165～166Gに位置し、南北5.4m、東西4.2mを測る。南壁際をSD680に切られてお

 り、北壁際中央部に住居より旧いSD819が検出された。また、住居より新しいSP841・989等が

 認められる。覆土は、6層からなり黒褐色シルトを基本とする。4・6層などの三角堆積も認

 められる。壁は、土層断面によれば東側はほぼ垂直に立ち上がるが、それ以外は若干傾斜して

 立ち上がる。床面は、ほぼ水平で貼り床を施した痕跡は認められない。小ピットは多数認めら

 れるが、住居に伴う柱穴・貯蔵穴等は認められない。北東・北西壁際に溝状の落ち込みが認め

 られ、周溝と考えられる。カマドは南東壁際に検出されたが、袖は認められず真中に焼土が検

 出された。また、北壁際のSD819に接する辺りに焼土を含む高まりが認められるため、前述の

 カマドの前に使用されていたものと考えられる。掘り方は、認められない。

 遺物は、両カマド周辺に若干認められる他は認められないが、出土遺物より、8世紀第2四半

 期から第3四半期の遺構と考えられる。



  ST677カマド

  1.10YR2/3黒褐色シルト
  上層に黄褐色砂粒、下層に黄褐色微砂をブロック状に含む。

  2.10YR2/2黒褐色シルト
  黄褐色微砂粒を含む。5YR4/6赤褐色微砂を若干含む。
  (焼土)

  3.10YR2/3黒褐色粘質シルト
  黄褐色微砂粒を含む。5YR4/6赤褐色微砂を若干(2層よ
  り多く)含む。

  4.10YR4/4褐色シルト焼土、黒褐色シルトを多量に含む。窒壁。
  5.10YR2/2黒褐色微砂焼土を微量に含む。
  6.10YR2/2黒褐色微妙焼土を少量に含む。
  7.10YR3/3暗褐色微妙黒褐色砂を含む。
  8.7.5YR3/4褐色微妙焼けている。(地山}
  9.10YR3/1黒褐色シルト黄褐色微砂粒を含む。

  SP844

  1.10YR2!2黒褐色シルト

  黄褐色シルトをまだらに含む。
  2.10YR1.7/1黒色シルト

  黄褐色シルト粒を若干含む。
  3.10YR3/2黒褐色シルト

  黄褐色シルトをブロック状に
  含む。

  SP989

  1.10YR3/3暗褐色シルト
  2.10YR3/2黒色シルト

    SK676

    ①10YR3/3暗褐色シルト02m

    ②10YR4/4褐色シルト(1:60)
    ST677

    1.10YR3/2黒褐色シルト黄褐色微砂粒を多量に含む。

    2.10YR2/2黒褐色シルト黄褐色微砂粒をブロック状に含む。

    3.10YR2/2黒褐色シルト黄褐色微砂(1層より多い)、炭化粒を若干含む。

   ST677セクション

   1.10YR2/3黒褐色シルト黄褐色微砂粒・炭化粒を若干含む。

   2.10YR2/2黒褐色シルト黄褐色微砂(1層より多い)・炭化粒を若干含む。

   3.10YR4/4褐色微砂2層の土を多量に含む・場所によって、2層の土

   の方が多いところも認められる。(床面)

   4.10YR2/3黒褐色シルト黄褐色微砂粒を多量に含む。

   5.10YR3/1黒褐色シルト黄褐色微砂粒をブロック状に含む。(木根に撹拌)

   6.10YR2/2黒褐色シルト炭化粒・焼土粒・黄褐色シルト粒を若干含む。

   SP841

   1.10YR3/3暗褐色シルト
   2.10YR3/3暗褐色シルト

   10YR2/3黒褐色シルトをブロック状に含む。



ST710

 8～9-167Gに位置し、南北5.3m、東西5.5mを測る。覆土や床面は、検出段階で既に掘り

 方に達していたため確認できなかった。セクションにおいては若干の壁が認められるが、精査

 の段階で落ち込んでしまったものである。柱穴は、4基(EP845・846・976・969)確認された

 が、EP976は検討を要する。貯蔵穴はEK971・972が検出されたが、EK971は住居より新しい可

 能性も考えられる。また、南西隅に深さ40cm程のSK1014、北辺中央部に深さ50cm程のSK1015

 が認められるが、ともに住居より旧い遺構である。周溝は認められない。カマドは南壁際に検

 出された。両袖を若干残し、底面には焼土が貼りついている。掘り方は、壁際を5cm程の深さ

 で溝状に掘っているため、拡張または建て替えの可能性も考えられる。なお、中央部には浅い

 掘り方が多数認められる。

 遺物は、EK845に良好な坏(4-15)が認められる他は、カマド・貯蔵穴に小破片が若干認

 められるだけである。8世紀代の遺物が認められるものの、やや新しい遺物も出土しているこ

 とから9世紀第1四半期の遺構と考えられる。

ST848

 11～13-150～151Gに位置し、南北5m、東西4.9mのほぼ正方形を呈する。3棟の住居と切

 り合っているが、ST849より新しく、ST850より旧いと考えられる。覆土は、ほとんど残らなかっ

 たが、黒褐色シルトの均質層である。床面は、黒褐色シルトに褐色シルトがまだらに混じる貼

 り床を一部に施しているが、カマド前部から住居中心部にかけて地山を床として使用している。

 壁は、検出面が低く判然としないが、ほぼ垂直に立ち上がる。柱穴、周溝は認められない。貯

 蔵穴しては、EK986がカマド西側に位置し、土師器甕およびカマドの袖石と考えられる赤く焼

 けて割れた石が含まれており、覆土には焼土を含む。また、カマド東側に位置するEK949も同

 じように焼土と土師器片を含むが、旧いカマドの可能性もある。EK988は、貯蔵穴として検討

 を要するが、土師器片を含み、焼土が流れ込んでいる。カマドは南辺東側に位置し、東西に固

 く締まった袖をもち、燃焼部中央を円形に掘り下げている。ここに土師器甕(5-14)の口縁部

 を下にした状態で設置していた。掘り方は、住居南西部分は住居の1/4の大きさで掘り下げてい

 るが、カマド部分から中央にかけては地山をそのまま使用している。

 遺物はほぼ全てが土師器の甕で、カマドおよび貯蔵穴から出土している。これらの出土遺物よ

 り9世紀第2四半期の遺構と考えられる。

ST849

 11～13-150Gに位置し、南北4.6m、東西4.5mのほぼ正方形を呈する。ST849、ST850に切

 られ、これら3棟の中では最も旧い。覆土は、ごくわずかに土坑部分に残っているのみである

 が、黒褐色シルトにわずかに褐色シルト粒を含む。床面は、中央部分が高く、周りが周溝状に

 わずかに低くなる。壁は、検出段階で床面に達していたため、不明である。柱穴は、EP963、973、

 974、985の4基確認された。これらは、住居の四隅から約10cmに位置し、深さは約60cmを測

 る。貯蔵穴としては、住居の南東隅に土師器片を含むEK962が確認されたのみである。カマド

 は、ST848、849に切られているため認められない。ただし住居南西部分に焼土の貼りついた部
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 分が確認され、さらにその周囲の床面(地山)が凹凸になっており、カマドの部分の推定線を

 引くことができた(破線部分)。カマド部分からの遺物の出土はなかった。また、EK962からは

 10cm程の厚さで焼土と炭化物を多量に含む層が認められるため、カマドであった可能性がある。

 掘り方は、住居中心部分に南北2.6m、東西2.7mの範囲で地山を残し、これを囲むように周囲

 を掘り込んでいる。カマド部分は地山で、掘り込みは認められない。

 遺物は、EK962から土師器片が出土している。また、住居中央北側で須恵器坏1/2個体(5一

 21)が床面直上から出土している。これらの遺物より8世紀第2四半期の遺構と考えられる。

ST850

 12-151Gに位置し、南北3.5m、東西3.6mのほぼ正方形を呈する。南東部分でST848、849

 を切っている。覆土は、黄褐色微砂粒を含む砂質シルトまたは微砂の自然堆積からなる。また、

 壁際には4・5層等の三角堆積も認められる。床面はほぼ水平である。壁は、土層断面より北

 東壁はやや傾斜しながら立ち上がり、南西壁は垂直に立ち上がる様子を確認できる。柱穴は認

 められないが、深さ10cm程のピットは、数基認められる。カマド東側には貯蔵穴と考えられる

 EK951が認められる。周溝は図示しなかったが、掘り方検出時にEP982から北東隅にかけて溝

 状に土色の変化が認められた。カマドは、南西隅壁際に検出された。東側の袖は良好に残存し

 ているが、西側の袖は殆ど残存しない。中央部には焼土が貼りついている。掘り方は、カマド

 の周囲を8の字状に20～30cm程掘り込んでいる。





 遺物は、6-1の須恵器坏を除くと全て細片で集中箇所は認められない。須恵器は、8世紀代

 のものと思われるが、遺構の切り合いから9世紀第2四半期以降の所産と考えられる。

ST851

 9～10-150Gに位置し、南北東西ともに3.6mの正方形を呈する。南東側から北側にかけて

 SD984が切っており、北東隅を調査区東壁に切られている。覆土は、検出面がほぼ床面に達して

 いたため、黒褐色微砂の一層からなるが、これは掘り方の覆土である可能性が残る。床面は、中

 央部分が若干高いため、これが床面なのか掘り方なのかは検討を要する。壁は、掘り方の壁で

 ある可能性が考えられるが、ほぼ垂直に立ち上がっており、北側から東側にかけて残存してい



 ない。柱穴、貯蔵穴、周溝などは認められない。カマドは、煙道を明瞭に残し、中央部分は焼

 土が貼りついており、土師器の甕(6-10)を伏せた状態で設置しているが、支脚として使用し

 たのだろうか。袖は殆ど残っていないが、覆土に焼土が含まれているため、カマドが崩落した

 ものと考えられる。掘り方は、中央部分が3～5cm程高くなっており、周囲が深くなっている

 が、低い部分がカマド底面とほぼ同じ高さであるため、検討を要する。

 遺物はカマド付近に須恵器、土師器が認められるだけである。これらの遺物より8世紀第3四

 半期の遺構と考えられる。

ST852

 11～12-152Gに位置し、南北3.2m、東西3.4mを測る。中央よりやや東側に南北に走るSD113

 が認められるが、土層断面では確認できないため、住居より旧い遺構と考えられる。また、西

 隣のSD118は、平面より住居の方が新しいと考えられるが、断面では確認できないため詳細は

 不明である。覆土は、黒褐色シルトと暗褐色シルトの2層からなり、人為堆積と考えられる。ま

 た4層は三角堆積と考えられる。床面はほぼ水平で、貼り床を施した形跡はない。壁は、北・東



 辺は周溝のためか段を形成し、緩やかに立ち上がる。南・西辺はほぼ垂直に立ち上がる。深さ

 10cm程のピットが2基(EP1019・1020)と北西隅に土坑状の掘り込みが認められるが、とも

 に柱穴・貯蔵穴とは考えられない。東辺に1.6m程の長さで、周溝状遺構が認められる。土層断

 面より、北辺にも存在したと推定される。カマドは東側の袖を若干残し、中央部には焼土が貼

 りついて若干落ち込んでいる。堆積土の様子から8層はカマドの上屋、9層は上屋に付着した

 焼土と考えられる。煙道を良好に残し、先端部は水抜きのためかやや傾斜している。掘り方は、

 全体には認められないが、北西隅の土坑状の浅い掘り込みが掘り方の可能性が考えられる。

 遺物は、土師器片を若干含むだけであるため、遺構の時期は判然としない。



ST853

 12～13-152～153Gに位置し、南北2.8m、東西2.9mを測る。SD118によって西側半分が切

 られている。覆土は、SD118埋土時に同時堆積していることから、SD118は住居の掘り込みが残

 存したままで掘削したものと考えられる。床面は、壁際については30～50cm程の幅で10cm程

 の高さを残し、中央部分に褐色粘質シルトの貼り床を施している。壁は、南側が若干傾斜して

 立ち上がる。貯蔵穴、周溝は認められない。EP905がその位置から柱穴の可能性が考えられるが、

 掘り込みは浅い。カマドは、両袖が高さ5cm程残存し、中央部に焼土が貼りついている。焼土

 部分には土器片を多数含む。掘り方は、貼り床の下に同色の堆積土が認められ、貼り床と掘り

 方埋土がほぼ同時に行われたものと推定される。

 遺物は、カマド中央部分に土師器の甕の破片が認められ(6-19)、EP905土層中に若干土器

 片が認められる。これらの遺物より8世紀第3四半期の遺構と考えられる。

ST855

 11～12-160～161Gに位置し、東西4m、南北4.2mを測る。南壁中央にEK876の出っ張りが

 認められるが、ほぼ正方形を呈する。また、住居より新しいEP873が南西隅を切っている。時

 期が異なるためか、他の住居に比較して保存状態は良好である。覆土は黒褐色粘質シルトを基

 本とする2層からなるが、褐色土をブロック状に含むことから、人為堆積である可能性が高い。

 床面は、地山と同色で濁りは認められない。また、東壁際から北壁にかけて50cm程の幅で緩や

 かな傾斜が認められるが、出入口の跡であろうか。中央部には焼土が検出され、地床炉の存在

 が考えられる。西壁は垂直に35cm程立ち上がり、そのほかの壁は傾斜しながら立ち上がってい

 る。柱穴は6基(EP869～875)検出され、平面の直径50～80cm、深さ50cm前後を測る。EK876

 は、落ち込みは認められないが、壁から円形にふくらむ。また、南壁と西壁際に7cm程の深さ

 の周溝状遺構が検出されている。カマドと掘り方は認められない。STの東側には三日月形の浅

 い落ち込み(SX862)が検出され、STと何らかの関連があるものと推定される。

 遺物は、床面からの良好な資料はないが、覆土中に須恵器・土師器が多数出土している。一方、

 かわらけ片も3片出土している。

ST858

 9～10-166～167Gに位置し、南北4.3m、東西4mを測る。南壁際にSD910が認められるが、

 住居に切られている。また、南壁際中央部に直径55cm程の住居より旧い土坑(SP1026)が認

 められる。検出面から床面までは5cm程測り、覆土は、ほぼ黒褐色シルトの一層からなる。床

 面は、貼り床を施した形跡はなく、ほぼ水平である。南西部分に炭化物が集中して検出された。

 壁は、若干傾斜して立ち上がる。柱穴、貯蔵穴、周溝は認められない。カマドも認められない

 が、中央部分と南西壁際床面に焼土が認められる。掘り方は若干認められるが、深さ5cm程で

 ある。

 遺物は、床面直上に甕の底部が伏せた形で出土している(6-22)。他には、前述の土坑に認

 められただけである。これらの遺物より9世紀第1四半期の遺構と考えられる。

 一31一





  ST903

  15～16-172～173Gに位置し、南北2m、東西3mを測る。南側半分近くが壁に切られてい

  るため、南北の長さはほぼ中心の任意の地点で計測し(残存部分のみ)、東西辺は検出時の掘り

  方上場の線を計測した。覆土は、1・2層が住居覆土と考えられ、黒褐色シルトからなる。中



  心部には径20cm程の礫を多数含む。床面は検出面が既に床面より下がっていたため平面では確

  認できないが、土層断面で確認する限りでは、焼土が堆積した下面がほぼ水平であるため床面

  であると推定される。壁は土層断面から、西側が撹乱されているため、東側からしか確認する

  ことができない。若干変形はしているが、ほぼ垂直に20cm程立ち上がる。柱穴・貯蔵穴・周溝

  などは確認不可能であった。カマドは、土層断面東側において、約70cmの長さの焼土堆積が認

  められるため、東辺に存在したものと推定される。掘り方は、壁に沿って周溝状に10cm程と中

  心部に12cm程の深さで認められる。覆土は一定せず、4層からなる。

  遺物の出土は認められず、遺構の時期は判然としない。

  掘立柱建物

  SB338

  7～8-159Gに位置する、南北2間、東西1間の建物である。長軸4.3m、短軸4mの南北

  棟で、長軸方向はN-15。一Eである。掘り方は、径40～60cmの円形または楕円形を呈し、深

  さは柱とほぼ同じである。柱穴の全ての断面においてアタリが確認でき、深さ20～50cmを測る。

  6基のうちP2を除く5基の底面に径10～35cmの黄灰色粘土が検出された。これは、地山の土

  が柱の水分と重みによって変化したものと考えられ、柱の規模を推定する上で重要な手がかり

  になるものと思われる。P1においては、2基のアタリが確認された。覆土は、掘り方が褐色シ

  ルトを基本とし、アタリは黄褐色シルトを含む黒褐色シルトである。ちょうど中央部に、アタ

  リをもつSP359が検出されたが、建物に関わるものと考えられる。

  SB436

  8～9-161～162Gに位置する、南北3間、東西2問の建物である。長軸7.5m、短軸5.4m

  の南北棟で、長軸方向はN-25。一Eである。北側にSD458が重複して検出され、またSP508等

  の良好なピットが認められるが、新旧関係は不明である。掘り方は、径45～70cm程の円形もし

  くは隅丸方形を呈し、深さは50～80cmを測る。柱穴の底面には一様に径20cm程の楕円形を呈

  する黄褐色粘質シルトが認められる。深さはほぼ掘り方と同じであるが、P1・P4・P6等掘

  り方より深く打ち込んでいるものも認められる。覆土は、アタリが黒褐色シルトを基本とし、柔

  らかくボソボソしているため、柱根が腐食したものと考えられる。掘り方は、黒～黒褐色シル

  トまたは粘質シルトで、黄褐色シルト等を含む。

  SB818

  7-163Gに位置する、南北1間、東西2問の建物である。一辺3mの正方形を呈し、軸方向

  はN-25。一Eである。掘り方は、径40～50cmの円形または楕円径を呈し、40～60cmの深さで

  ある。P1・P2・P3・P5から黄灰色粘土が検出された。覆土は、アタリが黒褐色シルト～

  粘質シルトに黄褐色シルトを含む。掘り方は、黒褐色～暗褐色のシルトまたは粘質シルトから

  なる。

  SB829

  5～6-163～164Gに位置する、南北2問、東西1問の建物である。3.7mのほぼ正方形を呈

  一34一







 し、軸方向はN-30°一Eである。P6がSP821を切っている。掘り方は、直径30～60cmの円

 形または楕円形を呈し、深さ50～60cm程測る。柱は、アタリが検出できなかったため不明である。

SB854

 9～10-159Gに位置する、南北2問、東西2問の建物である。長軸5.2m、短軸5mのほぼ

 正方形を呈し、軸方向はN-25。一Eである。P6が土坑を切っている。四隅の柱穴は、直径50

 ～60cmの円形を呈し、深さ50～60cmを測る。四辺のうち南辺を除く三辺は間柱を持ち、四隅

 の柱穴に比べて小さい。P4・P6・P7は、底面にアタリの痕跡と考えられる灰黄褐色粘土や

 酸化鉄が貼りついている。覆土は、アタリが黒褐色シルトでもろく、掘り方下層は黒褐色シル

 トと褐色シルトの混合土からなる。更に下層に地山と掘り方の漸移層が認められる。掘り方上

 層には一部、黒褐色シルトの自然堆積層が認められる。

SB856

 10～12-162～163Gに位置する、南北3間、東西2問の建物である。長軸6.7m、短軸5.2m
 の南北棟で、長軸方向はN-20°一Eである。SX866にP5が切られている。掘り方は、一辺50cm

 の隅丸方形で、50～65cmの深さを測る。アタリは、10基のうち8基に確認された。覆土は、黒





 褐色もしくは黒色のシルト層と柱痕からなる。掘り方埋土と柱痕部分の違いが曖昧である。一

 部の柱穴は下層に人為堆積の掘り方埋土で、その上層の自然堆積層との整合性に疑問が残る。

 遺物は、須恵器・土師器の小片が出土している。

SB857

 12～13-162～163Gに位置する、南北3間、東西2間の建物である。長軸7.3m、短軸5.4m

 の南北棟で、長軸方向はN-25°一Eである。SD909に切られている。掘り方は、一辺が50cm

 程の隅丸方形で、深さ60cm程しっかりと掘り込まれている。全ての柱にアタリが確認された。









 覆土は、柱痕である黒色粘質シルトとそれを挟むように黒褐色粘質シルトと褐色粘質シルトの

 混合土の埋土である。

SB859

 10～11-172Gに位置する、南北1問、東西2問の建物である。長軸4.8m、短軸4.5mのほぼ



 正方形を呈し、長軸方向はN-5。一Eである。掘り方は、直径50cmの円形もしくは楕円形を

 呈し、深さ40～60cmを測る。覆土は、アタリの黒褐色砂質シルト層をにぶい黄褐色シルトの混

 じる黒褐色砂質シルト層がはさむ。

SB860

 11-164～165Gに位置する、南北2問、東西2問の建物である。長軸2.9m、短軸2.7mのほ

 ぼ正方形を呈し、長軸方向はN-35。一Eである。西側は4基の柱穴があり、P7とP8が西辺

 ラインからずれており、入り口の可能性が考えられる。東側もP9がずれている。掘り方は直径

 20～30cmの円形を呈し、深さは10～30cmである。アタリは、確認できなかった。覆土は、ほ

 とんどが柱痕である、黒褐色粘土からなる。

SB865

 10～11-153～154Gに位置する、南北2間、東西2間の建物である。長軸3.5m、短軸3.1m

 のほぼ正方形を呈し、長軸方向はN-450-Eである。掘り方は、直径30～40cmの円形で、20

 ～40cmの深さである。アタリは、確認できたのは、1基のみである。。覆土は、にぶい黄褐色



  シルトと黒褐色シルトの混合土か黒褐色シルトと褐色シルトの混合土である。

  SB868

  12～13-162～163Gに位置する、南北3問、東西2間の建物である。長軸5.7m、短軸3.8m

  の南北棟で、長軸方向はN-200-Eである。掘り方は、直径20～30cmの円形で、深さは20～

  50cmである。底面にアタリの痕跡が認められたのはP1・P5・P6・P10である。覆土は、黒

  褐色砂質シルトの単一層か、もしくはこの土を挟むように暗褐色砂質シルトと褐色シルトの混
  合土からなる。

  SB886

  13-162Gに位置する、南北2間、東西2間の建物である。長軸2.7m、短軸2.6mのほぼ正方

  形の総柱建物で、軸方向はN-20。一Eである。倉庫として使用したものか。掘り方は、直径30

  ～40cmの円形を呈し、深さ40～60cmである。P2・P3・P4・P5・P6・P9からアタリ

  の痕跡が認められた。

  SB887

  12～13-160～161Gに位置する、南北1間、東西3間、南面庇3間の建物で、南北軸はN一

  100-Eである。長軸6.4m、短軸4mの東西棟である。掘り方は、直径30cm程の円形で、深さ

  40～70cmである。P1・P5・P8・P9・P10・P11からアタリが検出された。柱穴が小型で、

  中世の遺構である可能性が高い。

  井戸

  SE863

  11-158Gに位置し、SK918を切っている。掘り方は直径1.6m程の円形を呈し、深さ1.5mを

  測る。検出面から1.7m下層に井筒として使用されたと考えられる直径57.8cm、高さ45cmの曲

  物が設置されている。井戸枠材は検出されていないが、曲物上部に礫が多数出土していること

  から、曲物の周りは礫で組まれていた井戸と考えられる。覆土は、黒褐色を基本とした色調で

  下層にいく程粘性が強くなる。また、ほとんどの層に黄褐色微砂または粘土を含むことから、周

  囲に検出された土坑群の覆土と似ていることが判る。掘り方中ほどから須恵器が出土しており、

  覆土内からは須恵器の有台坏・蓋・甕の破片、土師器煮炊具の破片等が出土している。しかし、

  覆土や井戸の形態から中世に属するものと考えられる。

  SE927

  13-158Gに位置し、SK928を切っている。掘り方は径2.3m程の東西に長い楕円形を呈し、深

  さ1.8mを測る。底面のやや北よりに井筒として使用されたと考えられる直径62.4cm、高さ55cm

  の曲げ物が設置されている。曲物に比較して掘り方が大きい。曲物の東側に木材が検出された

  ことから、上部は井戸枠材で組まれていたものと考えられる。遺物の出土はない。覆土は、SE863

  に比較すると一定していないが、井戸の形態や土坑群に近く位置すること等から、中世の遺構
  と考えられる。

  一45一



   SE863

   1.10YR2/2黒褐色シルト黄褐色微砂粒を若干含む。

   2.10YR3/2黒褐色シルト黄褐色微砂粒をブロック状に多量に含む。

   3.10YR1.7/1黒色シルト炭化粒を若干含む。

   4.10YR2/1黒色粘質シルト黄褐色微砂粒を少量含む。

   5.10YR2/1黒色粘質シルト均一である。

   6.10YR3/1黒褐色粘質シルト黄褐色粘土をまだらに含む。

   7.10YR3/1黒褐色粘質シルト黄褐色粘質微砂をまだらに含む。

   8.10YR2/2黒褐色粘質微砂酸化鉄を含む。

   9.10YR2/2黒褐色粘土黄褐色微砂粒を若干含む。

   10、10YR2/1黒色粘土黄褐色粘土を若干含む。

   11.10YR3/1黒褐色粘土黄灰色粘土を若干含む。

   12.10YR4/2灰黄褐色粘土黒褐色粘土を若干含む。

   13.10YR3/1黒褐色砂混じり粘土

   14.10YR6/3にぶい黄褐色砂酸化鉄を含む。

   SK918

   ①10YR2/1黒色シルト均一である。

   ②10YR2/1黒色シルト黄褐色微砂粒・焼土粒を多量に含む。

   ③10YR3/1黒褐色シルト黄褐色微砂粒・焼土粒を多量に含む。

   ④10YR2/2黒褐色シルト焼土粒を若干含む。

   ⑤10YR3/2黒褐色シルト暗褐色シルトをまだらに含む。

   SE927

   1.7.5YR3/1黒褐色シルト炭化粒・黄褐色微砂粒を若干含む。

   2.10YR3/4暗褐色微砂黒褐色シルトを斑点状に含む。

   3.10YR3/3暗褐色微砂黒褐色シルトを斑点状に含む。

   (2層より多く含む。)

   4.10YR4/4褐色微砂黒褐色シルトを斑点状に含む。

   5.10YR3/4暗褐色微砂黒褐色シルトを斑点状に含む。

   (2・3層より多く含む。)

   6.10YR2/2黒褐色シルト黄褐色シルトをブロック状に含む。

   焼土粒を若干含む。

   7.10YR2/2黒褐色粘質シルト黄褐色シルトをブロック状に含む。

   (6層より多く含む。)焼土粒を若干含む。

   8.10YR4/4褐色粘土黒褐色粘土をブロック状に含む。

   焼土粒を若干含む。

   9.10YR2/2黒褐色粘土黄褐色粘土をブロック状に含む。

   焼土粒を若干含む。

   10.10YR2/2黒褐色粘土黄褐色粘土をブロック状に含む。

   11.10YR2/1黒色粘土黄褐色粘土を若干含む。

   12.10YR2/2黒褐色粘土黄褐色粘土を若干含む。

   13.10YR3/3暗褐色粘土酸化している。

   14.10YR3/2黒褐色粘土黄褐色粘土をブロック状に含む。

   15.10YR2/1黒色粘土黄褐色粘土をブロック状に少量含む。

   16.10YR3/3暗褐色粘質微砂酸化鉄を含む。

   17.10YR2/3黒褐色粘土部分的に酸化している。

   18、10YR3/1黒褐色粘土

   19.10YR3/1黒褐色粘土黒色粘土を少量含む。

   20.10YR1.7/1黒色粘土灰色粘土を少量含む。

   21.10YR4/2灰黄褐色粘土

   22.2.5Y4/2暗灰黄色粘土

   23.10YR4/1褐灰色粘土

   24.2.5Y5/2暗灰黄色砂酸化鉄を含む。

   25.10YR4/1褐灰色粘質微砂黄灰色細砂をブロック状に含む。

   26.10YR4/1褐灰色粘土

   27.10YR4/2灰黄褐色粗砂褐色粗砂をまだらに含む。



  土坑

  10区からは、全面的に多数の土坑が検出された。土坑の形態や性格は様々で、時期も古代～中

  世と幅広い。特に11～15-157～160Gに検出された土坑群は、径1～2.5m、深さ1～1.5mと

  規模が大きく、覆土は褐色シルト等をブロック状に含む黒色粘質シルトが多く、明らかに人為

  堆積と考えられる。これらの土坑は、時期を変えて近い場所に掘られているため、この場所に

  こだわる何かの理由があるも4)と推定される。また、この中でもSK911・915・922・923・934・

  919・933・940・941・942は、底部や底部に行く途中で外側に張り出している。土層を観察する

  と、いわゆるフラスコ状土坑とは様相が異なり、覆土が地山に染み出たような堆積である。土

  坑として使用した場合、上の壁が崩れ落ちる危険性があり、非常に使いにくい形状と考えられ

  る。実際にほとんどの土坑が調査後しばらくして壁が崩れてしまっている。このため、当時こ

  の形状で実際に掘られたものか、後世の自然現象等で変化したものかは不明である。また、土

  坑が当時どのような状態であったかを知るため、自然科学分析(巻末)を行なったが、明らか

  にすることはできなかった。これらの土坑は、遺物の出土が極めて少なく、時期決定が困難で

  ある。以下、遺物の出土の多い土坑や特筆される土坑について述べる。

  SK310

  6-159Gに位置し、一辺2m程の歪な平行四辺形のような形状を呈する。深さは10cm程で

  あるが、中央部分が他より15cm程深くなっており、上層に土器が多数出土している。西端には、

  良好な須恵器の坏(7-1)が出土している。また、西側に径40cm程の焼土面が検出され、土

  師器鍋(7-8)も出土していることから、屋外炉の可能性が考えられる。この北東傍にはST300、

  南西にはSB338が検出されたことから、これらと関連のあるものであろうか。出土遺物より9

  世紀第3四半期の遺構と考えられる。

  SK590

  9-163Gに位置し、EK591・592等がつながった歪な形状を呈する。深さは20cm程であるが、

  EK592部分は35cmと深く覆土も異なるため、SK590より旧い遺構であると考えられる。EK592

  上層には土器が多数出土しており、土師器甕(7-15)が認められる。SP593もSK590より旧

  い柱穴で、深さ40cm程のしっかりとしたアタリが確認できた。

  SK914

  13-155Gに位置し、直径3.3m程のほぼ円形を呈し、深さ1.3mを測る。底面は、90cmの深

  さの所で段が形成され、直径1.6mの円形を呈する中心部分が深い。覆土は、1・2層が黒色シ

  ルトの厚い堆積のため人為堆積と考えられ、3層以下はレンズ状堆積となっている。深さ60～80cm

  の所で礫が多数認められる。また、深さ90cm程から木製片口鉢(47-1)が出土している。そ

  の他、覆土から須恵器・土師器の小片が出土しているが、時期決定となるものではない。

  SK934

  15-159Gに位置し、径2.2mの円形を呈すると推定されるが、南側が調査区南壁に切られて

  おり、不明である。深さは1.5mを測る。土層を観察すると中程が若干くびれ、その下が外側に

  広がり、底部は丸くなる。覆土は黒色または黒褐色を基本とし、褐色土を含む。上層は人為堆

  一47一



  SK310

  1.10YR3/1黒褐色シルト

  土器片を含む。

  2、10YR2/3黒褐色シルト

  黄褐色微砂・炭化粒・焼土・木根を含む。

  3、10YR2/3黒褐色シルト

  黄褐色微砂粒・焼土粒若干含む。

  4.10YR3/2黒褐色シルト

  黄褐色シルトをまだらに含む。土器片多量に含む。

  5.10YR3/1黒褐色シルト/
  黄褐色シルトをブロック状に含む。炭化粒を若干含む。

  6.10YR3/2黒褐色シルト

  黄褐色シルト粒を若干含む。

  7.10YR4/4褐色シルト

  黄褐色シルトをまだらに含む。

   SK590(EK591・EK592・SP593を含む)

   a一ざ

   1.10YR2/2黒褐色シルト黄褐色シルトをまだらに含む。

   2.10YR2/3黒褐色シルト黄褐色シルトをブロック状に含む。

   3.10YR4/3にぶい黄褐色シルト

   b-6

   1.10YR2/2黒褐色シルト黄褐色シルトをまだらに含む。

   2.10YR2/3黒褐色シルト黄褐色シルトをブロック状に含む。

   3.10YR3/1黒褐色シルト黄褐色シルト粒を若干含む。土器片を多量に含む。

   4.10YR2/2黒褐色粘質シルト

   焼土粒・黄褐色シルト粒を含む。

   5.10YR2/2黒褐色シルト

   6.10YR3/1黒褐色シルト黄褐色シルト粒を若干含む。

   7.10YR3/1黒褐色シルト

   c一ご

   1.10YR2/2黒褐色シルト黄褐色シルトをまだらに含む。

   2.10YR2/2黒褐色シルト黄褐色シルト粒を若干含む。

   3.10YRL7/1黒色シルト黄褐色シルト粒を若干含む。しまりなくやわらかい。

   4.10YR4/4褐色シルト黒褐色シルト・褐灰色シルトをブロック状に含む。

   5.10YR414褐色シルト黒褐色シルト・褐灰色シルトを少量含む。

   6.10YR2/2黒褐色シルト



   SK861

   1.10YR2/1黒色粘質シルトほぼ均質。土器片を含む。

   2.10YR2/1黒色粘質シルト均質。

   3.10YR2/1黒色粘質シルト極わずかに褐色シルトを含む。

   4.10YR2/2黒褐色粘質シルト炭化粒を含む。

   5.10YR2/2黒褐色砂質粘土均質。

   6.10YR4/6褐色粘質シルト黒褐色シルトがまだらに混じる。

  SK911

  1.7.5YR3/1黒褐色シルト黄褐色粘質シルトを少量含む。

  2.10YR3/4暗褐色粘土黒褐色シルトを少量含む。

  3.7.5YR2/1黒色粘質シルト黄褐色シルトを若干含む。

  4.7.5YR4/4褐色砂明褐色粘土を少量含む。

  5.7.5YR2/2黒褐色粘質シルト黄褐色微砂粒を含む。

  6.7.5YR2/2黒褐色粘質シルト黄褐色微砂粒を若干含む。

  7.7.5YR2/1黒色粘質シルト黄灰色粘土をブロック状に含む。

  8.7.5YR2/1黒色粘質シルト黄灰色粘土を7層より多く含む。

  9.7.5YR2/1黒色粘質シルト黄灰色粘土をブロック状に40%含む。

  10.7.5YR3/1黒褐色粘土均質。

  11.7.5YR2/1黒色粘土灰色粘土を若干含む。

  12.2.5YR3/1黒褐色粘土褐色砂を少量含む。

   SK915

   1.10YR2/1黒色シルト褐色シルトがブロック状に混じる。

   2.10YR4/4褐色シルト混じり細砂黒色シルトがわずかに混じる。

   3.10YR3/2黒褐色シルトわずかに褐色シルトが混じる。炭化粒・土器片を含む。

   4.10YR2/2黒褐色粘質シルト褐色シルト細粒状に20%混じる。炭化粒を含む。

   5.10YR2/2黒褐色粘質シルトほぼ均質。炭化粒を多量に含む。土器片を含む。

   6.10YR3/3暗褐色シルト褐色、黒褐色シルトをまだらに含む。土器片、炭化粒を含む。

   7.10YR2/2黒褐色シルト褐色、暗褐色シルトが粒状に混じる。

   8.10YR2/2黒褐色粘質シルト中央に同色のシルト混じり細砂の層を含む。土器片、炭化粒を含む。

   9.10YR2/2黒褐色シルト褐色シルト、灰黄褐色粘土がまだらに混じる。

   10.10YR2/1黒色粘質シルトほぼ均質。

   11.10YR2/2黒褐色粘質シルト褐色粘土わずかに混じる。

   12.10YR4/6褐色粘土黒褐色シルトわずかに混じる。酸化鉄を多量に含む。

   13.10YR2/1黒色粘土灰黄褐色粘土が粒状に混じる。

   14.10YR4/2灰黄褐色砂混じり粘土黒色粘土混じり。酸化鉄が混じる。

   15.10YR7/8黄橙色粘土混じり細砂均質。酸化鉄。









 SK924・925・926

 12-159Gに位置する。SK924とSK925は、検出時、時期の異なる土坑が切り合っているもの

 と思われた。土層を見ると最下層の22層は両土坑に渡って堆積しているが、7・10・15・17層は、

 SK925の堆積土に切られているように思われる。最初は同時に掘られたが後にSK925のみ使用

 したのだろうか。SK926は、SK925に切られており、さらにSX1028は、SK926に切られている。

 SX1028の北側には、焼土面が検出されたが、用途不明である。覆土は、黒色～黒褐色のシルト

 ～粘土が主なもので、黄褐色または褐色シルトを含む層が多く認められる。

 SK924は、径1.7m程の楕円形で、深さ1.2m程を測る。SK925は、径2.3m程のほぼ円形で、

 深さ1.4mと深い。深さ50cm前後の地点から、大型の珠洲系陶器甕(43-4)と青磁椀(43一

 3)の破片が出土した。SK926は、径1.6m程のほぼ円形を呈し、深さ1.2mを測る。3基の土

 坑から須恵器・土師器の小片が若干出土している。これらの北側に検出されたSK919・920・921

 も大型の土坑が重複しており、その形状や覆土が似ているため、ほぼ同時期に存在したものと

 推定される。









溝

 全体的に多数の溝が検出された。そのほとんどが竪穴住居や掘立柱建物を切っており、中世以

 降の遺構と考えられる。調査区を南北に横断しているSD712は、北側でSD206と直交しており、

 南側でSD909と直交している。両溝ともSD712の方が新しい。また、SD206とSD909が37mの

 間隔を保ちほぼ平行している。調査区東端にはSD116とSD118が1.6mの間隔で平行して走って

 いる。遺構配置図中の▲は、第46図の土層断面の位置である。ほとんど黒褐色シルト層であるが、

 下層には黄褐色シルトまたは微砂をブロック状に含む。

 遺物は、須恵器・土師器の破片がほとんどを占めるが、SD206からは流れ込みの縄文土器が出

 土している。

 211区の概要

 11区は、2期の中で最も狭い面積で、調査前は東西北側を農道に囲まれていた。南北80m、東

 西70mの歪な方形を呈する調査区で、面積は5,500㎡を測る。表土から検出面までの深さは、30

 ～40cmを測り、西側ほど深くなる。また、ST2006・2007辺りから北側は、0.7m程高くなる。

 地山は、にぶい黄褐色シルトで、遺構覆土は、黒褐色シルトを基本とするため、遺構は比較的

 判りやすい。地山の上には、黒褐色粘質シルトの包含層の上に暗褐色砂質シルトの表土が堆積

 している。

 遺構は、竪穴住居4軒、掘立柱建物6棟、井戸1基、土坑29基、ピット217基、溝7条が検出

 され、そのほとんどが平安時代の遺構である。10区に比較すると遺構が希薄であるが、検出面ま

 で深いためか、遺構の状態は良好である。遺構は、東側・西側中程・北側と3ヶ所に検出され、

 中央部分は空白地帯となっている。竪穴住居、掘立柱建物ともにほぼ同規模で、長軸方向もほ

 ぼ同じであった。

 遺物の出土は、2期出土数の約8%と遺構に比例して少ない。SE2136からは、須恵器坏等が





  良好な状態で出土しており、2期では数少ない墨書土器が認められる。

  竪穴住居

  ST2001

  12-175～176Gに位置し、南北4.2m、東西3.6mの長方形を呈する。覆土は、黒褐色粘質シ

  ルトのほぼ一層からなり、2層の三角堆積が認められる。床面は、ほぼ水平で、貼り床を施し

  た形跡は認められない。壁は、ほぼ垂直に立ち上がっているが、北辺のみ若干傾斜しながら立

  ち上がっている。カマド南側に深さ20cm程のEP2500が検出されたが、柱穴の可能性は低い。他

  に柱穴、貯蔵穴、周溝等の施設は認めらない。カマドは、両袖が残存しており、袖の内壁から

  中心部にかけては焼土が貼りついている。掘り方は、カマドの部分にのみ円形に5～10cm程掘

  り窪められている。

  遺物は、カマドの付近に土師器の小甕(9-2)と須恵器の小片(9-1)が認められる。

  これらの遺物より8世紀第4四半期の遺構と考えられる。

  ST2004

  14-179Gに位置する。検出段階で既に掘り方の底面まで達していた。南北はSK2501・2502

  に切られているため、残存部分が1.7mを測り、東西はラインが確認できた範囲で2.2mを測る。

  覆土は、南側にわずかに残存する堆積土が掘り方の覆土と考えられる。小ピットが2基(EP2503・

  2504)確認されたが、柱穴かどうかは不明である。他に柱穴、貯蔵穴、周溝、カマド等の施設は

  認められない。遺物も認められないため、時期は判然としない。

  ST2006

  8～9-186～187Gに位置し、南北3.7m、東西3.7mのほぼ正方形を呈する。覆土は、1・2

  層からなる。両層ともに黄褐色細砂をブロック状に含むため、人為堆積の可能性が高い。床面

  は、図示できなかったが、中ほどには床土に暗褐色粘質土が混入する部分が認められ、貼り床

  と考えられる。壁は、全て若干傾斜しながら立ち上がる。柱穴、貯蔵穴、周溝等は、認められ

  ない。カマドは、・中央部分が撹乱されているが、かろうじて袖を残す。中央部分が掘り込まれ

  ているが、上面に焼土を含むことから、掘り方の可能性も残る。土層断面では確認できなかっ

  たが、壁際に底面より若干高い位置に焼土の塊が認められるため、上屋が崩落したものと考え

  られる。また、煙道が50cm程残存し、煙出部はさらに15cm程深く掘り込まれている。カマド

  以外の部分で掘り方は認められない。

  遺物は、カマド周辺に若干土器片が認められ、北辺際には、須恵器の高台坏(9-3)が出土

  している。西側には何らかに使用したと考えられる扁平な礫が出土している。8世紀代の遺物

  も認められるが、ST2007とほぼ軸を同じくすることから、9世紀第3四半期の遺構と考えられ

  る。

  ST2007

  9～10-188Gに位置し、南北3.2m、東西3.4mを測る。北辺付近に住居より新しい土坑が認

  められる。住居は、深さ5～10cm程しか残存していないが、ほぼ3層からなり、全て砂質シル

  一59一





 トである。若干撹乱も認められる。壁は、殆ど残っていないが、やや傾斜しながら立ち上がる

 ものと推定される。カマド付近を中心に数基のピット(EP2507・2510)が認められるが、規模

 と位置から柱穴の可能性は低いと考えられる。他に柱穴、貯蔵穴、周溝等は認められない。カ

 マドは、両袖が残存し、袖先端には花嵐岩と土師器の甕(9-18)が伏せた状態で設置されてお

 り、心材として使用したものと考えられる。堆積土の1・2層には、地山粒が混入しているこ

 とから、上屋部分の崩落土と考えられる。中央部分が強く焼けており、煙道が若干残る。掘り

 方は認めらない。

 遺物は、他の住居よりまとまって出土しており、特にカマド付近に多い。土師器の甕が住居廃

 棄後に割れたと思われる状態(9-15)、須恵器の坏が伏せた状態(9-8・9-9)で出土し

 ている。これらの遺物より9世紀第3四半期の遺構と考えられる。



  掘立柱建物

  SB2002

  12～13-176～177Gに位置する、南北3間、東西1問の建物である。長軸7.5m、短軸5.5m

  の南北棟で、長軸方向はN-100-Wである。P3がP9を、P5がP10を切っていることから、

  建て替えの可能性が考えられる。また、遺構の少ない11区の中でST2001やSB2003と平行して

  建つことから、これらの遺構と同時期に存在したもので、使用されたものと考えられる。掘り

  方は、径50～80cmの歪な楕円形または隅丸方形で検出された。深さは、35～60cmを測る。ア

  タリは、直径20～30cmの円形を呈し、深さは掘り方と同じである。底面には黄灰色粘土が検出

  された。覆土は、アタリが黒色～黒褐色シルトからなり、中には黄褐色シルト粒を含むものも

  認められる。掘り方は、黒色～褐色シルトの混合土からなる。



SB2003

 12～13-176～177Gに位置する、南北1問、東西1問の建物である。長軸5.8m、短軸3mの

 東西棟で、南北軸はN-10。一Wである。(SB2002と同時期と考えられるため、長軸ではなく南

 北軸の方向とする。)掘り方は、径50～60cmの楕円形または隅丸方形を呈し、深さは20～30cm

 を測る。P1のみ抜き取り痕のような段が認められる。P1・P2の底面からは、直径30cm程

 の黄灰色粘土が検出された。覆土は、黒色～黒褐色シルトからなり、全層において黄褐色シル

 トを多く含む。P1以外は、1層からなる。アタリに伴なう覆土は、検出できなかった。周囲に

 深さ20cm程の小ピットが検出されたが、建物との関連はないものと考えられる。





SB2005

 8～9-183Gに位置する、南北2問、東西1問の建物である。長軸4.5m、短軸4.3mのほぼ

 正方形を呈し、長軸方向はN-8◎一Wである。南側が20cm程下がってしまったのは、検出の

 際若干削りすぎてしまったためである。掘り方は、径50～60cmの円形または隅丸方形を呈し、

 深さは10～30cmを測る。底面のレベルはほとんど同じであるが、南側は20cm程下がっている

 ため浅い。四隅の柱穴の断面にはアタリの覆土が認められたが、底面に黄灰色粘土は検出され

 なかった。深さは10～45cmを測る。P1・P2は、掘り方底面より10～20cm程深く打ち込ま

 れている。P3・P6は、深さ3cm程であるため、四隅の柱を支える程度の柱であったと考え

 られる。覆土は、アタリが黒褐色シルトを基本とし、黄褐色シルト粒を含む。掘り方は、黒褐

 色～黄褐色の混合土からなる。

SB2008

 15～16-185～186Gに位置する、南北3間、東西2問の建物である。長軸6m、短軸5.7mの

 ほぼ正方形を呈し、長軸方向はN-50-Eである。掘り方は、径70～110cm程の楕円形または

 隅丸方形を呈し、深さは35～80cmを測る。壁は垂直に立ち上がり、底部は若干丸くなる。P8

 を除いて全ての柱穴の底面に径20～40cmを測る円形の黄灰色粘土が検出された。深さは50～70cm

 を測る。覆土は、アタリが黒褐色粘質シルトからなる。掘り方は黒色～褐色粘質シルトからな









  り、地山の土と考えられる黄色シルトをブロック状に含む層が多い。

  SB2009と平行しているため、同時期に使用されたものと考えられる。建物内部にSP2076、建

  物の西側にSP2062等良好なピットが検出されており、何らかの関係があったものか。また、東

  側に径4.8m、深さ30cmを測る、長楕円形の落ち込みがあり、遺物の出土は少ないが、建物東

  辺に沿っていることから、建物との関連が考えられる。

  SB2009

  16～17-185Gに位置する、南北1問、東西1間の建物である。一辺1.5mの正方形を呈し、軸

  方向はN-50-Eである。SB2008と平行しているため、同時期に使用されたと考えられる。ま

  た、建物内部に良好なSP2082が検出されたため、建物との関連が考えられる。南側に予備調査

  のトレンチが入っているため、P3はかなり下がった所で確認された。掘り方は、径70cm程の

  歪な楕円形を呈し、深さはP3を除き、30～40cm程である。P1・P2の底面に15cm程の黄灰

  色粘土が円形に検出された。断面では全てについてアタリが確認され、深さは5～45cmとまち

  まちである。覆土は、アタリが黒褐色粘質シルトを主体としている。掘り方は、黒褐色～褐色

  のシルト～粘質シルトを基本とし、黒色・黄色シルト等をブロック状に含む。

  SB2188

  13～14-187Gに位置する、南北2問、東西1問の建物である。一辺2.9mの正方形を呈し、軸

  方向はN-5。一Wである。西側に平行する2基の柱穴(P1・P7)が認められるが、断面か

  ら建物より旧いことが判る。また、北西隅をSD2013に切られている。掘り方は、径35～60cm

  の円形または楕円形を呈し、深さ40～60cmを測る。底面に黄灰色粘土が検出された柱穴はない

  が、全ての断面においてアタリが検出されている。径5～20cm、深さ30～60cmを測る。P3・

  P6においては、2基のアタリが検出されたが、支柱の痕跡かどうかは不明である。覆土は、ア

  タリ・掘り方は黒色～暗褐色を基本とする粘質シルトからなる。掘り方は、黄色または黒色の

  シルトをブロック状に含む。

  井戸跡

  SE2136

  6～7-181～182Gに位置する。掘り方は、径2.8m程のほぼ円形を呈し、深さ2.1mを測る。

  中央部分の70cm下から、丸太材を割りぬいて作ったと考えられる井戸枠材が、3枚組み合わせ

  る形で円形に検出された。後述するが、これら3枚は丸木船を割って再利用したものであるこ

  とが判明した。この周りには、上層のみであるが大小様々な板材が囲んでいる。特に48-3は、

  大型の木材で丸木船の一部である。覆土は、井戸枠内は黒色～黒褐色の微砂または粘質シルト

  を基本とし、掘り方は黒褐色粘質シルトがそのほとんどを占め、しっかりと固定していたこと

  が判る。

  遺物は須恵器・土師器が多量に出土しているが、そのほとんどは7層からの出土であり、井戸

  廃棄後に捨てられたものと思われる。10-1・2・3は、重なった状態で出土した。これは、全

  く同じ形態で色調も同じため、同時に焼かれたものと思われる。また、墨書土器が4点出土し

  一69一



  ており、墨書土器の出土の少ない2期において特異である。また、台を付着させるため細かい

  刻みを入れている壷(10-8)、回転糸切の底部をもつ土師器坏(10-10)、大型の内黒椀(10

  一12)等、2期においてはあまり認められない遺物が出土している。木製品の保存状態も良く、

  曲物底板が2点(47-3・4)出土している。47-4には、木釘が付着したままで出土している。

  これらの遺物から、他の遺構と時期が異なることが判り、9世紀第4四半期の遺構と考えられ

  る。

  土坑

  土坑と考えられるような遺構は、10区に比べ非常に少なかった。その中で19～20-193～194G

  に位置するSK2055は、直径L7mの円形を呈し、深さ85cmとしっかりとした作りである。覆

  土は、黒色粘質シルトが大半を占め、地山の土をブロック状に含むため人為堆積と考えられる。



 遺物の出土はない。SK2107は、SD2108を切っている土坑で、径1.8m程の歪な円形を呈し、深

 さ40cmを測る。覆土は、黒褐色・暗褐色の砂質シルトを基本とし、須恵器・土師器を多量に含

 む。また、前述したがSK2083は、SB2008に関連する遺構と考えられる。

溝跡

 10区に比較すると少ないが、検出面が高かったためか、幅が広く深くしっかりと掘り込まれた

 溝が目立つ。SD2017やSD730は、10区からつながるものである。遺物は、ほとんどが須恵器・

 土師器の小片であるが、SD7070の覆土中からは布目瓦片が出土している。

 312区の概要

 12区は、2期の中央部分に位置し、調査前は11区と13区との問に農道が存在した。南北65m、

 東西230mの東西に長い長方形の調査区で、面積は15,650㎡と2期で最も広い調査区である。表

 土から検出面までの深さは20～50cmを測り、北辺ほど深くなる。地山は、調査区が広いため、



、

 黒褐色シルト・褐色微砂等様々である。地山の上には、黒褐色を基本とする包含層の上に表土

 が堆積している。

 遺構は、竪穴住居25軒、掘立柱建物16棟、井戸2基、土坑101基、ピット287基、溝17条が検出

 された。面積に比例して2期の中では最も遺構数が多いが、遺構は比較的西側と東側に多く検

 出され、中程は希薄である。遺構のほとんどが平安時代の所産と考えられるが、竪穴住居・掘

 立柱建物ともに規模や長軸方向は様々であることから、同じ平安時代の中でも時期幅があると

 思われる。また、溝が東西南北に多数認められるが、13区との問に検出された溝は、14・15区ま

 で続くものもあり、特筆される。

 遺物の出土は、2期出土数の約34%を占め、2期で最も多く出土している。他調査区に比較し

 て遺構の保存状態が良く、竪穴住居の床面などから多数出土している。特にST7010・7026から

 の床面からは、須恵器坏や土師器長胴甕などが良好な形で出土している。

竪穴住居

ST2180

 5～6-187～188Gに位置する。東西は6.1mを測り、北側は調査区壁に切られているため、

 南北は6m程と推定される。また、東辺はSD2180に切られている。覆土は、黒褐色砂質シルト

 を基本とするほぼ4層からなる。北側半分が農道の下となっていたため、上層はかなり固くしまっ

 ていた。一部三角堆積も認められる。南側半分は、既に床面より下で検出したため、床面は北

 側半分と土層断面より判断する。水平で貼り床の痕跡はなく、面は黄褐色～暗褐色で固くしま

 り、覆土との境が明瞭である。壁は、ほぼ垂直に30～40cm程立ち上がる。北側については、保

 存状態は良好である。柱穴はEP7060・7063・7227・7228が、主柱穴と考えられる。EP7062もしっ

 かりとした掘り込みが認められるため、主柱穴に近いものであったと推定される。EK7061は、

 貯蔵穴と考えられる。周溝は認められない。また、西辺際に50cm程の幅で高まりが規則正しく

 検出されたため、西側から南側に拡張したことが判る。南側は既に削平されていたため高まり

 を検出することはできなかった。EP7060・7062の土層断面より2時期あることが判り、柱も若

 干建てなおした可能性が考えられる。小ピットについては、新旧関係が不明であるため、新住

 居に図示している。径40cm程の焼土が認められるが、カマドは既に削平されている。焼土の位

 置から新住居のカマドであることは明瞭である。掘り方は、西辺の高まりを境に東西に溝状遺

 構が認められるが、新旧住居各々の掘り方と考えられる。東側は、SD2108に切られているため

 判然とせず、南側については旧住居の掘り方は明瞭であるが、新住居のほうは検出できなかっ

 た。

 遺物は、床面からの出土はなく、EP7240から須恵器の坏(12-4)が出土している他は、覆

 土からわずかに出土するのみである。また、覆土中からではあるが、布目瓦片(12-6)が出土

 している。これらの遺物より9世紀第2四半期の遺構と考えられる。

ST2190

 8～7-190Gに位置し、東西4.1m、南北4.1mのほぼ正方形を呈する。南西隅は、表土除去
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 により掘り方を残すのみである。覆土は、黒褐色砂質シルトを基本とし、5・7層等の三角堆

 積を明瞭に残す。床面には、貼り床を施した痕跡は認められない。壁は、ほぼ垂直に15cm程立

 ち上がる。EP7056、7058は15cm程の浅い掘り込みであるが、EP7055は30cm程掘り込んでお

 り、貯蔵穴の可能性が考えられる。柱穴・周溝と考えられる施設は、認められない。カマドは、

 保存状態が悪く、東側の袖は若干残欠が認められ、西側の床面には土質の変化が認められるの

 みである。西側にはカマドの構築に使用したと思われる火を受けた礫が数点出土している。中

 央部分には焼土が認められ、その下層は10cm程掘り込まれており、掘り方の一部と考えられる。

 図示しなかったが、壁際に10～20cmの掘り方と考えられる周溝状の掘り込みが認められた。掘

 り方の覆土は黒褐色微砂からなる。

 遺物は、カマド付近からは土師器坏が割れた状態で出土し(12-9～12)、底面には甕が伏せ

 た状態で2点(12-13・12-16)出土している。EP7055の東側には須恵器の蓋(12-7)が完

 形で出土している。これらの遺物より9世紀第1四半期の遺構と考えられる。

ST7008

 12～13-191Gに位置する。西壁際をSK7223に切られている。南壁を生かし、3辺の壁を60

 ～90cm程拡張している。カマドの時期から少なくとも3時期に渡って使用された住居と考えら

 れるが、住居ラインは2時期検出された。住居は、東西4m、南北4.5mの長方形を呈する。旧

 住居は、東西3.6m、南北2.6mの長方形と推定される。覆土は、黒褐色・暗褐色微砂を基本と

 する。南東隅あたりに木根があったため、若干根による撹乱を受けている。床面については、新

 住居は水平で、貼り床の痕跡はなくにぶい黄褐色微砂からなる。旧住居は断面より、ほぼ水平

 である13層下面が床面と考えられるため、真中が5cm程低くなり、周囲が高くなっていたと想

 定できる。壁は、新住居は若干傾斜しながら15～30cm程立ち上がる。旧住居は新住居によって

 壁が壊されているため不明である。柱穴、貯蔵穴、周溝等は認められなかった。EP7220は、堆

 積土から柱穴の可能性が考えられるが、カマドに近すぎる。カマドは、3基検出されたが、そ

 れぞれ時期が異なる。カマド3は、位置と焼土の残存状況から旧住居のものと考えられる。煙

 道・焼土の残存するカマド2は、新住居の旧いカマドと考えられ、カマド1は、遺物の出土状

 況から新しいカマドと考えられる。掘り方は、新旧ともに15～20cm程の深さで4辺の壁に沿っ

 て掘り込まれている。南壁際は、ほぼ同じ位置にあるため、南壁は新旧通して使用されたこと

 が判る。なお、カマド3の焼土下層の掘り込みは、掘り方と考えられる。

 遺物は、カマド1の周囲に土師器甕の破片が多量に出土している。(12-19～22)

ST7009

 13-192～193Gに位置し、南北4.1m、東西4.7mの長方形を呈する。覆土は、検出面が低く

 分かりにくいが、黒褐色砂質シルトの自然堆積である。貼り床を施した形跡はなく、地山を床

 面とする。壁は削平されていたが、土層断面よりほぼ垂直に立ち上がっていたと推定できる。柱

 穴、土坑は認められない。周溝は、北側壁から西側壁を通ってカマドに達する。カマドは、住

 居の南西部分の南壁を掘り込んでつくられている。袖はなく、掘り込み部分の角を袖として利

 用したものと思われる。掘り方は、カマドの西と東にそれぞれ掘り込みが確認できたが、それ
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 ほど深い掘り込みではない。

 遺物は、カマドから土師器の甕の破片が出土している。また、ST北側の床面直上から須恵器

 坏が2個体(13-3・13-4)出土している。これらの遺物より8世紀第2四半期の遺構と考え

 られる。

ST7010

 10～11-193～194Gに位置し、南北3.9m、東西3.9mのほぼ正方形を呈する。覆土は、黒

 褐色シルト及び微砂の自然堆積である。床面は、少々デコボコしている。ほぼ全体に10cm程の

 厚さで貼り床が広がり、よく締まっている。壁は垂直に20cm程立ち上がる。主柱穴になるもの



 は確認できなかった。EK7176、EK7178は土坑状である。EP7177は、第1層が焼土の多量に混

 じる土層で、長時間火を受けたようである。地床炉であろうか。周溝は認められない。カマド

 は、住居の南東部分の南壁に設置されている。袖は、地山を掘り残して作っており、袖の先端

 にはカマドの構築材として利用されたと考えられる土師器の甕が伏せた状態で据えられていた。

 また、煙道もしっかりと作られている。掘り方は全体に認められるが、とくに南西部分が低い。

 遺物は、土師器甕が多く認められ、特にカマド周辺からは、袖の構築材として利用されたと思

 われる甕の破片が大量に出土した。(13-18・19・14-1～4)これらの遺物より8世紀第3四

 半期の遺構と考えられる。

ST7012

 22～23-195～196Gに位置し、南北3.9m、東西3.5mを測る。覆土は、一層だけであるが、黒

 褐色砂質シルトの自然堆積である。床面は、ほぼ水平であるが、STの南半分位まで貼り床され

 ており、他は地山である。検出面が低く判りにくいが、壁はほぼ垂直に10cm程立ち上がる。柱

 穴、貯蔵穴、周溝等の施設は認められない。カマドは、南東部分の南側壁を掘り込んで作って
 いる。掘り残した出っ張りを袖として利用している。掘り方は、認められない。

 遺物は、北側床面直上から須恵器坏2個体(15-1・2)出土している。カマド内から土師器

 甕の口縁部(15-4)が出土している。これらの遺物より8世紀第3四半期の遺構と考えられる。

ST7013

 23～24-197～198Gに位置し、南北3.5m、東西3.Omを測る。覆土は、黒褐色砂質シルトの

 自然堆積からなる。床面は、貼り床を施した痕跡はなく、褐色砂質シルトの地山である。壁は、

 検出面が低く、場所によっては殆ど残っていないが、残存部分から推測すると急に立ち上がっ

 ていたと考えられる。柱穴、貯蔵穴、周溝等は認められない。カマドは、煙道が検出されたが

 残存状況は悪く、南東部分の南壁側に作られている。袖は、地山を掘り残して利用している。掘

 り方は、南西部分と北東部分にわずかに掘り下げた部分があるのみである。

 遺物は、カマドからのみ出土しており、須恵器坏(15-7)と土師器(15-8)の甕が出土し

 ている。これらの遺物より8世紀第3四半期の遺構と考えられる。

ST7014

 9～10-198～199Gに位置し、南北4.5m、東西3.9mを測る。覆土は、黒褐色砂質シルト、及

 び微砂などの自然堆積からなる。床面は、北側から60cm、東側から20cmの部分を除いてほぼ

 全体に貼り床が認められる。ほぼ水平であるが、この北側と東側の一部が地山で若干高い。ま

 た、この部分のみ地山であるため、貼り床の部分のみであった住居を、後に北側と東側をL字型

 に拡張した可能性が考えられる。壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。柱穴は、北側壁際に2基、

 (EP7171・7172)南壁際にカマドを挟むように2基(EP7169・7170)確認されたが、位置や深

 さ、掘り方の大きさを考えると支柱穴の可能性が考えられる。また、図面では掘り方としたが、

 住居の中心を囲むように4ヶ所の掘り込みがあり、これが主柱穴の可能性もある。土坑とした

 EK7175もこの一つである。その他の土坑状のものは、浅く性格は不明である。周溝は認められ

 ない。カマドは、南東側に両側の壁を掘込む形で作られている。袖け、地山で壁を掘込む際に

 一79一









 残したものと考えられる。煙道は、確認できなかった。掘り方は、前述のとおり、貼り床を施

 している部分と4ヶ所の掘り込みの部分である。

 遺物は、北側の床面直上から須恵器甕(16-7)、及び坏の破片(16-2)が出土している。ま

 た、カマド周辺から須恵器坏(16-3・6)、土師器甕(16-9・10・11・13)、砥石(45-4)、

 カマドに使用したと考えられる石などが出土している。南西側壁には、貼りつくように須恵器

 坏(16-4)が出土している。これらの遺物より9世紀第3四半期の遺構と考えられる。

ST7020

 13～14-207～208Gに位置し、南北3.3m、東西3.0mを呈する。覆土は、黒褐色シルトを基

 本とし、褐色シルトを若干含む、自然堆積である。床面は、褐色粘土混じりのシルトの地山で、

 水平である。貼り床は、一部に施されているがごく浅く、ほとんど地山の床面である。壁は、緩

 やかに立ち上がる。南北に一つずつ住居との切りあいが不明の柱穴が確認された(SP7243・7244)。

 SP7243にはアタリも認められたが、住居に比べると浅いため、主柱穴ではないと思われる。ま

 た、SP7243とも関わるが、カマドの西側に棚状の出っ張りが認められる。貯蔵穴、周溝などは

 認められない。カマドは、南東隅の壁際に作られている。しっかりと構築されたもので、袖は

 地山を削って作られている。煙道の南端には水抜きのためのピットが認められる。

 遺物は、床面直上から須恵器坏の破片が1点出土しているのみ(16-15)であるが、9世紀第

 1四半期の所産と考えられる。





  ST7021

  14～15-207～208Gに位置し、南北3.3m、東西4.4mの長方形を呈する。検出面は既に床面

  より下に達しており、覆土は確認できなかった。若干黒褐色砂質シルトが断面に残る。床面も

  不明である。柱穴、周溝等は認められない。土坑状の掘り込みが2ヶ所(EK7180・7181)認め

  られたが、ともに浅く、土層も一層のみで性格は不明である。カマドも焼土跡も認められず不

  明である。

  遺物は、土師器片が一片出土しただけである。(16-17)

  ST7023

  19～20-209Gに位置し、南北2.9m、東西3.8mの長方形を呈する。覆土は、'検出面が低かっ

  たため、黒褐色シルトの一層しか確認できなかった。また、北西部分4分の1が撹乱に切られ

  ている。床面は、中央部分が高く、周囲が若干低い。貼り床は認められない。壁は、殆ど残っ

  ていないが、ほぼ垂直に立ち上がっている。柱穴、貯蔵穴、周溝などは認められない。カマド

  は、南西壁際に設置しており、南側壁の地山を55cm程掘り込んでいる。袖は検出できなかった。

  掘り方は、中央部分に南北1.6m、東西2m程の地山の平坦な部分があり、それを囲むように周

  囲を5～15cm掘込んでいる。

  遺物は、全てカマド及びその前面から出土した。カマド内部からは土師器の甕の破片とほぼ完

  形の小型の甕が2個体重なって出土している。(17-14の中に17-11が入っていた。)カマド前面

  からは須恵器坏が5個体(17-4・5・6・7・9・10)と蓋が2個体(17-1・2・3)が出

  土している。また土師器の中型甕が2個体破片(17-12・13)で出土している。これらは、住居

  廃絶時に一括廃棄されたものと考えられ、9世紀第1四半期の遺構と考えられる。

  ST7024

  26～27-214Gに位置し、東西3.3m、南北4.1mの長方形を呈する。覆土は、ほぼ黒褐色シル

  トの一層からなり、下層に薄く褐色シルト等が堆積する。床面はほぼ水平で、壁はやや傾斜し

  ながら立ち上がる。EP7189とEP7190が認められたが、掘り込みが浅いため柱穴かどうかは不

  明である。また、EK7202はしっかりと掘り込まれており、カマドの西側にあることから貯蔵穴

  と考えられる。周溝は認められない。カマドは、袖を高さ15cm程の高さで明瞭に残し、先端部

  には甕が2個体(18-4・9・11～13・19-1・2)潰れたような形で出土したが、芯材に使用

  したものと考えられる。北東隅に5～10cm程の掘り込みが認められるが、その掘り方が均一で

  ないことから、掘り方と考えられる。

  遺物は、カマド・EP・EK付近から多数良い状態で出土しているが、カマド以外はかなり上層

  からの出土である。これらの遺物より8世紀第4四半期の遺構と考えられるが、須恵器坏の底

  部切り離しが回転糸切りのものが認められるため、9世紀第2四半期まで引き下げられる可能

  性がある。

  ST7025

  26～27-215Gに位置し、東西3m、南北2.7mを測り、若干北東隅が出張った菱形である。覆

  土は、黒褐色シルト等を基本とするが、予備調査のトレンチが東西方向に住居を断ち割ってい
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 るため、ほとんど残存しない。床面は、ほぼ水平である。壁は、若干傾斜しながら立ち上がる

 が、北壁中心部には半円形状の高まりが認められる。出入り口の可能性も考えられる。カマド

 は、予備調査のトレンチによって壊された可能性があり、検出できなかった。掘り方は、図示

 しなかったが、中心部を径1m程の円形状に高く残し、その周囲は20cm程の深さで掘り込まれ

 ている。覆土は、褐色粘質シルトである。

 遺物は出土していないため、時期は判然としない。

ST7026

 26～27-217Gに位置し、東西6m、南北6.5mのやや長方形を呈する。12区では最も大きい住

 居である。北側は、予備調査のトレンチが入っており、壁等が壊されている。覆土は、黒褐色

 シルトを基本とする3層からなる。南北辺の北側は、予備調査のトレンチが入っているが、か

 ろうじて床面でとまっている。床面は、水平である。壁は、20cm程傾斜しながら立ち上がる。

 四隅に検出されたEP7182～7184・7187は40～70cm程掘込まれ、その堆積状況からも柱穴と考

 えられる。EK7216・7234・7235は、カマド近くにあり、覆土に焼土を多量に含むことから、カ

 マドの灰を埋めた穴と考えられる。その他、EP7185・7186・7215・7214は、貯蔵穴と考えられ

 る。周溝は、カマド部分を残して全て壁際に認められ、深さ5～20cm程掘込まれている。カマ

 ド及びカマド前の土坑は、2時期認められるが、特に建て替え等は認められない。カマドのカ

 マド2は、煙道のみ残存し上層に焼土が入っているだけであるので、旧いカマドと考えられる。

 カマド1は、両袖を若干残し、底面には焼土が残っている。また、壁際中央部は径20cm程の浅

 いピットが認められ、支脚でも置いた痕跡であろうか。カマドの覆土4・2層等は、焼土を多

 量に含むことから、上屋が崩落したものとも考えられる。また、EK7235は、張り出した壁に沿っ





 て検出され、さらに覆土には焼土が認められ、カマドと考えられたが、底面は被熱していない

 ことから、カマドの可能性が低いと考えられる。

 遺物は、南東隅に土師器甕が多量に認められ、東側周溝中央部分には、須恵器の蓋が完形で2

 点(19-4・5)出土している。EP7184からは、土師器・礫・須恵器(19-3・6)の順で底

 面まで遺物が入っていた。埋納されたものであろうか。EP7184以外で遺物が多量に出土した遺

 構は認められず、殆ど床面直上に出土しているのが特徴である。これらの遺物より8世紀第4

 四半期の遺構と考えられる。





ST7027

 19～20-222Gに位置し、東西3.6m、南北

 4.1mを測る。覆土は、炭化材を含む黒褐色シ

 ルトの1層からなる。床面は、壁際に炭化材

 が放射状をなして検出された。焼失家屋と考

 えられ、東側の残存状況が良く、壁が崩落し

 たことが想定される。壁は、若干傾斜しなが

 ら立ち上がるが、特に南壁中央部は、40cm程

 なだらかに傾斜して立ち上がっている様子が

 断面から看取できる。柱穴、貯蔵穴、周溝な

 どは、検出できなかった。カマドの痕跡と考

 えられる、.東南隅に径1mの楕円形の焼土が

 認められた。明確な袖は認められないが、角

 が若干欠けているのは袖の残欠であろうか。ま

 た、カマド奥は、5cm程であるが、掘り込ま

 れている。掘り方は、中央部分を残し、深さ

 5～20cm程掘り込まれている。かなり底面も

 凹凸が激しい。

 遺物は、カマド付近には、土師器甕が多数認められる。南西壁際や北西壁際に礫が認められる。

 特に、カマド西に検出された径30cm程もある礫は、その形状から生活に使用されたものと考え

 られる。これらの遺物より8世紀第4四半期の遺構と考えられる。

ST7028

 27-221Gに位置し、東西3.2m、南北2.8mの長方形を呈する。覆土は、ほぼ黒褐色砂質シル

 トからなり、南東側には4・5層などの三角堆積が明瞭に残る。床面は、水平で貼り床を施し

 た痕跡は認められない。壁は、垂直に20cm程立ち上がるが、南辺のカマド東側のみ5cm程外

 側にえぐられている。西南辺際に住居より新しいと考えられる土坑状遺構が認められるため、そ

 の部分の壁が若干壊されている。EP7204は、15cm程の深さの浅いピットである。その位置から

 柱穴の可能性が考えられるが、それに対応するものが検出されていない。貯蔵穴と考えられる
 EP7203は25cm程掘り込まれ、遺物は完形の須恵器の蓋(22-1)・坏(22-8)等の他、径30cm

 程の礫が出土している。周溝は、認められない。カマドは、住居の南辺に大きく張り出して造

 られている。西側の袖は上が若干削られているが、東側の袖は良好に残る。手前側に濃淡のあ

 る焼土が認められ、奥には土師器の中型甕(22-10)が伏せた状態で出土している。煙道は、わ

 ずかであるが残存する。掘り方は、中央部を残し、壁に沿って深さ5～20cm程掘られており、

 深さは一定していない。覆土は、全て黒褐色粘質細砂からなる。

 遺物は、床面直上からは土師器甕(22-1)が出土し、覆土からは蓋(22-2)、双耳坏(22

 一7)等が多数出土している。これらの遺物より9世紀第1四半期の遺構と考えられる。







ST7030

 22-223～224Gに位置し、東西3.9m、南北3.7mを測る。北西隅が予備調査のトレンチに切

 られているため、南北線は推定である。覆土は、黒色シルトの1層が15cm程厚く堆積し、その

 下に黒褐色シルトが薄く堆積する、安定した堆積状況である。木根跡が所々認められる。床面

 は、若干凹凸があり、貼床の痕跡は認められない。壁は、南半分がほとんど残存しない。北壁

 は、状態が良く、15cm程垂直に立ち上がる。柱穴、貯蔵穴、周溝等の明確な施設は認められな

 いが、深さ15cm程の小ピットが4基検出された。EP7154は、径25cm程の礫の下から土師器片

 が出土した。カマドは、上層が撹乱に壊されているが、袖が90cm程の長さで残存し、かなり大

 型のカマドであったと考えられる。袖には、礫や細かく割れた状態の被熱した礫が検出され、カ

 マドの構築材として使用されたと考えられる。中央部には、広い範囲で焼土が認められ、甕が

 潰れた状態で出土している。掘り方は、東壁際、カマド西側、南西隅に認められる。溝状をな

 す東壁際の掘り方は幅30cm、深さ10cm程で、周溝の可能性も考えられる。

 遺物は、カマド中央部と東南隅に土師器片が多数認められる。また、カマド北側からは、須恵

 器の蓋(22-14)・甕の破片(22-20・21)がまとまって出土した。これらの遺物より9世紀第

 2四半期の遺構と考えられる。

ST7031

 23-225～226Gに位置し、東西5.3m、南北5.5mを測る。覆土は、ほぼ黒褐色シルトの一層

 からなる。床面は、平面には図示しなかったが、東側から中心部にかけて固い砂質シルトの貼



 り床(2～3cm)が施されている。壁は、やや傾斜して10～15cm程立ち上がる。南西隅は、現

 代の撹乱によって壊されている。EP7116・7117は、アタリのような掘込みが認められ、柱穴の

 可能性が考えられる。EP7114・7123はかなり深い掘込みであるが、底部が丸く、前者とは異な

 る形態である。明らかに貯蔵穴と考えられるピットは認められない。周溝も認められない。カ









 マドは、南西隅に認められる。東袖は若干残るが、西袖は撹乱によって削平されており、中央

 奥には径20cm程のピットが認められる。掘り方は、ほぼ全面に認められるが、特に東西南辺の

 壁際は、10～20cm程の深さで、不規則に検出された。

 遺物は、北東隅に須恵器の蓋(23-9)・坏(23-10・12・13)等が認められる他は、カマド

 内に若干小片(23-11)が認められるだけである。これらの遺物より8世紀第4四半期の遺構と

 考えられる。

ST7033

 26～27-225Gに位置し、東西4.6m、南北3.7mのやや長方形を呈する。予備調査のトレンチ

 が東西に横断しているため、上層はほとんど撹乱層からなる。残存する覆土は、黒～黒褐色の

 砂質シルトからなる。床面は、ほぼ水平である。壁は、南北辺はほぼ垂直に30cm程立ち上がる

 が、東西辺はトレンチによって壊され、10cmに満たないほどである。南西隅にSK7252が検出

 されたが、土層断面から住居より旧い遺構と考えられる。柱穴、貯蔵穴、周溝等の施設は認め

 られない。EP7168は、深さ20cm程であるが、その位置から柱穴とは考えられない。カマドは、

 断割りの結果、暗褐色の袖が幅10cm、高さ20cm程残存するのが確認できた。4・6層の下位





 は、焼土となっており上屋が崩落したものと考えられる。焚き口部分には、長方形に加工され

 た礫が2点出土しており、構築材として使用されたものと考えられる。掘り方は、四辺に沿っ

 て幅1～1.5m、深さ5～15cmの溝状に掘込まれている。中央部には径1.2m程の円形の掘り方

 が検出された。

 遺物は、南西側・北東側に須恵器坏・土師器甕等多数認められるが、そのほとんどが床面より

 10cm以上浮いて出土したため、予備調査によって動いたものと考えられる。また、東壁の外側

 に遺物(23-20)が認められるが、重機が西から東に向かって表土除去を行ったためと考えられ

 る。これらの遺物より9世紀第2四半期の遺構と考えられる。

ST7034

 25～26-228Gに位置し、東西3.6m、南北3.4mを測る。北東側が張り出したやや歪な正方形

 を呈する。覆土は、黒色～黒褐色シルトからなり、黄褐色微砂を含む。木根も所々に含む。床

 面はほぼ水平である。EK7107の南東側には径70cmの範囲で焼土が認められるが、地床炉の跡

 であろうか。壁は、傾斜しながら10～15cm程立ち上がる。EP7107は、住居のほぼ中央に位置

 し、掘込みもしっかりしているため、貯蔵穴と考えられる。その他のピットは、立ち上がりが

 緩やかで掘込みも浅く、柱穴の可能性は低いが、全て壁際あるいは壁より張り出した位置に認

 められる。周溝は認められない。カマドは、南辺西よりに位置する。袖は残存しないが、東西

 両側に礫が認められることから、袖の構築材として使用されたものと考えられる。底面には焼

 土が認められ、奥には土師器甕が正位置で置かれている。掘り方は、南東隅と西辺中央部に深

 さ10～20cm程のピットのような掘り込みが認められる。

 カマド付近、EK7107の西側、南東隅に土師器甕の破片が多数認められる。(25-5・6・8・

 9・10)これらの遺物より9世紀第2四半期の遺構と考えられる。





ST7035

 27-228～229Gに位置し、

 東西3.4m、南北4.1mのや

 や長方形を呈する。建て替

 えのためか、歪な形状を呈

 する。住居の壁から張り出

 すSK7256・SP7259・7260が

 認められるが、新旧関係は

 不明である。また、床面・

 壁・遺物などの状態から建て

 替えが行われた可能性があ

 るが、その平面形を想定す

 ることはできない。覆土は、

 1～5層の黒褐色砂質シル

 トからなるが、5層は他層

 よりシルトが強く、床面か

 ら5cm程の厚さで安定した

 堆積となる。床面は、ほぼ水平で中央よりやや西側には床面から5cmの高さの所に径80cm程

 の範囲で焼土が検出された。南北壁際には、床面から20cm程の高さで段が形成されている。壁

 は、状態の良い東辺部分では、40cm程垂直に立ち上がるが、西辺部分では10cm程窪んでいる。

 深さ10～20cmのピットは多数認められるが、柱穴や貯蔵穴になるかどうかは検討を要する。東

 西壁際には、幅10～30cm、深さ5～15cmの周溝が認められるが、南北壁際には認められない。

 カマドは、南東隅に煙道のような溝が認められ、その近くに焼土が検出されたためカマドであっ

 た可能性が考えられる。また、南辺中央部に地山の張り出しが認められ、袖の可能性が考えら

 れる。前者のカマドより旧いものと考えられる。掘り方は、南・西部分に深さ5cm程の歪な掘

 り方が認められたが、図示していない。

 遺物は、保存状態の良い須恵器の坏等が、床面より5cm程浮いて出土している。また、EP7110

 付近からは双耳坏(26-9)が伏せた形で出土している。これらの遺物より9世紀第2四半期の
 遺構と考えられる。'

ST7042

 13-189～190Gに位置し、東西3.9m、南北は推定であるが、約3.8mを測る。南北に住居よ

 り新しいSD7001が横断している。また、南辺にはSE7051と、さらにSDやSEより旧く住居よ

 り新しいと考えられる撹乱が認められる。北西隅は土坑に切られている。覆土は、かなり撹乱

 されており、検出が困難であったが、断面よりほぼ黒褐色シルトからなることが確認された。ま

 た、覆土中にはSD7001の西壁の立ち上がりを壊すように木根の撹乱が認められる。床面はほぼ

 水平である。壁は、若干傾斜しながら立ち上がる。北東隅にEK7261と南辺中央部にEK7262が





 認められるが、掘り込みが浅いため柱穴・貯蔵穴とは考えられない。また、東辺に床面より10cm

 程高い段が形成されている。周溝は認められない。カマドは、南辺の落ち込みに遺物が出土し

 ているため、存在したのかもしれないが、焼土等の痕跡が全く認められない。掘り方は、上記

 の浅い落ち込みが考えられるが、断面上では確認することができなかった。



 遺物は、ほぼ床面直上に土師器片が出土している。これらの遺物より8世紀第2四半期の遺構

 と考えられる。

ST7052

 6～7-190Gに位置し、東西3.9m、南北4.8mの長方形を呈する。北側に検出されたSD7049

 に住居の北東隅が切られている。覆土は、黒褐色シルトを基本とするが、上面に農道が存在し

 たため、上層は固く整地されていた。床面はほぼ水平である。壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。幅

 20cm、深さ10cm程の周溝がカマド部分を除いて全辺に検出された。柱穴は認められなかった

 ため、周溝に壁を建てて屋根を支えた住居であろうか。また、南東隅にあるEP7059の底面には、

 30cm程の粘土の塊が貼りついていたことから、何かに使用したものと考えられる。カマドは、

 煙道・煙出ピットを良好に残し、袖が25cm程の高さで残存する。3・5・6層に焼土が多く含

 まれることから上屋が崩落した可能性が考えられる。底面には焼土が検出された。掘り方は、図

 示していないが、カマド付近に若干認められるだけである。

 遺物は、カマドを中心に多く出土しているが、27-3の内黒の甕は特筆される。西辺周溝中か

 らは加工したと思われる扁平な礫が出土している。これらの遺物より8世紀第2四半期の遺構

 と考えられる。





ST7068

 27～28-219～220Gに位置し、東西4.4m、南北4.2mのほぼ正方形を呈する。北東隅を予備

 調査のトレンチに切られており、若干歪な形状である。覆土は、ほぼ4層からなり、安定した

 堆積をなす。4・5層等の三角堆積も認められる。床面は、ほぼ水平で貼り床の痕跡は認めら

 れない。壁は、南壁はなだらかに立ち上がるが、それ以外は垂直に立ち上がる。15cm程の深さ

 のEP7197・7198・7199が認められるが、その規模から柱穴とは考えにくい。貯蔵穴・周溝等は、

 認められない。カマドは、南東壁際に認められ、袖の高さ10cm程残存する。底面に焼土を明瞭

 に残し、遺物も多数出土した。3層には焼土が多く含まれるが、上屋が崩落したものか。掘り

 方は、カマド部分を残し、壁に沿って溝状に5～15cm程の深さで掘り込まれている。ややカマ



 ド寄りにも径1.5m、深さ20cm程の土坑状の掘り方も認められる。覆土は未記録だが、地山・一

 黒色土・黒褐色土の混合土である。

 遺物は、カマド内には土師器片が多数認められるが、その他には住居の中央部に須恵器・土師

 器片などが認められる。これらの遺物より9世紀第2四半期の遺構と考えられる。

ST7086

 24～25-210～211Gに位置し、東西3.3m、南北4.6mを測る。住居より新しいSD7085が南北

 に横断するように検出されたため、南北の長さは推定である。覆土は、黒褐色および黒色シル

 トを基本とする自然堆積である。床面は、ほぼ水平であり、貼り床は施していない。壁は、若

 干傾斜しながら立ち上がる。南西隅に数基のピット(EP7263・7264・7265・7266)が認められ

 るが、掘り込みが浅く、柱穴の可能性は低い。また、北西隅から北辺にかけて10cm程の深さ、

 幅10～30cm程の溝が認められる。断面では、周溝のように見えるが、必ずしも壁に沿っていな

 い点が周溝として疑問である。カマド西側にピットが認められるが、周溝状遺構につながるも

 のか。カマドは、袖が5cm程の高さで残存するが、先端部はSD7085に切られている。底面に

 焼土層が5cm程堆積している。掘り方は、床面まで完掘後、まだらに黒色土の広がりが認めら

 れたが図示していない。

 遺物は、カマド付近に若干認められる。カマド中心部には礫が認められるが、カマドに使用し

 たかどうかは定かでない。

掘立柱建物

SB7007

 21-190Gに位置する、南北2間、東西2問の建物である。長軸3.9m、短軸3.7mのほぼ正方

 形を呈し、軸方向はN-5。一Eである。確認されたのは2間、2間であるが、SD7001に切ら

 れ、中心の柱穴が確認できなかった可能性も考えられる。この南側にはSA地区の掘立柱倉庫群

 が確認されている。このことと、規模などを併せて考えると総柱であった可能性が高いと考え

 られる。掘り方は、一辺が50cm程の隅丸方形で、深さは20～40cmを測る。全ての柱穴にアタ

 リが確認されている。覆土は、アタリが黒褐色粘質シルトで、掘り方が黒褐色粘質シルトと褐

 色粘質シルトの混合土からなる。

SB7011

 21～22-191Gに位置する、南北2問、東西2問の総柱建物である。一辺5.1mの正方形で、軸

 方向はN-3。一Eである。倉庫跡と推定される。東側の3基がそれぞれ柱穴に切られており、

 若干軸が異なるが、庇の可能性も考えられる。掘り方は、一辺50cm程の円形に近い隅丸方形で、

 深さは30～40cmである。中心の柱穴のみ深さ50cmを測る。P1・P7を除く7基の柱穴にア

 タリの痕跡が確認された。覆土は、アタリが黒褐色シルトに褐色・暗褐色シルト粒がわずかに

 混じり、全体に締まっている。掘り方は、黒褐色シルトと褐色シルトの混合土である。

SB7018

 12～13-207～208Gに位置する、南北3問、東西2間の建物である。長軸5.7m、短軸4.5m

 一109一



 の南北棟で、長軸方向はN-30-Eである。南東隅のP4がSB7019の柱穴を切っている。掘

 り方は、小さいもので一辺50cm、大きいもので一辺1mの隅丸方形を呈する。深さは、四隅の

 柱穴が70cm、それ以外の柱穴は10～40cmと浅い。P3・P6を除く8基からアタリが確認され

 た。覆土は、アタリが黒褐色砂質シルト、掘り方が黒褐色および褐色砂質シルトの混合土であ

 る。







  SB7019

  13～14-206～207Gに位置する、南北2間、東西1間の建物である。長軸5.7m、短軸5.1m

  の南北棟で、長軸方向はN-5。一Eである。すぐ北側にあるSB7018に切られている。掘り方

  は、一辺60～70cmの隅丸方形で、深さ50～60cmとしっかりとした造りである。アタリは、掘

  り方よりさらに深く掘り込まれ、深さ70cmを測る。覆土は、アタリが黒褐色シルト質細砂、掘

  り方が黒褐色及び褐色砂質シルトの混合土からなる。

  SB7022

  25～26-207～208Gに位置する、南北2間、東西2間の建物である。長軸4.3m、短軸3.7m

  の南北棟で、長軸方向はN-20。一Eであ為。掘り方は、直径40cm程の円形で、深さ10～20cm
  と非常に浅い。アタリは確認できなかった。覆土は、黒褐色若しくは黒色シルトの均一層から

  なる。下層に暗褐色微砂と黒褐色シルトが混じった層がわずかに認められる。

  SB7032

  24～25-234Gに位置する、南北1間、東西1間の建物である。長軸2.2m、短軸L8mの高瀬

  山2期においては最も規模の小さい建物である。長軸方向はN-20-Wである。北側にST7031

  が平行して検出されているため、同時期に使用された可能性が高い。掘り方は、径35～50cm程

  の円形または楕円形を呈し、深さ15～45cmを測る。P1・P3はほぼ同じ深さだが、P2は深

  く、P4は非常に浅い。また、P1～P3は径15cm程の黄灰色粘土が円形に検出され、断面に

  おいてもアタリが認められた。アタリの深さは、20～25cmである。覆土は、アタリが黒褐色シ

  ルトを基本とし、やや粘質を帯びる。掘り方は、暗褐色～黒褐色を基本とし、黄褐色シルト等

  をブロック状に含む。

  遺物は、P2のアタリ底面より良好な須恵器の蓋・坏等が出土しているため、柱を抜き取った

  後、意図的に埋納した可能性が考えられる。これらの遺物より9世紀第1四半期の遺構と考え

  られる。

  SB7037

  25～26-229～230Gに位置する、南北2間、東西2間の建物である。長軸5.2m、短軸4.5m

  の南北棟で、長軸方向はN-2。一Wである。北辺のみ2間である。南辺のP7は、SB7125の

  P4に当たるが、P8はかなり西に寄っているため、P7が両建物の2時期に渡って使用された

  ものと考えられる。しかし、SB7125との新旧関係は不明である。掘り方は、径30～65cmの円

  形または隅丸方形を呈し、深さは20～50cmを測る。隅柱は平面・深さともに規模が大きく、問

  柱は小さいという傾向が窺える。断面においては、P2・P3・P5・P9・P10からアタリが

  確認できた。底面の黄灰色粘土は、P4・P7・P8以外の全てのピットにおいて10～20cmの

  円形で検出された。覆土は、アタリが黒色～黒褐色粘質シルトを基本とし、やや柔らかい。掘

  り方は、黒色～褐色の粘質シルト～微砂を基本とし、黄褐色微砂等を含む層も認められる。

  SB7038

  25～27-231～232Gに位置する、南北3間、東西2間の建物である。長軸6.3m、短軸4.5m

  の南北棟で、長軸方向はN-1◎一Wである。南側半分をSB7126と重複しており、P10がSB7126

  一113一



 のP1を切っているため、SB7038の方が新しい。掘り方は、間柱であるP2・P7は規模が小

 さく径30cm前後で、深さ5～30cm程である。それ以外の柱穴は、径50～70cmの歪な円形ま

 たは隅丸方形を呈し、深さは30～60cmである。アタリは、P2・P4・P5・P6・P9・P10

 の断面において確認され、深さは掘り方とおなじである。底面には、P7以外の全ての柱穴から

 径10～20cmの黄灰色粘土が検出された。覆土は、アタリ・掘り方共に黒褐色の粘土～粘質シル



 トを基本とし、ほとんどの層に黄褐色微砂を含む。アタリは比較的柔らかい。

SB7044

 12-191Gに位置する、南北1問、東西2間の建物である。長軸3.2m、短軸1.8mの東西棟で、



  長軸方向はN-10。一Eである。北東隣にST7088がほぼ接するように検出されたが、切り合い

  は認められない。掘り方は、直径25～40cmのほぼ円形を呈し、深さは5～40cmを測る。P1・

  P3・P4の断面からアタリが認められるが、底面に黄灰色粘土が検出されたのはP2のみであ

  る。深さは20～30cmを測る。覆土は、主に黒褐色・暗褐色砂質シルトからなり、掘り方には黒

  色シルトをブロック状に含む。

  SB7045

  22-188～189Gに位置する、南北2間、東西2間の建物である。長軸4.4m、短軸4mのほぼ

  正方形で、長軸方向はN-2。一Eである。総柱の建物であり、SA地区の掘立柱建物群との関

  わりから倉庫と考えられる。北西側をSD7047に切られている。掘り方は、径50cm程の円形ま

  たは隅丸方形を呈し、深さは40～60cmを測る。P1・P3・P4・P5・P6からはアタリが確

  認された。底面には径20cm程の円形を呈する黄灰色粘土が検出された。深さは掘り方と同じで

  ある。

  SB7125

  25～26-229～230Gに位置する、南北2間、東西2間の建物である。ほぼ4.7m四方であるが、

  南辺のみ5mと若干長い。軸方向はN-10。一Eである。北東側にSB7037が重複して検出され

  たが、新旧関係は不明である。掘り方は、径20～45cmの歪な楕円形を呈し、深さは10～30cm

  を測る。アタリは断面では確認できなかったが、P5・P6・P8の底面からは径15cm程の円

  形の黄灰色粘土が検出されている。覆土は、黒～黒褐色の微砂・シルト・粘質シルト等を基本

  とし、黄褐色微砂を含む。ほとんどの柱穴が1～2層からなる。また、西辺にかかるように深

  さ15cm程のSK7195・7196が検出されたが、建物にかかわるものであろうか。

  SB7126

  26～27-230～231Gに位置する、南北3問、東西2問の建物である。長軸6m、短軸4.5mの

  南北棟で、長軸方向はN-5。一Eである。北辺の間柱は予備調査のトレンチによって壊されて

  いる。また、西辺の2基の柱穴はSB7038の柱穴に壊されている。また、北側半分がSB7038と

  重複している。P1がSB7038のP10に切られているため、SB7126の方が旧いことが判る。掘り

  方は、径30～50cmの歪な円形を呈し、深さが10～40cmを測る。アタリは、P3の底面からの

  み径10cmの黄灰色粘土が検出された。覆土は、褐色～黒褐色の微砂～粘質シルトを基本とし、

  黄褐色微砂を含む層も認められる。

  SB7127

  23～24-228Gに位置する、南北1間、東西1間の建物である。長軸3.9m、短軸3.4mの南北

  棟で、軸方向はN-1。一Wである。P1・P4は、これより旧い柱穴と重複している。また、

  北西側がSB7194と重複しているが、新旧関係は不明である。掘り方は、径30～50cmの円形ま

  たは楕円形を呈し、深さは30～40cmを測る。断面では、P4以外においてアタリが確認できた。

  またP1・P3の底面には、径10cm程の円形を呈する黄灰色粘土が検出された。覆土は、アタ

  リが黒褐色粘質シルトからなる。掘り方は、黒褐色～褐色の粘土質シルト～微砂を基本とし、黄

  褐色微砂を含む。

  一116一















  SB7128

  26～27-227～228Gに位置する、南北2問、東西2問の建物である。一辺4.7m程のほぼ正方

  形を呈し、軸方向はN-100-Eである。P6が中央より東側に位置する。掘り方は、径30～40cm

  の楕円形または隅丸方形を呈し、深さは10～35cmである。P2・P6等は、問柱であるためか

  浅い。P5は、東側にもう一つの柱穴がつながって検出されたため、添柱などの可能性が考えら

  れる。アタリは、全ての断面において認められ、深さは5～35cmを測る。P4・P6・P8以

  外の柱穴の底面からは、径10cm程の黄灰色粘土が検出されている。覆土は、アタリが掘り方よ

  り黒味を帯びた黒～黒褐色シルトを基本とする。掘り方は、黒褐色～褐色シルトを基本とする。

  共に黄色シルトを含む層が認められる。重複はしていないが、北東隅にST7034、南西隅にST7035

  が接するように検出されており、軸方向が同じである。また、P1とP2の問にSK7193が認め

  られ、建物との関連が考えられる。

  SB7129

  27～28-223～224Gに位置する、南北2間、東西2間の建物である。一辺4.5m程のほぼ正方

  形を呈し、軸方向はN-1。一Eである。西辺の間柱は認められない。掘り方は、径20～40cm

  の歪な円形を呈し、深さは5～30cmを測り全体的に規模が小さい。特にP3・P7は、小規模

  である。P1・P4・P5・P7の底面には、径10cm弱の黄灰色粘土が検出された。覆土は、ほ

  ぼ黒褐色シルトの一層からなり、下層に薄く褐色微砂などが堆積している。黒褐色シルトは比

  較的柔らかく、アタリの可能性も考えられる。

  SB7194

  24-227～228Gに位置する、北・東・西辺は1問であるが、南辺は2間である。長軸4.5m、

  短軸4mのほぼ正方形を呈し、軸方向は南北に平行である。北西側にSB7127が重複して検出さ

  れたが、新旧関係は不明である。掘り方は、径30～40cmを測る楕円形を呈し、深さは10～50cm

  を測る。特にP4は浅いため添柱のようなものであったと推測される。P1・P2・P3の底面

  からは、径10～15cmの楕円形を呈する黄灰色粘土が検出された。覆土は、アタリが黒褐色粘質

  シルトからなる。掘り方は、黒褐色～褐色のシルトまたは微砂からなり、暗褐色微砂等を多量

  に含む。

  井戸

  12区から検出された井戸跡は2基のみで、竪穴住居や掘立柱建物の検出数に比較して非常に少

  ない。標高が高く、地下水を汲み上げるのに適さなかったためだろうか。時期幅はあるが、こ

  れだけの集落が機能していくためには、多量の水が必要であったと考えられ、標高の低い南側

  から水を得ていたと推定される。

  SE7098

  調査区の西端27～28-227Gに位置する。掘り方は、直径2.7mのほぼ円形を呈し、深さ2.5m

  を測る。ほぼ中心に井桁が組まれ、井桁内は東西70cm、南北70cmを測る。井桁の中には、丸

  太材を刳りぬいて作ったと考えられる材が2枚組み合わせて設置している。東側は認められず、
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 井戸廃棄時に抜き取られたか、堆積土に押されて壊れたものと思われる。これは、11区のSE2136

 と同様、丸木船を再利用して作られたもの考えられる。覆土は、黒褐色・黒色のシルトを基本

 とし、井戸枠内には炭化物を含む層が多く、掘り方には黄褐色微砂を含む層が多く認められる。

 遺物は、覆土中から須恵器・土師器片が多量に出土しており、土師器のやや小ぶりな坏(29-6)

 や鍋(29-7)などが出土している。また、木製品の挽物皿(47-7)も出土している。



  SE7051

  13～14-140Gに位置し、SD7001に切られており、ST7042を切っている。掘り方は、径1.8m

  のほぼ円形を呈し、深さは1.8mを測る。やや南東よりに直径61.2cm、高さ27.2cmの曲物が井

  筒として設置されている。最底部は、曲物と同じサイズで掘られており、精巧に造られたこと

  が窺える。覆土の色調は様々であるが、上層が粘質シルト質、中層が粘土質、下層が砂質から

  なる。遺物は、須恵器・土師器が多量に出土しているが、全て小片である。

  土坑

  土坑も井戸跡と同じように検出数は、非常に少ない。その中でも大型の土坑は、わずかで径50cm

  前後の小ピットがそのほとんどを占める。

  SK7192

  19～20-224～225Gに位置し、SD7085の底面より検出され、SD7085より旧い。径1.2mの歪

  な円形で、深さ9mを測る。底部が外側に広がり、10区の土坑群に似た形状である。覆土は、黒

  色・黒褐色・暗褐色等様々な色調であるが、シルト質が多く、混入物が少ない。ほぼ底面の37

  層からは、土師器が出土しており、周辺の住居などとほぼ同じ時期に属するものと考えられる。

  SK7075

  20-203Gに位置し、他の住居などから離れて検出された。径3mのほぼ円形で、深さ1.4m

  を測る。底面から35cm程は、明らかに人為堆積と思われる粘土で貼床状に施され、この上面が

  実際に使用された面と考えられる。中央部分には、直径50cm、深さ20cmの円形ピットが検出

  された。また、上面南側はやや階段状に張り出している。これは、栃木埋文の中山晋氏に写真

  や実測図等を見て頂いた。その結果土坑の規模や構造などから、氷室跡ではないかとのご助言

  を頂いた。このような土坑は高瀬山周辺では認められないため、今後検討を要する。

  遺物の出土はない。

  SK7097

  12区南西側、28-225Gに位置する。東西1.1m、南北2.2mの隅丸長方形を呈し、深さ60cm

  を測る。底面には径1m程、深さ15cm程の南北に長い楕円形のピットが検出された。平面形・

  深さから墓坑の可能性も考えられる。覆土は、底面から40cmの部分は、ブロック状の混入土が

  認められるため、人為堆積と考えられる。遺物は、須恵器の坏と蓋の小片が出土するのみであ

  る。

  合せロ甕棺

  2期で検出された甕棺は、16-206Gに位置するSK7100のみである。表土除去により上部半分

  は、破損して残らなかった。SK7100は、径60cmの楕円形を呈し、深さ10cmを測る土坑から検

  出され、形状の異なる2つの土師器甕が口縁部を合わせるように設置されていた。北側の甕(29

  一13)は、口径・体部径ともに大きく、中程に最大径をもつ甕である。南側の甕(29-14)は、

  口唇部をつまみ出したような作りで、最大径が中程よりやや下になる。両者とも底部は残存し
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 ない。わずかに残る覆土のリン分析を行ったが、明らかに周囲の土よりリンが多いという結果

 は得られなかった。

溝跡

 12区からは、SD7001・7002・7043・7047・7070・7085・7099と数多くの溝跡が検出された。特

 にSD7085は、調査区中央部分で直角に曲がり、南側はSA地区へ、西側は14区のSD4118へと

 続く。また、SD7099、13区のSD3015とほぼ平行して走っている。

 SD7001・7002・7070

 調査区東端、6～24-188～195Gに位置する。SD7001はSD7049と接するところがら始まり、

 調査区を南北に走り、SA地区へと続く。SD7002も調査区を南北に走るが、南側はSD7047と接

 する所で終わっている。SD7070は、11区から続いている溝で12区において、屈曲し南側へ向き

 を変え、SA地区へと続いている。これらの溝は18-189G部分で互いに重複しており、その断

 面からSD7002→SD7070→SD7001の順に機能していたことが判明した。

 SD7001は、溝幅0.8～2.4m、深さ0.5m程を測り、底面が狭い。主な覆土は黒褐色シルト・砂

 質シルトからなる。中央部分でST7042・SE7051、南側でSB7007を切っており、東側にSD7043

 が平行して走っている。SD7002は、溝幅0.5～1.2m、深さ0.5m程を測り底面が平らである。主

 な覆土は黒褐色砂質シルトからなる。

 SD7070は、溝幅0.8～1.5m、深さ0.5m程を測り、丸底である。覆土は、上層が黒褐色砂質

 シルト、下層は黒褐色粘土からなる。SD7070とつながっており、同時期と考えられるSD7047



 は、SB7045を切っている。

 上記の竪穴住居や掘立柱建物等との切り合いから、中世以降の所産と考えられる。



SD7085

 調査区の東端から中ほど

 にかけての16～20-210～

 233Gに位置する。16-215G

 で屈曲し、西側は14区の

 SD4118へと続き、南側は

 SA地区へと続いている。ま

 た、SD7099・3015・3014等

 と平行して走っている。溝

 幅は、1.5～2.5m、深さ0.

 5m程を測り、2期において

 は、最大規模の溝である。

 覆土は、黒色・黒褐色シル

 トを基本としており、黄褐

 色微砂等をブロック状に含

 むことから、人為堆積の可

 能性が高い。性格について

 は、13区において詳しく述

 べるが、SD7099・3015・3014

 等と平行していることから、

 道路跡と考えられる。しか

 し、SD7085は、他の溝と異

 なりL字状に屈曲し、南北

 方向では平行して走る溝が

 認められないため、排水溝としても大きな役割をしていたものと推定される。南側でST7086を

 切っているため、13区の溝と同じように中世以降の所産と考えられる。

 413区の概要

 13区は、12区の北辺に沿って位置し、調査前は南北に走る3本の農道によって3分割されてい

 た。西側に行くほど広がる東西に長い三角形の調査区で、西壁の南北幅が18m、東西230mで、

 面積は4,300㎡を測る。表土から検出面までの深さは20～50cm程を測り、西側ほど深くなる。地

 山は、黒色シルトや褐色シルト等様々で、地山の上には黒褐色を基本とする包含層と表土が堆

 積している。

 遺構は、竪穴住居8軒、掘立柱建物2棟、土坑107基、ピット180基、方形周溝状遺構2基、溝

 13条が検出された。遺構は非常に希薄で、そのほとんどが東側の狭い部分に集中している。その

 中で、建て替えの様子がはっきりと確認できる大規模なST3004や、方形に回るSD3016等は特



 筆される。また、東西に走る多数の溝は、14・15区に続くものも認められる。

 遺物の出土は、2期出土数の約12%を占め、遺構が少ない割に多い。そのほとんどが竪穴住居

 の包含層からの出土であるが、ST3004・3008からは、須恵器の蓋・坏等が良好な状態で出土し

 ている。

竪穴住居

ST3003

 6～7-210Gに位置し、東西4m、南北4.3mのほぼ正方形を呈する。覆土は、1・4層の

 安定した2層からなるが、東壁際のみ5層程の自然堆積が認められる。床面は、中央部に焼土

 を含む2層の高まりが検出されたが、地床炉か焼失家屋かは不明である。また、壁際以外の殆ど

 が黒褐色土に覆われており、他住居とは様相が異なる。これは、掘り方の可能性が考えられる。

 壁は、ほぼ垂直に5～15cm程立ち上がる。10～20cm程の深さのEK3092・EP3093～3095が認

 められるが、柱穴とは考えにくい。他に貯蔵穴・周溝等は認められない。カマドは、南西壁際

 に認められ、袖の高さが10～15cm程残存する。底面には焼土が検出され、奥には土師器の甕が

 伏せた状態で出土した。(32-5)その他にも甕の破片が多数認められる。

 遺物は、カマド付近に認められるだけであるが、9世紀第2四半期の所産と考えられる。

ST3004

 9～10-204～205Gに位置し、煙道の先端がSD3015に切られている。二時期の住居が考えら

 れ、旧住居のカマド部分と北壁を残し、10～60cm程壁を拡張し、床面は5～10cm程高くして

 新住居を造っている。以下、旧住居と新住居に分けて詳細を述べる。

旧住居

 東西5.5m、南北6mのやや長方形を呈する。覆土は、新住居を造る際に人為的に埋土された

 ものと考えられるが、ほぼ暗褐色細砂からなり、北～西側にかけては黒褐色シルトや褐色シル

 トが重なった版築が確認されている。床面は、ほぼ水平であるが南北壁際は若干低くなるよう

 である。地山と同じ黄褐色を呈する。壁は、新住居のため定かではないが、南西側で10cm程垂

 直に立ち上がる様子が確認できる。新住居との切り合いが認められるが、EP3077・3085・3086・

 3040が主柱穴と考えられ、EP3077のみ新住居でも引き続き使用したものと考えられる。EK3082

 ・は、カマド近くに検出されたため、貯蔵穴と考えられる。周溝は認められない。カマドは、他

 に焼土や袖が検出されなかったため、新住居と同じ所にあったと考えられる。ED3089は、深さ

 15cm程の溝で旧住居に伴う遺構と考えられるが、用途不明である。掘り方は、認められない。

 遺物は、新住居に比較するとかなり少ないが、中央部やEP3040付近に須恵器が認められる。

 (35-9)これらの遺物より8世紀第4四半期の所産と考えられる。

新住居

 東西6.2m、南北6.4mと遺跡全体においてかなり大型の住居である。覆土は、基本的に黒褐

 色砂質シルトの2層からなるが、南から西側に6～9層の三角堆積が認められる。根の撹乱等

 も多く含む。床面は東壁際に若干の傾斜は認められるものの、ほぼ水平である。断面より旧住
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 居の床面上に版築状に土を盛り、貼り床にしたと考えられる。床面の土は暗褐色細砂である。壁

 は、東側が傾斜しながら立ち上がる他は、ほぼ垂直に20cm程立ち上がる。ピットは多数確認さ

 れたが、規模・深さ等からEP3075・3077・3079・3081が主柱穴と考えられる。貯蔵穴・周溝と

 想定できる遺構は認められない。カマドは、袖の5cm程の高まりを残すだけで、ほとんど残存

 しない。中央部は5cm程の落ち込みが認められ、底面には焼土が認められる。煙道は、1m程

 の長さで良好に残存する。掘り方は、下層に旧住居が検出されたため、不明である。

 遺物は、カマド付近から中央部にかけて須恵器坏を中心に多数出土している。これらの遺物よ

 り9世紀第1四半期から第2四半期の遺構と考えられる。



  ST3008

  6～7-197～198Gに位置し、東西2.8m、南北3.6mのかなり歪んだ長方形を呈する。変則

  的にセクションの実測を行ったため、上記の数値は4辺の中ほどをとって計測した。また、調

  査区の壁のため北西隅が未検出であり、南西隅はSD3072に切られる。覆土は、上層は表土が被っ

  て検出困難であった。黒褐色シルトを基本とするほぼ2層からなり、安定した堆積を示す。床

  面は、壁際はかなり凹凸が認められる。壁は、傾斜しながら35cm程立ち上がる。柱穴・貯蔵穴・

  周溝等は認められない。規模や平面形、諸施設の認められないことなどから、住居以外の用途

  が考えられる。

  遺物は、南側の壁際に須恵器の有台坏(36-2～4)等多数出土しているが、ほとんどが浮い

  た状態で出土しているため、8世紀代の遺物が認められるものの、9世紀第1四半期の遺構と

  考えられる。

  ST3009

  6-198～199Gに位置し、東西3.4m、南北3.7mを測る。調査区壁のため南壁以外未検出で

  ある。したがって上記の数値は、南隅から壁までの東西辺を測定した数値である。中央部を

  SD3072、西側をSD3005に切られており、ST3008同様検出困難であった。覆土は上層が黒色シ

  ルト、下層が黒褐色微砂という安定した堆積である。床面は、貼り床の痕跡はないが、面に褐

  色の濁りが多く認められる。壁は、西壁は比較的残存状況が良く、20cm程傾斜しながら立ち上

  がる。柱穴・貯蔵穴・周溝・カマドは認められない。掘り方は、上記の床面の濁りが掘り方の

  可能性が考えられるが、未記録である。

  遺物は、須恵器・土師器片を少量出土しているが、浮いた状態で出土しているため、8世紀代

  の遺物も認められるものの、9世紀第2四半期の遺構と考えられる。

  ST3012

  11～12-207～208Gに位置し、東西3.8m、南北3.8mを測る。北側は、SD3012に切られてい

  たため北壁は不明である。南北数値はSDまでの数値である。覆土は、黒褐色の1層からなり、

  安定している。床面はほぼ水平で貼り床の痕跡はなく、床土は黒色シルトをまだらに含む。

  壁はやや傾斜しながら15cm程立ち上がる。柱穴・貯蔵穴・周溝等は認められないが、南東隅

  に5cm程の掘り込みが認められる。カマドは、検出面が既に床面に達していたため、検出でき

  なかった。掘り方は認められない。

  遺物は、やや南側に須恵器の蓋(36-19)が出土しただけである。この遺物より9世紀第1四

  半期の遺構と考えられる。

  ST3013

  12～13-214～215Gに位置し、東西3.27m、南北4mのやや長方形を呈する。SD3024が南西

  隅から北辺中央にかけて住居を切っている。覆土は、検出面が下であったため殆ど残っていず、

  黒色～黒褐色砂質シルトのほぼ一層からなる。床面は、全体に黒色であった。貼床は認められ

  ない。壁は、5cm程垂直に立ち上がる。また、検出面がほぼ床面に達していたためか、柱穴・

  貯蔵穴・周溝等は検出できなかった。カマドは、焼土も認められなかった。
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 遺物も出土していないため、時期は判然としない。

ST3017

 16～17-223Gに位置し、東西4.2m、南北4.2mの正方形であるが、やや南東隅が張り出して

 歪である。覆土は、黒褐色シルトの1層からなり、床面直上に褐色砂質シルトが点々と混入し

 ている。床面はほぼ水平で、貼床の痕跡はなく地山と同じ土である。壁は、やや傾斜しながら

 10cm程立ち上がる。カマド西側に深さ20cm程の貯蔵穴(EK7161)が認められる。その北側

 にEP7160が認められたが、その位置から柱穴の可能性は低いと考えられる。東西壁際と南壁の

 一部には、幅30cm、深さ10cm程の周溝が検出された。カマドは、検出面が下であったため、袖

 は検出できず、焼土が残るのみである。焼土は面的な広がりは認められず、掘り方内に入り込

 んでいる。床面と同じレベルで多数の遺物が出土しているため、この面が底面であったとみて

 間違いないだろう。掘り方は、北壁から東壁際と南西隅に5～10cm程の深さで認められた。ま

 た、カマド下にも深さ15cm程の掘り込みが認められる。

 遺物は、カマド部分に甕が潰れたような状態で出土した。(37-2～4・6～10)須恵器の出

 土が少ないため、判然としないが8世紀第3四半期から第4四半期の遺構と考えられる。

ST3018

 13～14-228～229Gに位置し、東西3.8m、南北4.9mの長方形を呈する。北東隅に住居より

 旧いSK3057が検出された。覆土は、木根等の撹乱を多く含むが、ほぼ黒色シルトの2層と黒褐

 色微砂の3層からなる。床面は、ほぼ水平である。カマド西側に径85cm、深さ10cm程のEK3101



 が認められる。土器小片数点と壁際の立ち上がり部分に蓋(37-11)が状態良く出土している。

 柱穴・周溝は認められない。カマドは、壁際を暗架に切られている。かろうじて袖が高さ5cm

 程残存。堆積土は、住居覆土と殆ど変わらず、底面にも焼土は認められない。



 遺物は、EK3101とカマド付近から出土しているが、全て床面より浮いて出土している。これ

 らの遺物は、9世紀第1四半期の所産と考えられる。



掘立柱建物跡

SB3091

 7～8-203～204Gに位置する、南北2問、東西1間の建物である。長軸5.65m、短軸5.9m

 の南北棟で、長軸方向はN-10。一Eである。北側が調査区壁に切られているため、前述の柱の
 数・長軸の長さは不明である。掘り方は一辺70～120cm程の隅丸方形を呈し、深さ30～60cmを





 測る。平面形・規模共に高瀬山2基の他の建物と比較して大きく、時期や性格の異なる建物で

 あろうか。底面に黄灰色粘土を検出した柱穴はなく、断面においてもアタリは検出されなかっ



SK3052

 17-210Gに位置し、直径80cmの円形を呈し、深さ50cmを測る。壁は、西側が若干外側に張

 り出しているが、ほぼ垂直に落ちている。遺物は、出土していない。

SK3068

 ST3013の南西側14-216Gに位置し、直径1.3mの円形を呈し、深さ70cmを測る。遺物は、出

 土していない。

溝跡

 13区からも多数の溝跡が検出された。調査区の東西を横断して走るSD3015、それにほぼ平行

 して走るSD3001やSD3014、方形に回るSD3016が主なものである。

 SD3015(SD3001・3006・3614も含む)

 13区を東西に横断するように位置し、西側は14区のSD4008へ、東側は寒河江市調査区へと続

 いている。東側で、SD3001が平行に走っており、次にSD3005・3006、中心よりやや西側でSD3014・

 7099・7085・7101と多数の溝が平行してが検出されている。このように長距離に渡って溝が平行

 に走る状況は、14・15区にも認められ、全て同じ性格のものと推定される。その性格については、



 検出当初から調査員の頭を悩ませてきた。その中で、1排水溝として使用した、2溝と・溝の間

 に土塁を作り、区画された所を牧として使用した、3溝と溝の問を道路として使用した、の3

 説が想定された。1は、溝が検出された場合当然として考えられるべきものである。確かに、大

 雨が降った翌日でも12・13・14区には、あまり水が溜まらず、15区の西側に流れている様子が調

 査中確認された。しかし、単なる排水のために2条の溝をわざわざ掘る必要があるのだろうか。

 「寒河江市史」によると藤原忠実の日記「殿暦」天仁2年(1109)に寒河江馬の記述があること

 から、高瀬山周辺の地形が牧に適しており、馬産地でないともいえないと指摘している。これ

 を元に2は、両側の溝を掘りながらその土を土塁として盛って馬が飛び越えることができない

 ようにしたと考えられる。また、溝跡の覆土に地山がブロック状に含まれることかち、土塁を

 崩した際にその土で溝を埋めたのではないかとも考えられる。3は、最近のあいつぐ道路遺構

 発見に伴なうものであるが、それらの道路遺構と同じように、2条の溝が平行して走るという

 特徴のためである。他県で見られるような波板状圧痕やセクションにおける明らかな硬化面が

 検出された訳ではないが、面整理の過程でかなり固く締まっているように感じた。また、概要

 図で明らかな通り、調査前12区と13区の間には農道が存在しており、これらの溝跡とほぼ平行し

 ていた。14・15区のそれは調査時には既に消失していたが、字切り図には、12・13区の農道と続

 くように14・15区にも溝とほぼ同じ所に道路が認められる。これらのことを考え合わせると、1

 や2の説も捨てがたいが、3の道路であることはほぼ間違いないと思われる。

 さて、その時期については、やや検討を要する。字切り図に認められることから、明治年間ま

 で道路が存在したことは確かである。しかし、溝跡は、SD3005・3016より旧いが、ST3012・7086

 より新しい時期であることが調査の結果、判明している。また、道路の状態はいわゆる古代の

 道と言われるような、幅が広く直線のものではなく、幅が狭くその間隔もまちまちで、直線に

 走っているとは言い難い。SD3015からつながる15区のSD5004に平行して走る、SD5119の底面

 からは13世紀の珠洲系陶器の擂鉢片が出土している。とすると、道路は13世紀以降の所産と考え

 られる。また、近世になるとSD3005・3016等が造られたため、SD3005の場合はそのまま西側

 に延ばし、SD3016の場合はSD7099を造る等、南側に別の溝を造ることによって近代まで使用

 したものと考えられる。

方形周溝状遺構

SD3005

 7～9-200～205Gに位置し、SD3071より旧く、ST3003・SD3015より新しい。幅は0.6～1.

 4mで、深さは40cmを測る。方形には回っていないが、他の溝と組み合わさることによって内

 部に空間を作り出しているように窺える。これは、SD3016や14区の溝跡群、16区の方形周溝状

 遺構と関連するものであろうか。検出面が低かったためか西側は、次第に浅くなり、検出不可

 能となる。内部には撹乱のみで、遺構は認められない。遺物は、須恵器・土師器が若干出土し

 ているが、遺構の切りあいなどから中世以降の時期と考えられる。
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SD3016

 14～16-216～217Gに位置し、SD3014・3015より新しい。1辺8m程の方形状に回っており、

 幅が50cm程、深さ30cmを測る。内部には、小ピットが1基認められるだけである。単に排水

 のための溝とは考えられず、14区の溝跡群や16区の方形状溝跡と同じように墓域等の性格のもの

 と考えられる。内部に遺構が認められないことから、マウンド状に土を積み上げそこに死者を

 葬ったのだろうか。遺物は出土していないが、前述の遺構とほぼ同時期と考えられ、中世遺構

 と推定される。

 514区の概要

 14区は、12・13区西側の水路を隔てた西側に位置する。南北100m、東西145mの東西に長い長

 方形の調査区で、面積は14,500㎡を測る。表土から検出面までの深さは30～50cm程を測り、北

 辺ほど深くなる。地山は黒褐色シルトで、地山の上には、黒褐色砂混じりシルトの表土が堆積

 している。

 遺構は、竪穴住居8軒、井戸2基、墓坑5基、土坑85基、ピット171基、方形周溝状遺構1基、

 溝15条、性格不明遺構1基が検出された。面積に比較して遺構は少ないが、東側に検出された何

 重にも溝が回る方形周溝状遺構は特筆される。竪穴住居は、他調査区に認められないような小

 規模なものも含め、大小様々なものが検出されたことから、時期幅の広さを想定させる。陥し

 穴は、14区より東側の調査区においては認められなかったが、14区を含め西側の調査区には認め





 られるようになる。掘立柱建物は検出されず、陥し穴以外の土坑の検出は非常に少なかった。

 遺物の出土は、2期出土数の約10%を占めるが、遺構からのまとまった出土が少なく、そのほ

 とんどが小破片である。ST4072・SE4075からは、破片であるが須恵器の大型甕が出土している。

竪穴住居

ST4001

 31～32-261～262Gに位置し、東西4.2m、南北4.7mのやや南北に長い長方形を呈する。SD4006

 が南西隅から北辺中央まで切っている。検出面・断面から溝が新しいことは明瞭である。覆土

 は、木根の撹乱を多く含むが、黒褐色微砂が10～20cmの厚さで堆積し、その上に6～8層が安

 定した堆積をしている。特に7層は他層より明るい色調でテフラの可能性が考えられる。11・13

 層の三角堆積も良好に残る。床面は、ほぼ水平で貼床の痕跡は認められない。壁は、ほぼ垂直

 に20cm程立ち上がる。深さ20cm程のEP4261～4266がカマド付近に認められるが、位置・覆

 土等から柱穴の可能性は低いと考えられる。貯蔵穴・周溝は認められない。カマドは、15cm程

 の高さで両袖が良好に残存。底面は焼土面となっており、遺物を含む。カマド奥は、壁より35cm

 ほど張り出しており、煙道があった可能性も考えられる。底面はやや黒い濁りが認められるが、

 掘り方としての掘込みは認められない。

 遺物は、カマド中央部には土師器の甕(38-2)が検出され、EP4261・4262からは土師器・

 須恵器の小片が出土している。

ST4Q70

 30～31-245～246Gに位置し、南北5.2m、東西4.9mを測る。覆土は、黒褐色もしくは黒色

 砂質シルトの自然堆積で、木根等によりかなり撹乱を受けている。床面はほぼ水平だが、東西

 軸は中心が高く両端が若干下がる。貼り床と思われる層は確認できない。壁は、検出面が低く、

 判然としないが、ほぼ垂直に立ち上がる。主柱穴はEP4228・4229である。この2基に対応する

 ような主柱穴は確認できなかった。EK4231・4232が位置的には適合するように思われるが、と

 もに柱穴というよりは土坑として考えられる。この他に柱穴としてはEP4233・4248・4249があ

 る程度の深さを持ち、堆積から見ても住居の廃棄後に埋まったと考えられ、住居内の施設との

 関わりが想定できる。特にEP4233・4248はこの2基を結ぶ線の中央床面に焼土が確認されてお

 り、地床炉に伴う何らかの施設を推測させる。貯蔵穴としてはEK4231がある。カマド西隣に位

 置し、覆土からは焼土とともに土師器片がわずかに出土している。周溝は認められない。カマ

 ドは、住居南東角に位置する。両側に袖を持ち、周辺にある程度の大きさの石が5点程あり、石

 組のカマドの可能性もある。(但し、石は火を受けておらず、またいくつかは覆土の上にのって

 おり、後ろからの流れ込みの可能性も高い。)カマドの燃焼部には土師器の小型甕が二つ口縁部

 を下にした形で重ねられている。(38-6・7)掘り方は中心部に25cm四方ほどの地山の部分

 を残し、その周辺を掘り下げているように思われる。

 遺物は、カマド周辺から土師器の甕の破片が出土している。(38-8)住居南西角から大型の

 甕が二つに割れた状態で出土している。(38-9)これらの遺物より9世紀第2四半期から第3

 一149一









 四半期の遺構と考えられる。

ST4071

 30-246～247Gに位置し、南北5m、東西5mの正方形を呈する。若干南側が東西に広がり

 台形状になる。覆土は、黒褐色砂質シルトの単一層である。確認面が低く、削平されていたが、

 自然堆積と考えられる。床面は暗褐色砂質シルトに黒褐色シルトが40%程混じる。北側に盛り上

 がりが見られ、中央がやや窪む。比較的凹凸がある。壁は、ほとんど残っておらず推測不可能

 である。主柱穴と思われるのが、EP4232、4238、4250、4251である。4250、4251は、やや小さい

 が、4237、4238に対応するように配置されており、深さも60～70cmである。また、南の壁際に

 設置されており、いくつかの類似の住居も存在する(ST5031等)。支柱穴としては、いずれも

 壁際に配置されているが、EP4239、4241、4252、4253、4236、4257、4258、4259がある。唯一南東

 角部分にそれに連なるはずの支柱穴が見つかっていないものの、他の面には必ず配置されてい



 る。深さは30～40cmある。これと類似した住居に12区南側のSA地区にあるST9872が1m程

 の周溝状の掘り方をもち、壁際に支柱穴をもつ。貯蔵穴とは確定できないが、カマド1として

 考えている部分は、カマドからの遺物の出土というよりは貯蔵穴のようにも見える。EK4242は、

 覆土に焼土や土器片を多量に含み、カマド近くに造られた貯蔵穴の可能性も高い。周溝は認め

 られない。カマドは、3ヶ所推定される。カマド1は、焼土が多量に混じるものの、旧いカマ

 ドと考えられる。土器も多量に出土しており、カマドの廃棄後に貯蔵穴として使用したとも考

 えられる。カマド2は、被熱した部分も見られ、一番新しいカマドと考えられる。カマド3は、

 あまり焼土も見られず、カマドとしは弱い。掘り方は、何ヶ所か大きく窪ませている。特に住

 居東壁際は1m程の広さで周溝状に掘り下げられている。建て替え・拡張が行われた形跡はな

 いが、カマドの移動があったと推定されるため、長期にわたり使用されたと考えられる。

 遺物は、カマド1から土師器甕の破片が2個体(39-2・3)・須恵器の蓋(38-11)・内黒土

 器の破片(38-18)等が出土している。他に住居北東の床面直上から須恵器の有台坏(38-12)、
 EP4244からも遺物が出土している。これらの遺物より9世紀第2四半期から第3四半期の遺構

 と考えられる。

ST4072

 22～23-249～250Gに位置し、南北3m、東西3.5mの長方形を呈する。覆土は、黒色シルト、

 黒褐色シルト、砂質シルトの自然堆積である。植物根によりかなり撹乱されている。床面は、地

 山の褐色微砂に黒褐色土がまだらに混じり、ほぼ水平である。一部貼り床状の固く締まった部

 分があるが、全体にあまり締まりがない。壁は、残りが悪く確定はできないが、西壁のみほぼ

 垂直に立ち上がる。削平されているせいか、他の壁はかなり緩やかに立ち上がる。カマド・柱

 穴・貯蔵穴・周溝等の施設は認められない。EK4247は掘り方である。覆土は、固く締まり黒褐

 色シルトに灰黄褐色土がまだらに混じる貼り床状の土質である。ほかに一部窪む部分がある。掘

 り方の特徴として住居の一部分のみ深く掘り下げているという点が挙げられる。

 遺物は、床面直上の須恵器坏(39-6)・蓋(39-5)等も認められるが、土師器甕(39-11・

 12)、土師器鍋(40-1)須恵器の大型甕(39-8・9)が住居廃絶後に東側から一括廃棄され

 たと推定される。これらの遺物より8世紀第4四半期の遺構と考えられる。

ST4073

 28～29-251～252Gに位置し、南北3.9m、東西3.9mの正方形を呈する。覆土は、検出面が

 低く確認できなかった。床面は、褐色シルトの地山を床面としている。四隅を掘り下げ、その

 部分は黒褐色シルトを埋めている。壁は、検出面が低く不明である。柱穴・貯蔵穴・周溝等の

 施設は認められない。カマドは、住居の南東角に設置されている。焼土が張り付き、遺物も確

 認できたが、検出面はすでに地山に達しており、カマドの形状等は確認できなかった。掘り方

 は、中心を地山のまま残し床面として使用し、その他の四隅を掘り下げ、そこに黒褐色シルト

 を埋めている。

 遺物は、カマド部分に土師器甕と須恵器の破片が認められるが、小片であるため時期は判然と

 しない。
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  ST4074

  22～23-255Gに位置し、南北2.2m、東西4mの長方形を呈する。覆土は、検出面が低く残

  らなかった。床面は、地山と黒褐色土の混合土である。あまり締まりがなく、中央が窪む。比

  較的凹凸がある。検出面が低く、詳細は不明である。壁も不明である。柱穴・貯蔵穴・周溝等

  の施設は認められない。カマドは、住居の南西角に設置されている。掘り方は、住居の中央か

  ら西半分を30～50cm大きく掘り下げている。

  遺物は、西壁際に中型甕が2点出土しており、これらより8世紀第4四半期の遺構と考えられ

  る。

  ST4076

  23-257Gに位置し、南北4m、東西5.5mの長方形を呈する。覆土は、黒色・黒褐色シルト

  の自然堆積である。床面は地山をそのまま使用している。中心が若干高く、西側が20cm程窪ん

  でいる。壁は、検出面が低く判然としないが、ほぼ垂直に立ち上がる。柱穴・貯蔵穴・周溝等

  は認められない。カマドは、南西角に設置している。遺物は出土していないが、周りの地山が

  被熱している。掘り方は認められない。

  遺物は、出土してないため、時期は判然としない。

  井戸跡

  SE4075

  14区の中央より南西側、28-255Gに位置する。掘り方は、径2.5m程の東西に長い歪な楕円形

  を呈し、深さ2.4mを測る。1.7m下のほぼ中央に東西70cm、南北80cmの井桁が組まれ、外側

  には縦板が認められ、添板の役割を果たしていたものと考えられる。井桁の下のやや南よりに

  直径30cm、高さ20cm程の曲げ物が井筒として設置されていたが。横板は、長さ80cm、幅20cm

  程の板材が2段残すのみである。縦板と曲げ物は、保存状態が悪かったため図化していない。覆

  土は、上層が残念ながら調査中に崩落してしまい未記録であるが、掘り方・井戸枠内ともに色

  調は様々で、比較的中層は粘質シルト、下層は砂からなる。検出面から2.1mドの覆土内からは、

  須恵器甕の大型片(40-9・10)が出土している。遺物は、全て覆土中からの出土であり、8世

  紀中頃から9世紀中頃とかなりの時期幅が考えられるため、遺構の時期は判然としない。

  SE4056

  13-245Gに位置するが、調査区北壁に北側半分が切られている。掘り方は、直径L6mの円

  形を呈し、深さ1.3mを測る。検出面から90cm下のほぼ中央に礫が50cm程の高さで積まれて

  いる。また、最底部には直径50cm程の曲げ物が井筒として設置されていたが、保存状態が悪かっ

  たため、図化していない。覆土は、黒褐色を基本とし、粘質シルト・シルト等からなる。井筒

  の曲げ物内からは、直径15cmと推定されるの曲げ物(47-5・6)が底部を上にした状態で出

  土した。これも保存状態がわるかったが、側板が若干残す。
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  墓坑

  19～22-240～243Gの方形周溝状遺構を切るように、または溝付近に位置する。5基検出され、

  径0.9～1.2mの歪な楕円形を呈し、深さ10～40cmを測る。SK4159・4161・4162の底面・壁面

  からは、焼土が多量に検出され、骨片も含まれていたことから、そこで火葬したものと思われ

  る。また、覆土はほとんどが黒褐色砂質シルトからなり、炭化物・骨片を多量に含む。墓の規

  模や状態から小型の家畜の火葬墓と考えられるが、骨があまり残っていないことから、火葬し

  た後、他の墓坑に移した可能性が高い。遺物は出土していないが、溝跡群より新しいため、近

  世以降の所産と考えられる。

  性格不明遺構

  SX4110

  調査区の南端のSA地区地区と接するあたりで検出された。直径5.5mの周溝状遺構で、溝幅

  40cm、深さ10cm程である。周溝内部には、遺構は認められない。覆土は、黒色と暗褐色の砂

  質シルトからなり、周囲の古代～中世の遺構覆土と同様である。遺物は、出土していない。2期

  においては他に検出例がなく、今後他遺跡の検出例等と比較・検討を要する。

  陥し穴

  調査区の北東隅から南西隅にかけて対角線状にll基、西端SD4005付近に1基(SK4217)の

  陥し穴が検出された。前者の11基は、ほぼ直線上に並ぶように設置されていたが、SK4223だけ

  はややラインより北にずれている。古代や中世の遺構に比較して、覆土が見にくいことから12

  基の検出にとどまったが、空中撮影を観察すると北東隅や南西隅にも陥し穴と推定される土色

  の変化が認められる。また、SA地区においてもこれらの延長線上に陥し穴が検出されている。

  これらの陥し穴は、長軸方向をほぼ同じくし、10～15m間隔で設置されている。

  平面形は、径または長軸が80～120cmの円形または楕円形を呈する。底面までの深さは、20～

  120cm程を測り、壁が垂直に落ちるタイプと、中ほどがくびれ底部がフラスコ状に広がるタイ

  プがある。全ての陥し穴の底面には、動物を捕らえるための逆茂木を刺していたと考えられる、

  直径10～15cm、深さ5～25cm程の小ピットが検出されている。SK4223のピットは、平面形が

  正方形を呈しており、SK4217はピットに蓋をするように上部に礫が積まれていた。

  陥し穴という性格上、遺物が出土していないことから、他遺跡と同様に時期決定が困難である。

  2期においては、14・15・16区から同様の陥し穴が多数検出されている。平面形や断面形が異な

  る陥し穴が直線上に並んでいるため、従来の時期区分にそのまま当てはめるには、やや無理が

  あるように思われる。県内においては、新庄市福田山B遺跡・尾花沢市赤石遺跡・中山遺跡・庚

  申町遺跡・荒川2遺跡・黒藤館遺跡・小林遺跡などから、2期と同様の陥し穴が検出されてお

  り、時期はいずれも縄文時代前期初頭としている。また、高瀬山の北側に位置する、平野山古

  窯跡群からも同様の陥し穴が検出されており、縄文中期の土器小片が出土している。これらの

  ことから、2期の陥し穴は、縄文前期初頭から中期の問に造られたものと考えられる。
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溝跡

方形周溝状遺構

 調査区東側中程、20～24-234～245Gに位置する。14区を東西に横断するSD4008を切って、

 方形状の周溝が何重にも重複しながら回っている。各溝の幅・深さ等は様々で、規模の大きい

 ものは、溝幅1.8m、深さ70cmを測り、小さいものは溝幅50cm、深さ30cmを測る。覆土は、

 ほぼ黒褐色または暗褐色のシルトを基本とする自然堆積からなる。それぞれの切り合いは、判

 る範囲で図化しているが、やや判断しにくい箇所もある。外側のコの字状の溝が比較的旧く、

 SD4160・4172等は新しいと推定される。SD4173とSD4175に囲まれた部分には、小ピットが3

 基並んで、検出されたが、あまりにも掘り込みが浅く遺構としては考えにくかったため、図示

 していない。

 遺物は、SD4160の覆土中から、五輪塔の空輪と推定される石製品2点(45-7・8)と火輪

 と推定される石製品が1点(45-9)出土している。これらは、状態の良い礫と一緒に重なり合

 うように出土した。他には、SD4160から須恵器の小片が数点出土するのみである。

 遺物もほとんど出土せず、溝だけからなる遺構であるため、その性格を推定するのは大変困難





 である。しかし、他遺跡で検出例のないこれらの遺構が、2期においては、13区のSD3005・3016、

 16区のSD6009・6010と多数認められ、この場所がこの遺構を造るのに何らかの理由で適してい

 ており、選ばれたものと考えられる。SD6010については、後述するが遺構の構成または出土遺

 物から墓域と考えられる。このSD6010からも出土している、五輪塔の一部がSD4160からも出

 土している。これは、やはり供養塔として設置されていたものが、後世廃棄されたものであろ

 う。中心となる墓坑は、認められないため、SD3016同様、溝に囲まれた部分に盛土をして死者









 を葬ったものと推定される。

 時期は、SD4008より新しく、SM4159・4161・4162より旧いため、中世～近代の範囲と考えら

 れる。また、五輪塔の出土からSD6010とは密接な関係があると思われ、同時期である近世初頭

 と推定される。

SD4002

 調査区を南北に縦断しており、南側はSA地区へと続いている。ほぼ中央部分でSD4008と交

 差しているが、その土層断面から両溝とも同時期に存在したものと考えられる。溝幅は2.2m、

 深さ1mとしっかりとした掘り込みを持ち、SD4008に比べ規模が大きいため、排水溝的な役割

 も果たしていたものと考えられる。北側は壁の立ちあがりが急で丸底となるが、南側は北側よ

 り若干緩やかとなる。覆土は、主に黒褐色砂質シルトとにぶい黄褐色砂からなる。

 遺物は、須恵器・土師器も多量に出土しているが、かわらけや近世磁器も認められる。これら

 のことから、中世から近世にかけて機能していたものと推定される。

SD4008

 調査区を東西に横断しており、東側はSD3015へと続き、西側はSD5004へと続いている。前

 述したが、同時期に存在したと考えられるSD4002と交差している。溝幅は80cm程、深さは東

 側が40cmと浅く、壁の立ちあがりも緩やかであるが、西側は70cmと深く、壁の立ちあがりが

 急である。覆土は、主に黒色または黒褐色のシルト・細砂からなり、東側は撹乱されている箇

 所が多く認められる。

 SD4118と平行しているため、SD3015と同様、道路跡の側溝として使用されたものと考えられ



 るが、西側には平行する溝を検出することができなかった。しかし、SD4002と交差する部分で

 途切れながらも平行してL字状に走る溝が認めらるため、西側も道路として機能していたものと

 考えられる。また、東側は方形周溝状遺構に切られているが、字切図にはほぼ同じ部分に道路

 が認められるため、近世初頭に一時墓域となったが、その後再び道路として使用されたものと

 考えられる。または、かなり狭くなるが、墓域の南側を通行していたのかもしれない。道路は、

 字切図やSD3015やSD5004のつながりから、中世から近代にかけて機能していたものと考えら

 れる。しかし、溝は字切図に認められないことから、中世から近世の所産と考えられる。

 遺物は、須恵器・土師器片が若干出土しているだけである。

 615区の概要

 15区は、2期の西側に位置する、農道に区切られた調査区である。東側には16区との間に斜め

 に走る農道、西側には調査前14区との間に農道が存在した。南北90m、東西18Qmの長方形の東
 側が狭くなる歪な形の調査区で、面積は13,600㎡を測る。表土から検出面までの深さは40から60cm

 程を測り、西側ほど深くなる。地山は黒褐色シルトを基本とし、地山の上には地山より若干暗

 い黒褐色シルトの包含層と暗褐色砂質シルトの表土が堆積している。他調査区に比較して、地

 山の色調が濃いため遺構覆土が見にくい。

 遺構は、竪穴住居4軒、掘立柱建物3棟、土坑67基、ピット27基、溝13条が検出された。面積

 に比較して遺構は希薄であるが、北東から南西に並ぶ39基もの陥し穴列は、圧巻である。竪穴住

 居は南西側に集中しており、東西に横断する溝は12・13・14・16区から続くものもある。

 遺物の出土は、2期出土数の約5.5%と遺構数に比例して非常に少ない。ST5032・5033は、土

 師器長胴甕を心材として構築されたカマドをもち、その保存状態は良好である。

竪穴住居

ST5031

 34～35-280～281Gに位置し、南北5m、東西5mの正方形を呈する。覆土は、黒褐色砂質

 シルト若しくは微砂の自然堆積である。第2層の下層である2a層に褐色微砂の火山灰(十和田

 aテフラ)が混じる。床面は、渇色若しくは暗褐色の砂質土を床面としている。住居中央に2.5m

 四方の貼り床が施されている。壁は、緩やかに立ち上がっているが、下部は外側に掘り込こん

 でおり、特異な形状をなしている。このような空間があると非常に壁際がもろく、不安定であ

 ると考えられる。どのように利用したのかは不明である。住居中央北側に主柱穴が2基(EP5171・

 5172)設置されている。この2本と対応すると思われる南側の主柱穴が住居からはみだすような

 形で設置されている。(EP5183・5184。この2基もまた主柱穴と認識したい)。貯蔵穴と思われ

 るものは確認できなかった。この他周溝状のものが住居の西、東、北側の壁間際に確認された。

 カマドと考えられる焼土面は4箇所で確認できた。カマド1は、遺物が多量に出土しているこ

 とから、最も新しいカマドと考えられる。住居の南東角に設置されている。住居の南西角に設

 置されているカマド2は、焼土を伴い袖らしいものも確認できる。遺物の出土はない。カマド
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 3は、カマド2の東隣、住居のほぼ中央に設置されている。これは焼土が確認できるにとどま

 る。住居東側に設置されているカマド4は、焼土及び遺物が確認できる。ただし断面で見ると

 上部の方に黒褐色土の第一層があり、これは住居の東側に広がる畝の一部ではないかとも考え



  られる。ただし、床面に被熱した部分があり、判然としない。掘り方は全体に褐色若しくは暗

  褐色の砂質土を埋めているようだ。

  遺物は、カマド1から土師器甕(41-5)が出土している。その他の遺物は、ほとんど覆土中

  からの出土であるため、判然としないが、8世紀第2四半期の遺構と考えられる。

  ST5032

  31-285～286Gに位置し、南北3.2m、東西3.3mのほぼ正方形を呈する。SD5070を切り、SD5072

  に切られている。覆土は、黒褐色砂質シルト若しくは微砂の自然堆積。2層上層にある2a層は

  火山灰(十和田aテフラ)を多量に含んでいる。床面は、黄褐色微砂に黒褐色シルトが混じる。

  壁直下が若干周溝状に下がるが、ほぼ水平である。壁は、南・東壁と北壁の西側が緩やかに立

  ち上がっている。カマド周辺に貼り床状のものが見える。柱穴・貯蔵穴・周溝等は認められな

  い。カマドは、住居の南東角に設置されている。土師器甕(41-12・13・14)を構築材として利

  用しており、カマドの袖の両先端に設置していると考えられる。燃焼部に小型の土師器甕が伏

  せた状態で据えられていたと思われる破片がある。(41-9)掘り方は、全体が均一に掘り下げ

  られている。

  遺物は、上記の他、須恵器がほぼ完形のままカマド燃焼部から出土している。(41-8)これ

  は、カマドが廃棄された際に投げ込まれたものか。これらの遺物より8世紀第3四半期の遺構

  と考えられる。

  ST5033

  33～34-287～288Gに位置し、南北3.2m、東西3.3mのほぼ正方形を呈する。SD5069に切ら

  れている。また、縄文時代の遺構と考えられるSK5146、5147(陥し穴)を切っている。覆土は、

  黒褐色シルトの自然堆積で、2層にはにぶい黄褐色シルトの火山灰(十和田aテフラ)が多量に

  混じる。床面は、北側が高くなるが、ほぼ水平である。貼り床の痕跡は認められない。壁は、四

  辺とも緩やかに立ち上がる。特に東壁は段をもっている。柱穴・貯蔵穴・周溝等は、認められ

  ない。カマドは、住居南東角に設置されている。両側に袖をもち、細長い煙道も造られている。
  カマド南に土師器甕が2個体ほぼ完形のまま潰れた状態で出土しており(42-2・3)、これは

  カマドの袖の構築材として使用したものか。また、カマド内に小型の土師器甕が完形のまま伏

  せたまま据えられている。(42-1)掘り方は、四辺ともに壁から20cm程地山を残し、そこか

  ら住居中心にかけて10cm程掘り下げている。そこに10cm程の暗褐色微砂の土を埋めている。

  遺物は、上記のカマド出土以外に目立ったものはないが、カマドに土師器甕を構築材として使

  用していることや、土師器の形態・調整がST5032と似ていることから、8世紀第3四半期の遺

  構と考えられる。

  ST5034

  33～34-289～290Gに位置し、南北3.5m、東西4.5mの横長の長方形を呈する。SK5035、5036

  (陥し穴)が住居の南側を切っている。覆土は、黒褐色シルト、黒色シルト、黒褐色砂質シルト

  の自然堆積である。2層ににぶい黄褐色シルトの火山灰(十和田aテフラ)を10%程含む。床面

  は、ほぼ水平で、褐色細砂をベースに暗褐色若しくは暗褐色土がブロック状に15%程まだらに混
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 じる。ほとんど地山と考えて良いと思われる。貼り床の痕跡は認められない。壁は、検出面が

 低く判然としないが、残った部分では四辺とも緩やかに立ち上がる。EP5158、5159、5160・5185

 がある程度の深さをもっているが、柱穴としては位置的に弱い。貯蔵穴と考えられるのがEK5157

 である。カマド西側に位置し、中から土師器甕の破片が数点出土している。周溝は認められな

 い。カマドは、住居南東角に設置されている。検出面が低く、カマド南側が土坑に切られてい

 ることから、全体像は判然としない。ただし、両側に暗褐色微砂と黒褐色土の混合土からなる

 袖を持っている。煙道はなかったと考えられる。掘り方は、床面がほとんど地山であるが、住

 居西側中央に直径約1mの楕円形の掘り込みがある。

 遺物は、土師器鍋の破片がカマド周辺から出土している。(42-7・8)これらの遺物より9

 世紀第1四半期の遺構と考えられる。

掘立柱建物

SB5123

 23～24-279～280Gに位置する、南北2間、東西2問の建物である。長軸5.1m、短軸4.2m

 の南北棟で、長軸方向はN-100-Wである。掘り方は、直径40cm程の円形を呈し、深さは10

 ～40cm程で、間柱は浅い。アタリは、全ての柱穴に認められ、径10cm程の円形を呈し、深さ

 20～40cm程円柱状である。覆土は、アタリが黒褐色微砂で柔らかく、掘り方は黒色・黒褐色・

 暗褐色・褐色のシルトまたは微砂である。

SB5124

 22～23-274Gに位置する、南北1問、東西2間の建物である。長軸3.7m、短軸2.9mのやや

 北西側が広がった台形状の南北棟で、長軸方向はN-35。一Eである。掘り方は、直径20～30cm

 の円形を呈し、深さ10～40cmを測る。P3のみ底面に黄灰色粘土が確認された。覆土は、掘り

 方の埋土は認められず、黒褐色シルトのアタリと地山との漸移層からなる。

SB5125

 22～23-273Gに位置する、南北1間、東西1問の建物である。長軸3.5m、短軸1.7mの南北

 棟で、長軸方向はN-40。一Eである。掘り方は、径25cm程の小型の円形を呈し、深さは20～

 45cmを測る。底面に黄灰色粘土が検出された柱穴はない。覆土は、掘り方の埋土は認められず、

 アタリは黒褐色若しくは黒色シルトからなる。

土坑

 数は少ないが、調査区の西側に比較的多く検出された。その規模や時期は様々で、SK5043・

 5044・5084・5120等の大型のものから、SK5080・5081・5097・5098等の小型ものまで認められる。

 また、SK5095からは、遺物が良好な状態で出土している。

 SK5043・5044

 調査区の南側中程、35～36-286～288Gに位置し、SK5043がSK5044に切られる形で検出され

 た。SK5043は直径2.2mの歪な円形を呈し、深さ1.2mを測り、南北側の壁がやや外側に広がる
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 袋状を呈する。SK5044は、直径2.8mの円形を呈し、深さ1.25mを測る。覆土は、両土坑とも

 に黒褐色シルトまたは粘質微砂等からなり、黄褐色微砂を含む。検出当初は、その規模から井

 戸と推定されたが、底面まで浅いため井戸の可能性は低いと考えられる。

 遺物は、両土坑の覆土から須恵器と土師器の小片が数点出土しているのみであるので、時期は

 不明である。

SK5081

 調査区北西部、16区に接する辺りである28-292Gに位置する。直径70cmのほぼ円形で、深さ

 85cmを測る。南側の壁が若干外側に広がっている。覆土は、様々であるが1・2層が人為堆積

 と考えられる。覆土中からは、石鏃(44-5)が出土しているため、土坑の深さ等から陥し穴の



 可能性も考えられる。しかし、15区の陥し穴列からは、離れており、形状も異なる。

SK5120

 33～290Gに位置し、ST5034の西側に位置する。直径2mの円形を呈し、深さ70cmを測る。

 底面が外側に広がる浅いフラスコ状を呈する。覆土は、主に黒褐色のシルトまたは粘質細砂か

 らなり、底面は土が染み出たように外側に広がっている。この形状や覆土の状態は、10区の土坑

 群に似ているが、SK5120はかなり浅い造りである。

 遺物は、出土していないため時期が不明である。

 陥し穴

 調査区の北東から南西にかけて対角線状に39基検出された。うち北側の8基は、調査すること

 ができなかったが、空中撮影上に土色の変化が認められた。SA地区においてもこれらの延長線

 上に陥し穴が検出されている。陥し穴は、長軸方向をほぼ同じくし、2～8m間隔で設置され

 ている。

 平面形は、ほとんどが長軸0.9～1.4mの楕円形を呈するが、SK5140のみ直径80cmの円形を

 呈する。底面までの深さは、0.7～1m程を測り、壁が垂直に落ちるタイプと、中ほどがくびれ

 底部が袋状に若干ふくらむタイプがある。またSK5175は、平面形が隅丸長方形を呈し、深さ40cm











 と他の陥し穴に比べ、非常に浅い。SK5100・5152以外の全ての陥し穴の底面には、動物を捕ら

 えるための逆茂木を刺していたと考えられる直径10～30cm、深さ10～40cm程の小ピットが検











 出されている。SK5149からは、2基のピットが検出されている。

 遺物は、14区同様全く出土していない。陥し穴の時期については14区で前述したが、縄文前期

 初頭から中期の所産と考えられる。SK5081は、その形状から土坑として取り上げたが、覆土中

 から縄文中期の石鏃が出土している。しかし、陥し穴列からはかなり離れて位置しているため、

 そのまま当てはめるのは困難である。また、14区の陥し穴に比較して、平面形が楕円形とほぼ一

 定していることは、特筆される。

溝

 大小様々な溝跡が検出されているが、平行して走るSD5002・5004・5003・5119等は、13・14区

 同様道路跡の可能性が考えられる。また、東側でこれらの溝に切られているSD5001は、しっか

 りとした掘り込みをもつ。調査区中程に検出されたSD5070・5072等の細い溝は、住居を切って

 おり、中世以降の所産と考えられる。

SD5002

 調査区を東西に横断しており、東側は14区の西端から始まりSD4007に切られ、西側はSD6017

 に続くと推定される。溝幅は、1～2m程で、深さは60cmを測る。断面は、やや逆台形を呈す

 る。覆土は、様々であるが、比較的上層は人為堆積と考えられ、ブロック状の土が混入してい

 る。SD5004・5003・5119と並んで位置しているため、一見、道路跡の側溝として機能していた

 ように思われる。しかし、西に行くほどその幅は広がっており、同じ溝と考えられるSD6017に

 は、平行して走る溝が認められない。明治21年の字切図においても、13・14・15区と続いてきた

 道路が15・16区間の道路(現道)に交差し、そこで終わっている様子が判る。また、14区西端の

 他溝との切り合いから、SD5002がSD5004よりやや旧いことが窺われる。これらのことから、道

 路というよりは排水溝として機能していたと考えたほうが妥当である。

 遺物は、須恵器・土師器・縄文土器の小片が出土するのみで、全て流れ込みと考えられるため、

 時期決定とはなり得ない。他遺構との切り合いや、字切図には認められないこと等から、中世

 ～近世に機能していたものと推定される。

SD5004

 調査区を東西に走っており、東側はSD4008から続いているが、西端は途中で切れている。溝

 幅は1～1.5mで、深さは50m程を測る。断面は、SD4002同様逆台形を呈する。覆土は、黒褐

 色の微砂またはシルトを基本とし、中層から下層にブロック状の土を含む。東側でSD5003、中

 程から西側にかけてSD5119と平行しているため、13・14区同様、道路跡と考えられる。字切図

 にも、13・14区に認められる道路が15・16区間の道路(現道)まで続いている様子が確認できる。

 また、東側に円形に回るSD5130が検出されたが、SD5004との切り合いは判然としない。中央

 部に撹乱が認められることから、13・16区に検出されたような周溝状遺構というよりは、撹乱の

 際に掘られた跡の可能性が高い。

 遺物は、須恵器・土師器・縄文土器の小片が出土するのみで、後世の流れ込みと考えられる。

 前述したが、平行して走るSD5119より珠洲系陶器の擂鉢が出土しており、明治21年の字切図に
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 は道路が認められる。したがって、道路は中世から近代にかけて機能していたものと推定され

 る。しかし、溝は字切図に認められないため、中世から近世の所産と考えられる。

 716区の概要

 16区は、2期の最も西側に位置し、市道を隔てた西隣は落衣長者屋敷遺跡となる。また、15区

 から次第に傾斜して、2期の中で最も標高が高い調査区となっており、東側の調査区を望むこ

 とができる。南北70m、東西180mの東側に行くほど狭くなる歪な三角形と、農道を隔てた南側

 の小さい三角形の調査区からなり、面積は8,900㎡を測る。表土から検出面までの深さは、西側

 から北側にかけては10～20cmを測り、15区とほぼ同じである南側の三角形の調査区は40cmを

 測る。地山は、暗褐色または黒褐色の微砂～シルトで、地山の上には、黒褐色微砂の包含層と

 表土が堆積している。

 遺構は、墓坑8基、土坑118基、ピット113基、溝跡20基、方形周溝状遺構2基が検出された。

 遺構のほとんどが撹乱やロームマウンドで、竪穴住居、掘立柱建物等が検出されず、集落とし





 ての機能はなかったようである。その中で、西側に検出されたSD6010やSD6009は、方形状に

 囲まれた溝の中に墓坑や火葬墓が検出され、16区が他調査区と異質な性格を有することが窺われ
 る。また、調査区を東西に横断するSD6017は、15区や落衣長者屋敷遺跡に続く大規模な溝であ

 る。遺構の時期は、古代の遺構は認められず、中世～近世と比較的新しい。

 遺物の出土は、2期出土数の約0.5%とわずかで、2期で最も少ない。遺構が遺物の少ない中
 世～近世であったためであろう。小破片がほとんどであるが、中には流れ込みと考えられる縄

 文土器が出土している。

土坑

 16区からは、検出時、多数の土坑状遺構が認められたが、そのほとんどはロームマウンド等の

 撹乱であった。土坑と判断される遺構は、出土遺物がほとんど認められず、時期は不明である。
 中には井戸と考えられるような大型のものも検出された。

 SK6060・6059

 調査区西端、25～26-322Gに位置する。SK6060は西壁に切られており、SK6059はSD6119に

 切られている。SK6060は、南北2.3m程で、深さ50cmを測る。SK6059は、直径2mのほぼ円

 形を呈し、深さ70cmを測る。両土坑とも暗褐色細砂を基本とし、ブロック状の土を含むため、

 人為堆積と考えられる。覆土がほぼ同じことから、同時期に造られたものと推定されるが、遺

 物が出土していないことから、時期は不明である。

 SK6091・6117・6118

 SD6010の西側、24-295～296Gに位置し、3基の土坑が重複して検出された。SK6091は、長

 軸1.3m程の楕円形で、深さ50cmを測る。SK6117は、長軸1.1m程の歪な楕円形で、深さ50cm

 を測る。SK6118は、長軸1.85m程の長楕円形で、深さ70cmを測る。覆土は、一様に黄褐色・

 黒褐色シルトをブロック状に含み、その堆積状況から人為堆積と考えられる。また土層断面か

 らSK6117が最も新しく、SK6091・6118の新旧関係は不明である。

 遺物は、出土していないが、SM6017・6095・6096と形状・覆土等が似ているため、墓坑の可

 能性が高い。

SK6097

 16区の南側、三角形の調査区に位置する。SD6037・6038を切っている。平面は直径3.3mの大

 型の円形を呈し、深さは1mを測る。覆土は、黒褐色微砂を基本とするが、単純な堆積である

 ため、人為堆積と考えられる。この検出面は、かなり低く湧水で調査が困難であったため、井

 戸の可能性が高い。

 陥し穴

 16区の東側から、7基検出された。SK6064・6090がSD6010とSD6009の間、SK6016・6089

 がSD6009に囲まれた部分、SK6099がSD6099とSD6017の交差部分、SK6039・6040が三角形を

 呈する調査区から検出された。SK6016とSK6089、SK6040とSK6039は、長軸方向がほぼ同じ
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 で、それぞれ一連のものと考えられるが、それ以外は規則性が認められない。平面は、径1～

 1.5mの楕円形または隅丸長方形を呈し、その大きさは様々である。深さは、0.5～1mを測り、

 中程がくびれ底面が袋状にふくらむもの、中程が広がり底面は狭くなるもの等形態も様々であ

 る。5基の底面からは、径10～30cm、深さ10～20cm程を測る小ピットが認められたが、その

 うちSK6016のピットには礫が埋められていた。

 遺物の出土は認められない。時期は、陥し穴の位置や形状等が様々であるため、若干前後する

 と思われるが、14区・15区の陥し穴とほぼ同じ縄文前期初頭から中期の所産と考えられる。

 '墓域

 SD6010・SM6012・6095・6096

 22～24-290～292Gに位置し、コの字型のSD6010に囲まれた部分にSM6012・6095・6096が

 検出された。

 SD6010は、溝幅1.8～3.6m、深さ0.7～1mを測り、北側を調査区壁に切られている。南辺

 は、10.05mを測り、おそらく北辺にも溝があり、正方形または長方形に回る溝であったと推定

 される。西側断面は深く逆台形状を呈するが、東側になるほど浅くなだらかな傾斜となる。覆

 土は、黒褐色・暗褐色シルトを基本とし、黄褐色シルト等を含む。

 遺物は、南西角底面から30cm程浮いた状態で五輪塔の空輪(46-1)と火輪(46-2)が出

 土し、さらに空輪の南側には獣骨(RX4)が検出された。五輪塔の形態は、近世初頭の様相を

 呈している。この骨は、ほぼ3層に重なって検出され、分析の結果、上層・中層は馬の左上顎

 歯、下層は人間の右下顎骨片であると判明した。これらの骨は、墓坑に納められていたものが

 後世に廃棄されたものか、溝埋土の際に偶然混入したものか定かではない。また骨の東側には

 大型の礫が浮いた状態で数点出土している。その他には、覆土中より近世磁器が一点出土した

 だけである。これらの出土遺物から、SD6010は近世初頭の所産と考えられる。

 SM6012は、長軸1.8mの南北に長い楕円形を呈し、北側がなだらかな傾斜をなし、南側は袋

 状にL3m程と深くなる。覆土は浅いところで観察したために判然としないが、ほぼ2層からな

 り、人為堆積と考えられる。南側の袋状に広がる部分は、壁が小礫で形成されている。遺物は、

 覆土中から須恵器壷の破片が出土したただけである。

 SM6095は、上層が撹乱されていたが、断面よりSM6096を切る形で検出された。長軸2.5mの

 南北に長い歪な楕円形を呈し、北側が階段状になっており、南側が袋状に1.5m程深くなってい

 る。覆土は、黒褐色シルトを基本とし、黄褐色微砂等をブロック状に含むため、人為堆積と考

 えられる。袋状にふくらむ部分の壁は小礫で形成されいる。また、底面から1.2m程上の西側壁

 際には木質の付着した鉄釘が出土している。その他の遺物の出土は認められない。

 SM6096は、長軸3mの南北に長い歪な楕円形を呈し、北側が若干調査区壁に切られている。

 やはり北側が階段状になっており、中央よりやや南側が袋状にふくらみ、1.5m程深くなってい

 る。覆土は、褐色微砂の一層からなり、ブロック状の混合土が認められることから人為堆積と

 考えられる。袋状にふくらむ部分の壁は小礫で形成されている。遺物は認められない。
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 以上3基の墓坑は、平面形・断面形・堆積土の状態が、ほぼ同じ形態であることが判る。また、

 その機能については、覆土が1層または2層の人為堆積からなり、袋状にふくらむ部分が人体

 を納める程の大きさであることなどから、墓と想定することができる。また、木質の付着した

 鉄釘は、死者を納めた曲げ物等の棺に使用されたものと考えられ、南側の階段状またはなだら

 かな傾斜は、棺を納め易い様に造られたものと考えられる。さらにSD6010の中程に位置し、SD6010

 から出土した五輪塔は当時供養塔として墓坑の上に設置されていたものが、後世に廃棄された

 ものと推定することができる。これらのことから、墓坑の時期は、SD6012から須恵器の小片が

 出土しているものの、覆土中からであるので、むしろSD6010と同時期と考える方が妥当である

 と思われる。

 SD6009・SM6111・6112・6117・6118・6120

 25～28-293～299Gに位置し、東西に長いコの字型のSD6009に囲まれた部分にSM6111・6112・

 6117・6118・6120が位置する。

 SD6009は、南東側を調査区壁に切られており、南西側でSD6017を切っており、東側はSD6005

 を切っている。溝幅1～2.6m、深さ0.7m程を測り、断面は北辺がやや薬研状を呈する。覆土

 は様々であるが、炭化粒を多く含む。遺物は、認められず、覆土中に小礫を含むだけである。

 SM6111～6120は、SD6009に囲まれた範囲の北東よりに検出された。長軸が0.6m程の歪な平

 面形を呈し、深さは5～10cmと非常に浅い。覆土は黒色～暗褐色の微砂からなり、炭化粒と骨

 片を含むことが特筆される。この骨片は、分析の結果人骨と判明した。SM6111の西側底面には

 焼土が貼りついて検出され、人骨とともに出土した炭化材は、コナラ節と判明し燃料材として

 使用したと想定される。これらのことから、SM6111～6120は、火葬墓として使用されたものと

 想定されるが、墓としては非常に小規模でまとまった骨の出土もみとめられないため、遺骨は

 別の所に納められたものと考えられる。遺物の出土はない。

 SD6009も、墓域と想定されるが、SD6010とは溝・墓坑の規模・機能は若干異なるようである。

 しかし、これらの時期は、遺物が認められないため判然としないが、SD6010の南隣に近接し、

 かつ溝に囲まれた部分に墓坑を設置するという形をとっているため、SD6010とほぼ同時期の近

 世初頭の所産と考えられる。

溝

 SD6037・6038

 調査区の南西側に位置し、その多くが三角調査区部分に検出された。土層断面よりSD6017・

 SK6097より旧いことが判る。北から南にかけてかなり傾斜して下がっているが、2条の溝は、

 3m間隔でほぼ平行して走っている。このことから、道路の側溝の可能性も考えられるが、明

 治21年の字切図には、この位置に道路は認められないため判然としない。SD6037は、幅1.2m、

 深さ0.6m程を測り、SD6038は、幅1m、深さ0.4mを測る。両溝共に断面形は、逆台形を呈す

 るが、SD6038は北側に行くにつれて浅くなり底面は丸みを帯びてくる。覆土は、黒褐色の微砂

 またはシルトを基本とする。
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 遺物は、須恵器・土師器の小片と近世磁器を含むが、両溝が字切図に認められず、中世～近世

 の遺構と考えられるSD6017に切られているため、近世磁器は後世の流れ込みと推定される。ま

 た、溝の時期は、古代から中世というにとどめる。

SD6017

 調査区を東西に横断して検出され、東側は15区のSD5002より続いており、西側は落衣長者屋

 敷遺跡まで続いている。東側ではSD6009に切られ、SD6107を切っている。また、中程ではSD6037・

 6038を切っている。溝幅は2～2.5m、深さは0.5m程を測り、2期の中では規模の大きい溝で



 ある。覆土は、黒褐色砂を基本とし、木根などの撹乱が多数認められる。

 遺物は、須恵器や縄文土器の小片が認められるが、15区のSD5002で述べたとおり、中世～近

 世の所産と考えられる。また、溝の機能も同じように排水溝と考えられる。

 SD6004・6107

 調査区の東端、22～25-291～293Gに位置し、両溝が重複して検出された。SD6004は、幅1.5

 ～2.5m程が検出され、深さは15cmと非常に浅い。SD6107は、幅1.5～3m、深さ0.5mを測

 る。覆土は、黒褐色または暗褐色の微砂または砂質シルトを基本とする。

 SD6107の底面からは、五輪塔の地輪と推定される46-3と獣骨および多数の礫が検出された。

 46-3は、西隣に位置するSD6017から出土した五輪塔と同じ凝灰岩で造られているため、同一

 の五輪塔であった可能性が高い。また、骨は分析の結果、馬の骨と判明し、これもSD6010から

 検出されたRX4との関連が考えられる。このため、SD6107とSD6010は、同時期に存在し、密

 接な関係があったと推定される。

 IV出土した遺物

 当遺跡からは、整理箱数にして約280箱の遺物が出土した。その内訳は、土器・陶磁器類が188

 箱、石器2箱、石製品34箱、木製品54箱、鉄製品1箱である。旧石器から近世まで幅広い時期の

 遺物が出土しているが、やはり須恵器・土師器などの奈良・平安時代の土器が、そのほとんど

 を占める。以下、種別、時代、調査区毎に分類して述べる。

 1縄文土器

 全調査区を合わせても整理箱半分に満たない程度の出土である。遺構との関連は考えられず、

 溝跡の覆土中やロームマウンドからの出土であったため、今回は実測図を掲載していない。縄

 文中期の深鉢片や口縁部の突起等が出土しているものの非常に少量である。2期に隣接する高

 瀬山SA地区や高瀬山1期からは、縄文時代の遺構が検出されているため、流れ込みと解される。

 2奈良・平安時代の土器

 1)10区

須恵器

 10区全体の16%を占める。竪穴住居や土坑からの出土が大半を占め、他調査区に比較して竪穴

 住居内の須恵器出土割合が土師器より高い。主な器種は、蓋・坏・有台坏・壷・小型壷・甕・横

 瓶である。蓋は全て天井部の切り離しが回転ヘラ切りで、器高は様々であるが、一様に天井部

 と体部の境が判る平笠タイプである。つまみは、崩れた擬宝珠形のもの(1-10・7-12・13)

 やリング状のもの(2-1・4-8)が認められる。坏は、ST848(5-9)・SK310'(7-1

 ～4)出土以外は、全て底部切り離しが回転ヘラ切りで、体部下半にヘラ削りの施されている

 もの(5-7・6-2)、底部が丸く張り出して不安定なもの(4-13)、底部に櫛描き状のも
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 のが認められるもの(7-17)がある。底部は大きく、体部が直線的に立ちあがる逆台形状のも

 のと、底部と体部の境目が若干丸みを帯びたものに別れる。有台坏は、崩れた稜碗型(1-2・

 3・4・2-2・3・5-4)のものと、底部と体部の境目がないもの(5-3)が認められ

 る。壷は、体部外面にハケ目があるもの(1-13)、体部外面にケズリとタタキ、内面にナデを

 施したもの(2-10)が認められる。甕は、全て破片であるが、大型甕の口縁部(2-12)、短

 頸壷の口縁部分(2-11)等が認められる。横瓶は、閉塞部分が出土している。(2-16・3-10)











土師器

 10区全体の82%を占める。他調査区に比較して竪穴住居内の土師器出土割合が須恵器より少な

 く、その中でも長胴甕の占める割合が少ないことが特筆される。土師器には、ロクロ土師器・ロ

 クロ未使用土師器・内黒土師器を含むものとする。(土師器・赤焼土器については、今までに様々





 な論説が展開されてきたが、本遺跡については平野山古窯跡群との関連が強いと考えられるた

 め『平野山古窯跡群第12地点遺跡第2次発掘調査報告書』を踏襲するものとする。)

 主な器種は、甕・堝・甑・内黒土器の坏・椀に大別される。甕には、長胴甕・中型甕・小型甕

 が認められる。長胴甕は、目縁から体部上半にかけて残存するものを図化したため、調整の判

 るものが少ないが、ロクロ使用の後、体部外面上半にカキ目及びタタキ、下半にケズリ、体部

 内面上半にハケ目、下半にナデが施されているものが多い。ロクロ未使用のものは少なく、口

 縁部内外面に横ナデ、体部外面にハケ目、体部内面にナデが施されている。(6-19)口唇部は、

 摘み出さないものがほとんどどある。中型甕は、ロクロ使用のものがほとんどで、体部外面に

 ケズリ、内面にハケ目が施されているもの(1-6・14・5-14・6-10)が認められるが、未

 調整のものが多い。小型甕は、ロクロ未使用で底部穿孔のもの(1-5)がある。この他に、短

 頸型で体部上半に最大径をもつもの(3-7)もある。禍は、全てロクロ使用で、体部外面に

 カキ目とケズリまたはタタキ、内面にハケ目を施している。7-8のみ小さい把手が残存し、内

 面に把手を付けた際の指頭痕が認められる。甑は、体部下半外面にタタキとケズリ調整を行なっ

 ている。(3-7)内黒土器は、比較的深く法量の多い椀形がほとんどである。黒色処理の認め



 られない7-18は、外面にケズリ、内面に細かいミガキが施されているが、黒色未処理の坏であ

 ろうか。

 ST168の土器組成

 10区において、器種・数量共にまとまって出土している。床面からの出土は少ないが、床面と

 覆土中の遺物の時間差はあまり感じられない。蓋は、裾が広がらない平笠タイプである。坏は、

 底径が大きく、体部が直線的に立ちあがる逆台形タイプ(2-7・8)で、底部と体部の境目

 が丸みを帯びる形態(2-6)も共伴している。また、有台坏は、底部と体部の問にかすかに

 稜がのこる。これらの形態より8世紀第2四半期から第3四半期に属するものと推定される。器

 種は、多種多用であるが、煮炊具が若干少ないのは、残存しにくいというより、時期的に普及

 していなかったためであろうか。

 2)11区

須恵器

 11区全体の26%を占める。竪穴住居からのまとまった出土が少ないが、他調査区に比較して須

 恵器の割合が高い。主な器種は、坏・有台坏・台付皿・壷・小型壷・甕である。坏は、全て底

 部切り離しが回転糸切りで、底径が小さく内湾ぎみに立ち上がり、口縁が外反するもの(9一

 6・7・10-1・2・3・11-2)と、体部から口縁まで直線的に立ちあがるもの(9-8)と、

 器高が高く碗型を呈するもの(9-9)がある。有台坏は、崩れた稜碗型のもの(9-1)と、

 底径が大きく、体部下半に回転ヘラケズリを施しているもの(9-3)がある。台付皿は、台

 と器高が低く、口縁部が外反するもの(10-7)が1点出土している。壷は、回転糸切りの底部

 のみの出土であるが、台の痕跡は認められないため、短頸タイプの壷と推定される。(11-4)

 小型壷は、底部から体部にかけて残存しており、体部下半に回転ヘラケズリが施されている。底

 部には、台が付着し易いように施したと思われる多数の櫛目が認められる。甕は、破片のみで

 あるが、外面にタタキ、内面にアテ調整が行なわれている。墨書土器が4点出土しているが、全

 てSE2136からの出土である。

土師器

 11区全体の73%を占める。器種は、坏・台付皿・甕・内黒土器の椀がある。坏は、底部切り離

 しが回転糸切りで底径が大きく、体部が直線的に立ち上がり、器高が高いものである。(10-10)

 山形県の内陸部においては、あまり認められないタイプである。台付皿は、底部のみの出土で、

 須恵器の台付皿に比較してかなり高い。坏と台付皿は、山形県の内陸部においてはあまり認め

 られないタイプである。また、明らかに他の土師器と胎土・焼成が異なっており、生産地の違

 いを想定させる。甕は、やはり小型甕・中型甕・長胴甕がある。9-2の小型甕は、ロクロを

 使用していない。中型甕は、ロクロを使用した後、無調整のもの(9-10～14)と、体部外面下

 半にケズリ、内面にハケ目調整を行なったもの(10-11)が認められる。ロクロ未使用のもの(11
 一1)は、口縁内外面に横ナデ、体部外面にケズリ、体部内面にナデ調整を行なっている。長

 胴甕は、全てロクロ使用のものであるが、体部の膨らみ方が微妙に異なる。調整は、体部外面

 上半には横方向のハケ目またはタタキ、下半にはケズリを施している。9-5の口縁部には、タ
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 タキが認められることから、タタキ調整を行なった後、「く」の字状に折り曲げたと推定される。

 また、9-16の体部外面上半には、人の爪跡のようなものが多数確認された。内黒土器椀は、ロ

 クロを使用した台付きで、内面のロクロ痕にかすかに黒色が認められる。(10-12)

 ST2007の土器組成

 須恵器坏・土師器の中型甕と長胴甕という偏った組み合わせである。そのほとんどが床面から

 の出土であるため、同時期に使用されたものと推定され、須恵器坏の形態から9世紀第3四半

 期の所産と考えられる。10区のSTやST2001・2006と比較すると、かなりの時期幅が想定され

 るため、その器種構成も変化している。須恵器は、蓋・有台坏・壷・甕等がなくなり、それら

 を補完するかのように、大小様々な土師器甕が使用されたことが窺われる。



SE2136

 全て覆土中の出土であり、保存状態が良好で、器種は多種多様である。須恵器坏の形態から9

 世紀第4四半期の所産と考えられる。段皿・土師器坏・内黒碗・中型甕もほぼこの時期に属す

 るものと推定されるが、小型壷は、その形態と調整から8世紀末～9世紀初頭のものと推定さ

 れる。甕については、小片であるため判然としない。10-4・7は、墨書としては頻繁に出土す

 る「貞」と記されているが、10-5・6の墨書は、判読することができなかった。

 3)12区

須恵器

 12区全体の18%を占め、竪穴住居からまとまって出土している。器種は、蓋・坏・有台坏・双

 耳坏・壷・甕・横瓶・こね鉢である。

 蓋は、ほとんど平笠タイプであり、10・11区で出土しているもの以外の形態を以下に記す。宝

 珠形のつまみを持ち、器高が高く、大型のもの(22-14)、崩れた疑宝珠形のつまみを持ち、器

 高がやや高く、天井部に回転ヘラケズリ調整を行なっているもの(17-1・22-3・5・29-2)、

 器高がやや低く、口縁部端が屈曲するもの(12-7・8・18-1・22-12・15・32-1)、器高

 が高く、天井部と体部の境が丸みを帯び、口縁部端が垂直なもの(19-4・6)と、やや内傾し

 たもの(12-1)、天井部と体部の境が角をなし、口縁端が屈曲するもの(26-2・3)、リン

 グ状のつまみを持ち、器高が非常に低く、口縁部端が屈曲するもの(25-1)がある。

 坏は、10・11区出土以外に、底径がやや小さく、底部を手持ちヘラケズリ調整おこなっている

 もの(17-6)、底径が大きく、体部下を回転ヘラケズリ調整行なっているもの(23-12・29一



 9)、器高と底径が大きく、底部が丸みをもつもの(12-9・12)、底径が大きいが、器高が低く、
 体部が外半するもの(18-7)等が認められる。

 有台坏は、10・11区で認められた崩れた稜碗タイプの他に、底部と体部の境目が明瞭で、体部
 が直線的に立ちあがるもの(12-2・13-3・19-7・10・23-10・30-2・3)、反対に底部と

 体部の境目が丸みを帯びて不明瞭なもの(17-5・18-2・30-1)、底径が小さく、体部が外

 反して器高が高いもの(16-4・6)、口径が小さく、体部が直線的に外反する双耳坏類似のも
 の(19-8・9・23-18)が認められる。

 双耳坏は、2点認められるが、22-7の把手は残存せず、体部のやや下部に痕跡がある。26一

 9は、体部上部に把手が付き、大きく外側に開く。

 壷は、ほとんど破片であるが、口径が大きく、短い口縁と体部上部に最大径をもつ22-20と25

 一4は比較的保存状態がよく、体部下半に丁寧なケズリを施している。また、長頸壷の口縁部
 (24-1)、短頸壷の底部(28-4)等が認められる。

 甕は、遺跡の規模に比較して非常に少なく、やはり破片のみの出土であるため、その形を推測
 することができない。

 横瓶は、1点のみの出土で10区同様閉塞部分の出土である。(13-5)

 こね鉢は、2期において1点のみの出土で、30-13は口縁部の鍔部分である。

土師器

 12区全体の79%を占め、竪穴住居からまとまって出土している。特に、長胴甕はほとんどの竪

 穴住居から出土している。器種は、蓋・坏・甕・堝・鉢、内黒土器の坏・鉢が認められる。

 蓋は、12区で1点のみの出土である。(30-17)平笠タイプであるが、須恵器のような天井部

 と体部の境目はなく、口縁部の高さと器高がほぼ同じで、天井部には回転ヘラケズリ調整が施

 されている。形からは須恵器のようであるが、色調は橙色を呈し、胎土は粗いことから、土師
 器と判断した。

 坏は、ロクロ使用のものと未使用のものがあり、未使用のもの(26-17)は、底径が小さく、

 体部が直線的に外反する。ロクロ使用のものは、底部切り離しがヘラ切りのものと糸切りもの

 が認められ、糸切りのもの(23-1・30-18)は、底径が小さく、体部が内湾ぎみにたちあがる。

 ヘラ切りのものは、底径が大きく、その形態は微妙にことなっており、底部にケズリ調整を行

 なっているもの(12-4・13-9)や、ハケ目調整を行なっているもの(18-8)がある。

 甕は、小型甕・中型甕・長胴甕がある。小型甕は、ロクロを使用しており、底部外面に回転へ

 ラケズリ調整を行なっている。(23-4・31-9・10)中型甕は、最大径がそれぞれ口縁・体部

 上部・体部中央部と様々であり、口径が大きく、器高が低いもの(13-21・17-19・28-14・31

 一6)等も認められる。底部は、切り離しが静止糸切りのもの(21-2・3)、削り調整を行なっ

 ているもの(21-1・31-3)、木葉痕の認められるもの(27-4・5)がある。25-11は、底
 部と体部を別々に製作したためか、糸切り痕の底部が2段になっている。

 長胴甕は、ロクロ使用のものがほとんどであるが、未使用のもの(14-6)も若干認められる。

 しかし、ロクロ使用のものであっても、体部下部はその状態からロクロ未使用で製作している
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 ものと考えられるため、体部下部のみでは、ロクロ使用かどうかは判別しにくい。胴部の膨ら

 みは、やや上のものとほぼ真中のものと、頸部下からほとんど膨らまないものがある。調整は、

 外面がタタキ・カキ目の後ケズリを施しており、内面がカキ目・ハケ目・ナデが施されている。

 12区同様、頸部にタタキの認められるものもある。(12-18・14-1・7・18-11・20-1)底

 部は、平底と若干中央部分が膨らんだもの(14-1・15-8・18-11・25-6・7)が認められ

 る。後者のものは、ケズリやナデ等の調整を丁寧に施して、器厚が薄く仕上げられている。底

 部のみの出土も認められる。(26-11・21-15)あえて丸底を意図して製作したとは思われず、口

 縁部を下にして焼成した際に、器内の空気が膨張して生じたものであろうか。これらの例は、今
 まであまり認められなかったため、今後、検討を要する。

 蝸は、丸底タイプ(19-19・20)が、口径が大きく、器高が低く、平底タイプ(13-1・13一

 22・20-14・29-7・31-5)は、器高が高い。調整は、体部外面にカキ目・タタキ・ケズリ、

 内面にハケ目・ナデが施されている。把手が残存するものは、わずかである。

 鉢は、完形品がないため、判然としないが、調整などは堝と同様である。

 内黒土器の坏は、ロクロ未使用で、底径が比較的小さく、体部が内湾しながら立ちあがる。器

 高が高く、法量の多い碗タイプのものが認められるが、全て坏として一括して述べることとす



















 る。調整は、口縁部外面は横ナデ、体部外面はケズリ、体部内面はミガキを施している。底部

 には、木葉痕の認められるもの(26-20・29-11)もある。

 内黒土器鉢は、1点のみの出土で、ST7052から出土している。ロクロは使用せず、丸底に近

 い平底で、体部は大きく外反しながら立ちあがる。調整は、体部外面にケズリ、内面にミガキ

 を施している。

黒色土器

 黒色土器壷は、体部のみの出土で、台付きの体部上部が膨らむタイプである。外面が黒色処理

 されており、丁寧にミガキ調整が行なわれている。

 ST7010の土器組成

 須恵器坏・土師器甕・堝が認められるが、長胴甕がまとまって出土している。ほとんどが床面

 からの出土であるが、ロクロ使用のものと未使用のものが混在しており、その形態や調整方法

 は若干異なっている。14-1～4は、カマドの心材として使用されたものと考えられるため、竪

 穴住居使用時期のもの推定される。須恵器坏が8世紀第3四半期の所産と考えられるため、こ

 れらの長胴甕も同時期のものと考えられる。





 ST7014の土器組成

 須恵器坏・有台坏・甕、土師器小型甕・中型甕・長胴甕・鉢からなる。須恵器坏は、器高と底

 径が小さく、体部が大きく外反するタイプ、有台坏は、器高が高く、底径が小さいことから、2

 期の中では比較的新しい9世紀第3四半期の所産と考えられる。甕は、破片であるため、その

 形態は判然としないが、かなり大型のもので、外面に平行タタキ、内面に同心円と平行アテ調

 整が行なわれている。土師器は、全て小破片であるが、体部が丸く膨らむ中型甕(16-9)や、



 口縁部を若干外反させた鉢と推定されるもの(16-14)も認められる。

 ST7023の土器組成

 須恵器蓋・坏・有台坏・土師器中型甕・長胴甕とからなる。須恵器は、全て床面出土で、崩れ

 た擬宝珠型のつまみをもつ蓋(17-1)や、体部下半に緩い稜のある有台坏(17-4)、体部下

 半と底部に手持ちヘラケズリ調整のある坏(17-6)等、8世紀末の所産と考えられるものが多

 い。しかし、19-2・3は、その形態と口縁端部が内傾していることから、やや新しい様相を呈

 していることから、9世紀第1四半期の所産と考えられる。

 中型甕は、ほぼ同じ大きさで、体部下半に回転ヘラケズリを施しており、体部内面には丁寧に

 ハケ目が施されている。また、長胴甕は、体部外面上部にカキ目とタタキ、下部にケズリ、体

 部内面には横方向のハケ目と縦方向のハケ目が施されている。17-17の体部外面には、製作時に

 付いたと考えられる指頭痕が多数認められる。

 ST7026の土器組成

 須恵器蓋・有台坏、土師器中型甕・長胴甕・鍋、内黒土器坏と多器種で構成され、2期で最も

 遺物のまとまりのある住居である。須恵器は、蓋は器高の高さや天井部の回転ヘラケズリ調整

 等から、有台坏は体部下半に緩やかな稜が認められること等から、8世紀第4四半期の所産と

 考えられる。土師器中型甕は、口縁部下に指頭痕の認められるもの(19-18)や、底部に木葉痕

 の認められるもの(19-17)等がある。長胴甕は、ほとんど床面からの出土であり、タタキ・ケ

 ズリ・カキ目等が丁寧に施されている。渦は、2期全体でも出土数が少ないが、本住居におい

 ては、2点出土している。2点とも口径が大きい丸底タイプで、体部外面にタタキとケズリ、内

 面にナデが施され、同時期の所産と考えられる。









 ほとんどの土器が床面からの出土であり、それぞれの器種の形態が似ていることから、あまり

 時間の幅がない遺物群であると推定される。しかし、遺物量の多さに比較して、当時の必需品

 とも言うべき須恵器坏の出土が、非常に少ないことが特筆される。

 ST7027の土器組成

 須恵器坏・有台坏、土師器坏・中型甕・長胴甕・堝から成る。この器種構成は、2期の竪穴住

 居で最も基本となるものである。須恵器坏は、底径が大きく、体部が直線的に立ちあがるタイ

 プで、土師器坏もほぼ同じ形態であるが、須恵器よりやや径が大きい。土師器中型甕は、体部

 の膨らみ方や口縁部の形態は似ているが、底部の調整はそれぞれ異なっている。長胴甕は、多

 数出土しているが、保存状態は悪い。口縁部が「く」の字形に大きく外反し、端部の面が作ら

 れたもの(21-6・7)と、口縁が短く、ゆるく外反しているもの(21-9)が認められる。堝

 は、器高が高く、底径が小さく、体部が大きく外反するタイプである。体部外面には、格子目

 状のタタキとケズリが施され、体部内面には横方向と縦方向のハケ目が施されている。これら

 の遺物群は、須恵器の形態から、8世紀の第4四半期の所産と考えられる。



 ST7034の土器組成

 須恵器蓋・坏・短頸壷、土師器長胴甕からなる。須恵器蓋は、リング状のつまみを持ち、器高

 が低く、口縁部が内傾している。また坏は、底径と器高が小さく、体部が直線的に外反する。こ

 れらの形態から、9世紀第2四半期の所産と考えられる。25-4は、口縁部が直線的に立ち上が

 り、体部中央部が丸く膨らむ短頸壷である。土師器は長胴甕のみの出土で、ほとんど床面から

 の出土であるため、胴部の膨らみ方や調整の仕方等、同じような特徴が認められる。また、25一

 4・9の口縁部のように、端部を摘んで丸く仕上げるタイプは、他の竪穴住居ではあまり認め

 られない。

 SB7032の土器組成

 掘立柱建物からの遺物出土は、ほとんど認められないが、当住居のP2覆土中より須恵器蓋3

 点がまとまって出土した。3点とも天井部と体部の境目が角をなし、口縁部が若干内傾してい

 る。29-1の天井部には、「花」と墨書されており、29-1・2の天井部は、回転ヘラケズリ調

 整が行なわれている。これらは、建物廃絶時に埋納されたものと推定され、その形態から全て

 9世紀第1四半期の所産と考えられる。



 4)13区

須恵器

 13区全体の28%を占める。須恵器の占める割合が最も高い調査区で、特に多量の遺物が出土し

 たST3004においては、多量の須恵器が出土している。器種は、蓋・坏・有台坏・双耳坏・甕・

 壷からなる。

 蓋は、山笠タイプと平笠タイプが混在しており、口縁部が内傾するもの(32-1・33-1・2・

 5・36-16)が多く認められる。また、宝珠形のつまみをもち、器高が高いもの(36-1)、体

 部が山笠を呈し、リング状の大きいつまみをもつもの(33-6)等が認められる。

 坏は、底径が大きく、体部が直線的に立ちあがる逆台形のもの(33-20・21・25・26・36-7・

 10)、底径と器高が大きく、体部が内湾しながら立ちあがるもの(34-5・7～9・11・12・36

 一6)、底部と体部の境目が丸みを帯びているもの(27-1・34-4・33-22)、12区にも認めら

 れたような底部が丸みをもつもの(34-1～3・37-1)等が認められる。

 有台坏は、崩れた稜碗タイプのもの(33-9～11・36-2・4)、体部と底部の境目を丸く仕

 上げており、台が外側に開くもの(33-13・14)等が認められる。33-18は、台が残存していな

 いが、底部切り離しが回転ヘラ切りで、非常に大型のものである。

 双耳坏は、耳1点のみの出土である。(34-15)

 貯蔵具は、全て破片であり、その形は判然としない。34-16は、大型甕の口縁部であるが、34

 一17が同一個体の可能性が考えられる。34-13は、短頸壷と推定されるが、体部外面にタタキ調

 整が行なわれているのは特筆される。

土師器

 13区全体の70%を占める。器種は、中型甕・長胴甕・堝・台坏鉢、内黒土師器の坏が認められ

 る。

 中型甕は、全てロクロを使用しており、外面下部にケズリ調整を行なっているもの(32-4・

 35-4・8・36-14・37-12)、体部内面にヘラナデを行なっているもの(32-5)が認められ

 る。

 長胴甕も全てロクロを使用しており、丸底タイプ(37-2・8)、平底タイプ(37-3)、12区

 同様に底部中央が膨らんだもの(37-9)があり、タタキ調整を行なった後、頸部を折り曲げた

 と考えられるもの(37-3)も認められる。

 堝は、2点認められ(35-11・12)、体部外面に細かいタタキ調整が行なわれている。

 台付鉢は、2点のみの出土であり、破片であるため、その形を推定することは難しいが、宮城

 県において若干出土しているタイプのものと推定される。両者ともロクロを使用しており、35一

 14は、台と鉢の接続部分と推定され、台には鍵穴状のすかしが認められ、外面にはハケ目調整が

 行なわれている。36-18は、台部分で前者に比較すると内湾しており、外面にケズリ、内面にナ

 デ調整が行なわれている。これらは、胎土の色調・質が他器種と異なっており、生産地の違い

 を想定させる。また、36-15は、胎土の色調・質が台付鉢と似ていることから、台付鉢の鉢部分

 の可能性も考えられる。
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 内黒坏は、完形でないため、判然としないが、35-9と36-13は器高が高く、大型で鉢のよう

 な器形である。また、36-12は、体部外面全面にケズリを施されている。

 ST3004の土器組成

 須恵器の蓋・坏・有台坏・双耳坏・甕・壷、土師器の中型甕・堝・台付鉢、内黒土器坏が出土

 している。遺構の規模に比例して、2区の中でも最も遺物がまとまって出土している竪穴住居

 であるが、特に須恵器の数は著しい。住居は、拡張前と拡張後の2時期が確認されているため、

 やはりそれに伴なう遺物も確認されている。(拡張前の遺物は、少量であるが、実測図に旧Y・

 旧Fと表示している。)蓋・坏では、拡張前の遺物が拡張後の遺物より旧いことは、窺われない

 が、有台坏においては、崩れた稜碗タイプの33-9が床面より出土している。拡張後の覆土から

 は底部切り離しが回転糸切りのもの(34-11・12)や、体部中程から外反しながら立ちあがる(34

 一5・8)比較的新しい9世紀第2四期に否定されるものも認められる。もちろん、拡張後の

 床面においても、8世紀代と推定される遺物は混在しているが、やはり拡張前の遺物の方が比

 較的旧いことが判る。これらの遺物より拡張前は、8世紀の第4四半期に、拡張後は9世紀第

 1～2四半期に想定される。



 土師器においては、堝が2点出土しているものの他住居で認められるような煮炊具が非常に少

 ない。一方、台付鉢の存在や住居の規模から、単なる住居としてだけではない性格を想定させ

 る。





 5)14区

須恵器

 14区は、遺物の出土が少なく、竪穴住居からも12・13区のようなまとまった出土は認められな

 い。須恵器は、全体の14%を占める。器種は、蓋・坏・有台坏・壷・甕が認められる。

 蓋は、平笠タイプで、器高が低く、口縁部が屈曲するもの(38-3)、天井部に墨書があるも

 の(38-4)、長い口縁部がやや内傾しながら立ち上がり、つまみの付かない形態のもの(40一

 ジ11)が認められる・
 坏は、ロクロのラインが明瞭で、体部が内湾しながら立ち上がるもの(38-5)、器高と底部

 が大きく、体部が直線的に立ちあがるもの(39-6)、底部と体部の境目に手持ちヘラケズリ調

 整の施されたもの(40-8)が認められる。

 有台坏は、3点出土しているが、いずれも底部と体部の境目がやや丸みを帯びており、底部が

 回転ヘラケズリ調整されているもの(38-18)もある。

 甕は、他調査区においてはあまり認められなかったが、14区においては遺物が少量であるにも

 関わらず、多く出土している。特に、ST4072からは破片ではあるが4点出土しており、口唇部

 を外側に摘み出したもの(39-7)、短頸のもの(39-10)、丸底のもの(39-9)が認められ

 る。

 壷は、1点のみの出土であるが、口縁が短く直立し、体部が丸く膨らみ、体部下半にケズリ調

 整が行なわれている。(38-14)

土師器

 14区全体の83%を占める。器種は、小型甕・中型甕・長胴甕・禍、内黒土器の坏が出土してい

 る。

 小型甕は、ST4071から1点出土するのみであるが、ロクロを使用しているわりには、やや歪

 な形状である。

 中型甕は、ST4001から出土している2点は、ロクロ未使用で、38-1は口縁部に横ナデ、体

 部にハケ目調整を行なっており、38-2は丸底を呈し、横方向の細かいハケ目が施されているこ

 とから、やや旧く8世紀中頃の所産と考えられる。その他は、全てロクロを使用しており、底

 部に回転ヘラケズリ調整をしているもの(38-6・7)、体部内面にハケ目調整しているもの(38

 一16)、体部外面・内面にハケ目調整しているもの(40-5・10)が認められる。

 長胴甕は、全てロクロ使用のもので、口唇部を内側に摘みだしているもの(38-8)、12・13

 区で認められたような底部中央部が膨らんだもの(39-2)、頸部にタタキの認められるもの(39

 一3)等がある。また、39-3の底部内側には、指頭痕が認められる。

 堝は、2点出土しており、38-19は長胴甕と同じように頸部にタタキが認められ、40-1は平

 底タイプで体部内外面にケズリ・ハケ目等、細かい調整が施されている。

 内黒土器の坏は、ST4074から1点のみ出土しているが、黒色処理は残っていず、内面にミガ

 キの痕跡が残る。小破片であるためその形を想定することは難しい。
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 6)15区

須恵器

 15区全体の5%を占める。12・13区のように竪穴住居からのまとまった出土は認められない。

 器種は、蓋・坏・有台坏のみである。





 蓋は、2点認められ、どちらも平笠タイプで目縁が直立するものである。(42-5・11)坏は、

 全て底部が回転ヘラ切りで、やや丸底を呈し器高が高いもの(41-1・2)と、底部が大きく体

 部が直線的に立ち上がるもの(41-7・42-10)が認められる。有台坏は、崩れた稜碗型のもの

 (42-9)と、底部と体部の境目が丸く仕上げられたもの(41-8)が認められる。



土師器

 15区全体の92%を占める。出土数は少ないが、ST5032・5033のカマドの心材には長胴甕を2

 個体設置している。器種は、中型甕・長胴甕・禍が認められる。

 中型甕は、全てロクロを使用しており、体部下半に回転ヘラケズリ調整を施しているもの(41

 一4・10)、ケズリ調整を施しているもの(42-1)が認められる。長胴甕は、ロクロ未使用の

 ものとロクロ使用のものがある。41-5は、ロクロ未使用で体部外面に縦方向のハケ目、体部内

 面に横方向のハケ目が施されている。ロクロ使用のものは、全て体部外面にカキ目の後ケズリ

 調整を行なっており、体部内面にはカキ目とハケ目調整が行なわれている。体部外面上半にか

 すかにタタキ調整の痕跡が認められるもの(41-13・14・42-3)や、口縁部にタタキが認めら

 れるもの(41-6)がある。堝は、口縁から体部のみであるため、その形状を想定することは難

 しいが、口唇部が肥厚するもので、体部外面にケズリ、体部内面にカキ目が施されている。

 7)16区

須恵器

 16区からは、遺物がほとんど出土していず、実測可能なものは42-12のみであることから、古

 代の遺構はほとんどないものと推定される。甕の小片である42-12は、SD6017からの出土で流

 れ込みと考えられる。外面にタタキ、内面にアテ調整が認められる。

 3中・近世陶磁器

 中・近世の遺構は、竪穴住居・井戸・墓坑・土坑・方形周溝状遺構・道路状遺構・溝等多数検

 出され、2期の性格を語る上で大きな位置を示している。しかし、それに反し、中・近世の遺

 物は非常に少なく、それらの遺構であっても古代の土器の中に1・2点混じる程度で、全体の

 出土量は、1%に満たない程である。

 最も多く出土したのは、かわらけであるが、ほとんど図化不可能な小片であった。SD908から

 出土した43-1は、ロクロ使用の小型のもので、13世紀頃の所産と考えられる。SK914から出土

 した43-2は手づくねの大型のもので、製作時に付いたと思われる指頭痕が認められ、13世紀頃

 の所産と考えられる。この他、ST855等から小片が出土している。珠洲系陶器は、3点出土して

 いる。SK924から出土した43-4の甕は、体部外面に平行タタキ、内面にアテが施されており、

 12世紀後半の所産と考えられる。SD5119から出土した擂鉢は13世紀の所産と考えられ、前述し

 たが道路状遺構等の時期を判断する資料となった。43-6は、甕の体部片であるが、時期は不明

 である。連弁を施す青磁碗の43-3は、43-4と同じSK924から出土し、ほぼ同時期の所産と考

 えられる。43-8は、唐津焼の碗、42-9は、楽焼の碗と考えられる。43-10の小型甕は、産地

 は不明であるが、褐色の胎土に黄褐色の釉が施されている。43-7は、内面に格子状の卸し目の

 ある擂鉢、43-11は、赤褐色の胎土に濃緑色の釉が施された甕の体部片と考えられ、両者ともに

 在地産の可能性が高い。
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 4石器

 高瀬山遺跡2期の各調査区からは、133点の石器が出土した。今回出土した石器は、石核・石

 鏃・石匙・石箆・削器・打製石斧などに分類した。器種ごとの出土数と出土地区の関係は下の

 ようになる。このなかで今回図示した資料は9点である。

 石器の出土状況は、大部分が古代・中世の遺構の覆土からの出土で、流れ込みと考えられる状

 況であった。しかし、44-5の石鏃は縄文時代の陥し穴と考えられる土坑(SK5081)から出土

 した。縄文時代の住居などの生活に関わる遺構の分布が希薄だったために、調査面積の割には

 石器の出土数も少なかったと思われる。調査区内で検出された縄文時代の遺構として、陥し穴

 と考えられる土坑が58基検出されており、出土した石器が石鏃や石匙・削器など狩猟や動物の解



 体に関わる石器や、打製石斧など穴掘りに関わる石器が出土していることを考えあわせると、遺

 跡の性格をよくあらわした石器組成を示しているといえよう。

 石核や剥片・チップが出土しているが、接合関係が見られないことや母岩が異なることから、

 調査区内で石器製作が行われたとは考えにくく、刃部再生などの必要に応じた再調整が行われ

 たと考えられる。また、出土した頁岩の原石は、大きさは人頭大の円礫で、遺跡の南側を流れ

 る最上川の河床で見られるような頁岩であるが、人為的な打撃痕が見られないことから、石器

 製作以外の目的で持ち込まれた可能性も否定できない。

 図示した石器で44-4は弥生時代と考えられ、それ以外は縄文時代と考えられる。そのなかで

 も、44-1・6は前期頃、44-5・7・8・9は中期以降、44-2・3は後期以降と考えられる。

 石鏃(44-1～5)

 44-1:横長剥片を素材とする無茎鍍で、先端部をわずかに欠損する。押圧剥離によって成形

 され、基部が最後に作出されている。

 44-2:剥片を素材とする完形の有茎鏃で、横断面は菱形をなし、押圧剥離によって成形され

 ている。

 44-3:横長剥片を素材とする完形の有茎鏃である。押圧剥離によって成形されているが、基

 部の部分は間接打撃によって作り出している可能性がある。横断面は先端部は菱形をなし、中

 央部では素材の主要剥離面があるためかまぼこ形をなす。

 44-4:縦長剥片を素材とするアメリカ式の石鏃で、横断面はほぼ菱形をなしている。主要な

 成形は押圧剥離によるが、茎の扶入部は間接打撃によると思われる。

 44-5:やや分厚い剥片を素材とする完形の無茎鏃で、横断面は柳形をなしている。成形は間

 接打撃によると思われる。



 石匙(44-6～7)

 44-6:湾曲した縦長剥片を素材とする完形の縦形の石匙で、横断面はほぼ二等辺三角形をな

 している。所謂「松原形」と呼ばれる形態である。成形は、体部は腹面側から押圧剥離によっ

 て行われている。基部は、腹面と背面の両側から間接打法によって作り出されている。

 44-7:横長剥片を素材とする横形の石匙で、背面左側を欠損する。成形は、扶入部の作り出

 しはソフトハンマーによる直接打撃が考えられ、上半部の調整は間接打撃と思われる。また、下

 半部は形状を整えるための二次加工が施されており、素材末端の鋭さを生かすために急角度の

 剥離は行われていない。

 打製石斧(44-8～9)

 44-8:完形の優形の打製石斧で、背面側に2面の表皮面を残し、横断面は基部の部分ではか

 まぼこ形をなし、刃部ではレンズ状をなす。素材は腹面の様子から、礫剥片と考えられる。直

 接打撃による比較的大きな剥離で成形され、腹面側を平坦にし、縁辺を直線にするような剥離

 がみられる。刃部の背面と腹面には光沢が見られ、光沢の様子から長軸方向に沿った動きによっ

 て出来たことがわかる。また、基部の部分でも背面と腹面の稜の部分に光沢が見られるが、こ

 の場合は装着によって出来た磨石と考えられる。

 44-9:完形の優形の打製石斧で、背面側に3面の表皮面を残し、横断面は基部では楕円形を

 なし、刃部ではくずれた楕円形をなす。素材は分厚い礫剥片と考えられる。腹面側は、縁辺側

 からの直接打撃による大きな剥離面で成形されている。背面側は直接打撃による剥離と、間接

 打撃による剥離によって成形されている。基部には厚みや形状を整えるための丁寧な剥離が行

 われている。刃部の背面と腹面には、発達した長軸方向の光沢が見られる剥離面と新鮮な剥離

 面が見られることから、刃部再生が行われたことがわかる。背面側の刃部は全て刃部再生の行

 われた新鮮な剥離面で、腹面側は中央部の大きな剥離面が刃部再生が行われた剥離面である。基

 部の背面側と腹面の稜線上にも光沢が見られるが、これは装着痕と考えられる。また、基部か

 ら刃部にかけての縁辺には、両側を挟み込む力が加わった痕跡を示していることから、装着の

 時に縁辺に強い圧力が加わり、背面と腹面が押さえられるような装着方法が考えられる。また、

 背面側の表皮面の上部には垂直方向からの打撃痕が数カ所見られる。このことから、刃部再生

 を行ったために、刃部が急角度になりすぎたので、石器自体の厚みを薄くして鋭角な刃部を得

 ようと打撃を加えたが、剥離が思うように行えなかったために、刃部再生を行ったにもかかわ

 らず、石斧としての機能が発揮できなかづたことが考えられる。

 5石製品

 石製品は砥石・石塔・陽物・その他に分類した。時代は、いずれも古代～近世が中心で、一部

 近世と思われるものもある。そのうち、今回は砥石6点、石塔7点、陽物1点を図化した。

 砥石(45-1～6)

 ほとんどが奈良・平安時代の竪穴住居からの出土であり、時期的にもその時期が考えられる。

 石材は、粒度が細かい凝灰岩・泥岩がほとんどである。また、図示はしなかったが、11区の16一
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 190グリッドから研磨痕のある粘板岩片が出土しており、砥石の研磨面の可能性がある。今回の

 調査では、完形もしくは形のわかるものは出土しなかったが、粘板岩製砥石の存在が考えられ

 る。その場合には、奈良・平安時代の住居址からは粘板岩製の砥石が出土していないので、石

 材による時期差があるのかもしれない。

 形態的には、①ほぼ立方体をなすもの(45-1・2・5)、②先端を欠くが角錐状で、横断面

 が菱形をなすもの(45-3・4)、③不定形をなすもの(45-6)、の3類に大別できる。さら

 に①は、器厚の厚いもの(45-1・5)と薄いもの(45-2)に細別できる。①と②は、素材は

 立方体に成形したものが用いられたが、使用の状況によって①のように立方体になったものと、

 ②のように角錐状になったものというように、使用状況の差が、形態の違いになってあらわれ

 たと思われる。また③の形態は、素材の形状に影響をうけることが大きいと思われる。大きさ

 も、長さが7～10cm前後の中形のものと(45-3～6)、3～5cmの小形のも(45-1・2)

 が見られる。小形のものには穴や抉りが見られないが、持ち運びの砥石と考えられる。また中

 形のなかでも、45-4・5は置砥石としても機能する大きさを持っていると考えられる。

 45-1:ST113から出土しており、研磨面は上端・下端以外の4面である。素材は角柱状で

 あったと考えられる。4面の研磨面とも平滑で、長軸に対して斜方向の擦痕が見られる。上・下

 端は断面の様子から折られた可能性がある。

 45-2:ST3017から出土しており、研磨面は上端・下端以外の4面である。素材は角柱状と

 考えられる。45-1と同様に4面の研磨面とも平滑で、長軸に対して斜方向の擦痕が見られる。

 上・下端には研磨面が見られないが、面自体は風化している。

 45-3:ST2007から出土しており、上端以外の5面が研磨面である。下端には1条の溝が見

 られ、断面はV字形をなす。5面の研磨面とも平滑である。素材は角柱状であったと考えられ

 るが、使用によって角錐状になったと考えられる。

 45-4:ST7014から出土しており、研磨面は上端・下端以外の4面である。研磨面は、側面

 の1面以外の3面は平滑で、長軸に対して斜方向の擦痕が見られる。研磨面の様子や大きさか

 ら、素材の段階からあまり使用が進んでいないと考えられる。

 45-5:ST7026から出土しており、研磨面は上端・下端以外の4面であるが、下端面には擦

 痕が見られる。研磨面には長軸に対して斜方向と直交する擦痕と、長軸方向のゆるやかな凹面

 の研磨痕がある。

 45-6:ST4071から出土しており、研磨面は5面で、うち3面の研磨面は平滑である。また、

 直交する溝(断面はV字形)と、多数の擦痕が見られる。本資料はほかの資料と異なり、素材

 の形状をあまり整えないまま使用されたことがうかがえる。

石塔

 石材は凝灰岩がほとんどである。砥石に用いられている凝灰岩と比較すると、より白色で、軟

 質なものが多い。

 大部分は五輪塔の一部分と思われるもので、石塔として完全なものはなく、石材によるものと

 思われるが風化の激しいものもある。時期的には、近世初頭のものが多いと思われる。
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 45-7:剥落しており全景はつかめないが、五輪塔の空輪の一部と考えられる。

 45-8:下半部が欠落してやや小振りであるが、五輪塔の空輪の一部と考えられる。

 45-9:上半部を欠落しているが、五輪塔の水輪と考えられる。

 46-1:五輪塔の空風輪で、一つの石材からつくられている。比較的遺存状態がよい。

 46-2:軒の反りは摩滅してよくわからないが、ほぼ全形を知ることの出来る資料で、五輪塔

 の火輪と考えられる。

 46-3:風化が激しいが、五輪塔の地輪と考えられる。

 46-4:欠落して全形がわからないが、五輪塔の空風輪の一部と考えられる。

 陽物(第212図5)

 46-5:SD5002から出土した。凝灰岩の棒状の自然礫を素材としている。金属器によって、

 素材の端部に全周の8割位の横方向の溝を切って頭部と体部の境を作り、その境に向かって体

 部側から削って頭部を作り出している。また、頭部の先端には1条の条痕が見られる。

 6木製品

 片ロ割物鉢(47-1)

 SK914の覆土中から出土し、上から見ると楕円形を呈する片口鉢である。木根部分を刳りぬい

 て、丁寧に削って仕上げている。県内では出土例のない形状であり、やや古い時期のものと思

 われたが、遺構の時期から中世の所産と考えられる。

 漆器椀(47-1)

 SK934の底面から出土し、挽物の漆器椀である。口縁部が欠損しており、2つに割れた状態で

 あった。内外面に漆を塗布しているが、底面のみ塗布していない。遺構から中世の所産と考え

 られる。

 挽物盤(41-7)

 SE7098の覆土中から出土し、ベタ高台の盤の小片である。他の出土遺物の時期より9世紀中

 頃の所産と考えられる。

 曲物(41-3～6)

 曲物の底板(41-3・4・6)と、側板(41-5)が認められる。2分の1程しか残存しない

 41-3・6は、小型の曲物であり、側板との結合方法は不明である。ほぼ完形で出土した41-4

 は、やや大型であり、側面に側板を結合していた木釘やその痕跡が認められる。41-5は、樺皮

 を残す側板の小片で、41-6と同一個体であり、中世の所産と考えられる。41-3・4、SE2136

 からの出土で、9世紀後半の所産と考えられる。この他に井戸枠として使用した大型の曲物も

 出土しているが、後述する。

井戸枠材

 井戸枠としては、剖物の井戸枠と板材を組み合わせたSE2136・7098、板材のみのSE4075、曲

 物のみのSE863・928・7051がある。

 SE2136は、丸太材を刳りぬいて作ったと考えられる48-1～3が円形に組まれ、この周りに
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 48-4～50-2の井戸枠材を組んでいた。48-1～4は、保存処理後、1と2、3と4を合わせ、

 縦方向に並べることによって丸木船であることが判明した。48-1～3の側面にはほぞ穴が認め

 られ、48-4の側面には櫓を固定するための刻みがある。直径80cm程の丸太材を半分に縦割り

 し、割りぬいて丸木船として使用したものと考えられる。高瀬山2期の南方150mには、寒河江

 川があることから、この川で使用したものを後に井戸枠として転用したものであろう。県内に

 おいては、藤島城跡や生石2遺跡から丸木船が良好な状態で出土しているため、今後比較検討

 を要する。49-1～50-2は、その加工痕から井桁として使用したもの(49-1・2)と、それ

 を支えるための添板として使用したもの(49-3～50-2)と考えられる。49-1・2・50-1

 には、ほぞ穴や細かい削りが認められ、転用材と考えられる。分析の結果、SE2136の樹種は、48

 一1～4がクリ、48-4～50-2がスギであることが判明した。

 SE7098は、丸太材を到りぬいて作ったと考えられる54-1・2が組まれ、その周りに50-3

 ～52-3が2～3段の井桁に、53-1～4が添板として組まれていた。53-5は、54-1・2と

 同様の割物材で、井戸枠の東側の部分であった可能性がある。54-1・2もSE2136同様丸木船

 の転用と考えられるが、保存状態が悪く結合することができなかった。各々、中央部分に直径

 5cm程のほぞ穴があるが、丸木船の加工であろうか。井桁は保存状態が良く、丁寧に削りが確

 認できるものもある。(50-4・52-1)分析の結果、SE7098の樹種は全てスギであることが判
 明した。

 SE4075は、55-1～57-2が井桁状に組まれ、その中に曲物、外側に添板が組まれていたが、

 曲物と添板は保存状態が悪かったために図化していない。井桁も保存状態が悪く、腐食してい

 るものが多く認められるが、57-1のように丁寧な削りが施されているものも認められる。分析

 の結果、これらの樹種は全てスギであることが判明した。

 SE863は、58-1の曲物が井筒として設置されていた。二重または三重の側板に3ヶ所の樺皮

 綴じがされている。側板内面には、縦方向のケビキが認められる。下部は数ヶ所穿孔されてい

 るため、底板と木釘で結合されていたものを転用したものと推定される。分析の結果、樹種は



 スギであることが判明した。

 SE928は、59-1の曲物が井筒として設置されていた。二重または三重の側板に2ヶ所の樺皮

 綴じがされている。側板内面には、縦方向のケビキが認められる。下部は数ヶ所穿孔されてい

 るため、底板と木釘結合されていたものを転用したものと推定される。また、側板と側板の間





 には、幅6cm、長さ30cm程の両端を削った板材が数枚挟まれていた。これは、曲物の形を整

 えるためのものであろうか。曲物の内部であるため、今までに出土例があるものかは判然とせ

 ず、今後の検討を要する。分析の結果、樹種はスギであることが判明した。

 SE7051は、60-1の曲物が井筒として設置されていた。二重または三重の側板に2ヶ所の樺

 皮綴じがされている。側板内面には、縦方向と格子目状のケビキが認められる。下部は数ヶ所

 穿孔されているため、底板と木釘結合されていたものを転用したものと推定される。分析の結

 果、樹種はスギであることが判明した。



 7金属製品

 用途不明のものや鉄犀等、多数出土しているが、明らかに道具として使用されたものを図化し

 た。保存状態の良好な1・2は、タイプの異なる鉄鏃で、Y字状を呈する2は、あまり認められ

 ない形である。3～9は、全て刀子片と考えられ、4には木質が付着し、5にはリング状のも

 のが認められる。10は、やや小振りの鎌と考えられるが、破損している。11は、SM6095の覆土

 中から出土した釘で、木質が付着していることから木棺(曲物等)に使用したものと推定され

 る。12～14は、具体的な使用方法は不明であるが、明らかに加工をしており、何らかの道具とし

 て使用したものと考えられる。

 これらの金属製品は、5・11以外は竪穴住居からの出土であるため、奈良～平安時代の所産と

 考えられる。













































 Vまとめと考察

 1まとめ

 今次、東北横断自動車道(寒河江～西川問)が計画され、高瀬山2遺跡についても68,600㎡が

 路線幅にかかることが判明し、調査を行なうこととなった。高瀬山遺跡は、他に1期・SA地区・

 HO地区の調査が同時に行なわれたが、2期はその中で北西側の細長い本道部分の調査区である。

 また、高瀬山遺跡の東側には三条遺跡、西側には落衣長者屋敷遺跡があり、遺跡名は異なるも

 のの、8世紀後半から9世紀を中心とした一連の遺跡であることが判った。

 2期は、平成6年度に予備調査(1次)が行なわれているが、本報告書は平成7年度(2次)

 と平成8年度(3次)の調査をまとめたものである。2年に亙る調査の結果、竪穴住居64軒、掘

 立柱建物42棟、井戸7基、墓坑13基、陥し穴58基、土坑458基、ピット1609基、方形周溝状遺構

 5基、溝跡105条、性格不明遺構1基が検出された。面積が約70,000㎡と広大なものの、遺構は高

 瀬山遺跡の他調査区と比較すると非常に少なく、遺構が希薄な地域であることが判明した。し

 かし、墓坑・方形周溝状遺構・道路状遺構等が確認され、集落というよりは、集落を機能させ

 るための遺構が検出された。これらの遺構は、遺物の出土が少ないため、今までに調査例が少

 なく、高速道路のような広い面積を調査しなければ確認の難しい遺構と言えよう。遺構の時期

 は、出土遺物より縄文時代・奈良～平安時代・中世・近世初頭であることが判った。以下、時

 期毎に遺構の概括を述べる。

 縄文時代の遺構は、陥し穴のみである。14～16区に58基の陥し穴が等間隔に列をなして検出さ

 れた。出土した遺物は、SK5081の石鏃1点のみであることから、時期を想定することは困難で

 あったが、県内における陥し穴の検出例より縄文前期初頭～中期の形態のものと推定された。そ

 の他に縄文土器片が溝跡等から出土しているが、全て流れ込みである。

 奈良～平安時代の遺構は、竪穴住居・掘立柱建物・井戸・土坑等、遺物出土遺構の大半を占め

 る。竪穴住居は比較的床面からの出土が多かったため、それらが8世紀後半から9世紀代に属

 するものと判明した。掘立柱建物は中世のそれと判別し難いが、竪穴住居とほぼ同時期のもの

 と考えられ、中にはSB2002やSB2003のように竪穴住居と一連の建物として使用したと想定さ

 れるものもある。井戸は、SE2136・7098・7051・4075が検出されたが、住居の数に比較すると

 非常に少ないため2期より標高の低い南側に井戸を設置したか、あるいは南側に流れる最上川

 を利用したものと考えられる。SE2136とSE7098は、丸木舟を転用した井戸枠を設置している

 ことから、当時の人々が生活する上で最上川と密接に関わっていたことが窺われる。土坑は、各

 調査区から数基ずつ検出されているが、遺物が少ないため時期の判るものはわずかである。

 中世の遺構は、遺物の出土数がわずかであったため、遺構数も少ないものと思われたが、遺構

 の性格や切り合い等から意外に多いことが判明した。竪穴住居は、ST855のみであるが、かわら

 けの出土や、カマドがなく柱穴が大きい等の特徴から中世の所産であると判明した。掘立柱建

 物も当然存在したものと思われるが、古代の竪穴住居と軸が全く異なるSB887が挙げられるが、

 はっきりと断定できるものはない。井戸は、SE863・927・4056が検出された。これらは全て曲
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 げ物を井筒としているものであるが、中世の土器片等は出土していない。土坑は、10区の11～15

 一157～160Gから検出された土坑群がその形態や覆土から特筆され、SK925より出土した珠洲

 系陶器と青磁椀から12世紀後半頃の所産と推定される。道路状遺構を含む溝は、ほとんどが中世

 以降の所産と考えられる。特に道路状遺構は、明治21年の字切図によって近代まで使用されてい

 たものも存在したことが判明した。

 近世初頭の遺構は、5基の方形周溝状遺構である。これは、周辺の他遺跡においては認められ

 ず、2期特有の遺構と言える。SD6010のように中に墓坑の検出されたものもあるが、ほとんど

 は墓坑や遺物が認められず、その性格を明らかにすることはできなかった。中世以降とした道

 路状遺構は、近世初頭にも存在していたと考えられるが、建物跡等は検出されなかったため、集

 1落としての機能は既になかったものと思われる。奈良～平安時代には多くはないが、多少住居
 が点在する集落であったこの地も、中世・近世と年月が流れるにつれ、次第に人が住まなくな

 り墓域としてその風景が変化していったものと想像される。

 遺物も遺構同様、縄文時代・奈良～平安時代・中世・近世の土器片・陶磁器片・石製品・石器・

 木製品・金属製品が出土した。その大半を占めるのが奈良～平安時代の須恵器・土師器である。

 これらは、後述するが8世紀中頃～9世紀末までの遺物であり、おもに竪穴住居から出土して

 いる。特に12区の竪穴住居からは床面出土も多く認められ、その時期や組成を知る上で大きな手

 掛かりとなるものであった。全調査区では、須恵器が19%、土師器が81%(うち内黒土器1%)

 を占めるが、この割合が示すほど、土師器が多いという印象はない。これは、土師器は長胴甕

 等大型の遺物が多いことと、須恵器より割れやすいという性格のためと思われる。須恵器と土

 師器の割合は調査区によっても異なっており、これは調査区毎に若干時期が異なることを示唆

 するものと思われる。

 須恵器の器種は、坏57%、有台坏6%、蓋9%、壷6%、甕21%、その他1%と、供膳形態に

 比較して貯蔵形態が少ない。坏の底部切り離しは、ヘラ切りと糸切りが混在しているが、ヘラ

 切りタイプが大半を占める。ヘラ切り後、ヘラ削り調整を行なっているものも多く認められる。

 土師器は、須恵器の貯蔵形態の少なさを補うためか、煮炊具が97%を占める。土師器の供膳形態

 は2%程で、庄内地方のようには供膳形態が普及していなかったものと考えられる。煮炊具は、

 長胴甕が大半を占め鍋が少ないことから、長胴甕が鍋の役割も果たしていたものと考えられる。

 また、県内では出土例のない台付鉢が出土していることも特筆される。

 胎土分析については、掲載遺物の比較を依頼し、その結果を巻末に付編としてまとめている。

 山形県内においては、盆地内の資料が不充分であるため、良い結果は得られなかったが、須恵

 器と土師器の胎土に焼成温度以外の大きな違いはないということや、須恵器の胎土分類につい

 ては大変興味深く、今後高瀬山周辺の資料が増えることにより、生産地や土器の時期決定に役

 立つものと期待される。
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 2考察

 1)竪穴住居

 第228図は、2期の竪穴住居の中で床面から一定量の遺物が出土しており、その遺物より時期

 の判るものを時期毎に集成したものである。しかし、64軒もの竪穴住居が検出されたにも関わら

 ず、ここに取り上げることができたものは、ほぼ半数の33軒である。破線で区切られているもの

 は、時期が判然としないものである。また、最も旧い8世紀第2四半期～第3四半期は、第3

 四半期の中でも遺物が若干旧い様相のあるものである。この集成図より、その時期幅は8世紀

 第3四半期(2四半期?)～9世紀第3四半期のものと考えられ、この中でも8世紀第4四半

 期～9世紀第2四半期のものが最も多い。これは2期の竪穴住居全てに共通する時期でこの時

 期より旧いものや新しいものは認められない。概観したところ、時期毎の顕著な違いは認めら

 れないが、この集成図から判ることを以下に記す。

 最初に住居の規模については、拡張後のST3004が9世紀代に入るものの、比較的規模の大き

 い住居は、8世紀第3～第4四半期に認められた。ST168・7031・7026・3004は規模が大きく、

 南北辺が長い長方形を呈し、柱穴や貯蔵穴等もしっかりとしている。この時期の他の住居は、小

 型のものが多くみとめられ、規模の違いが著しい。これは、この時期に居住者の地位や貧富の

 差が激しかったことを示すものであろうか。しかし、9世紀第2四半期になると、ほぼ正方形

 を呈し、規模は一定してきて5m四方程度のものが多く認められる。

 カマドは、全て南辺に設置されているが、これは風向きに関連するものと考えられる。また、

 その造りについては、時期による違いは認められない。しかし、土器をカマドの構築材として

 使用するものは、8世紀第3四半期～第4四半期に多く認められるようである。ST7010・5032・

 7024が挙げられるが、カマド底面に土師器を敷き詰めていたST300も例外ではないであろう。こ

 れに対し、礫を構築材として使用しているものは、ST2007・2190・7030・7033・7034・4070が挙

 げられ、全て9世紀代の住居である。これは、カマドの構築材が土師器甕から礫へと変遷して

 いったものと考えられる。また、カマドの構造に関係するものかは不明であるが、ST848・2007・

 7023・7034・3003・4070は、カマド中央部に土師器中型甕が正位置または逆位で設置されていた

 住居で、全て9世紀代のものである。

 柱穴は、前述したが比較的大型の住居の四隅に認められる。9世紀代のST710・4070・4071か

 ら検出されたことから、時期に関係なく大型の住居に認められる。これは、大きな屋根を支え

 るためには構造上必然的なものであったと言えよう。しかし、ほとんどの住居が柱穴や周溝が

 確認できず、どのように屋根を支えていたかは不明である。伏屋式であったのだろうか。これ

 は、高瀬山遺跡、および周辺遺跡全てに共通する課題である。貯蔵穴については、特に時期に

 よっての違いは認められない。

 周溝は、9世紀代のST7035に認められるものの、ST7052・7009・5031・3017・7026の8世紀

 代の竪穴住居に多く認められるようである。

 以上、2期の竪穴住居について、規模・規格・カマド・柱穴・周溝等、細分はできなかったが、

 8世紀代と9世紀代では、若干の異なる傾向を確認することができた。これらは、今後高瀬山
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 遺跡及び周辺遺跡の調査の報告によって、より細分化され確かなものになることを期待する。

 第229図は、第228図の竪穴住居の中から、掘り方を持つものを集成したものである。今まであ

 まり重要視されなかった掘り方の状態を、2期の調査においてはなるべく確認しようと努めた

 が、実際は、周溝や貯蔵穴との判別が大変困難であった。ここに掲載した住居もわずか18軒にと

 どまる。また、破線で囲まれた住居は、第228図同様、時期があいまいなものである。2期の掘

 り方は、部分的に掘り込まれているタイプと、壁に沿って周溝状に方形に廻っているタイプに

 大別される。この集成図からも、時期毎の顕著な違いは認められないが、方形に廻るタイプが

 9世紀第1～第2四半期に多く認められるようである。この中でもST106・7033・7068は、周溝

 状の掘り方と中央部に土坑状の円形掘り方が認められる。このような形状を見ると、ある一定

 の規則性をもって掘り込んでいると思われ、ただ掘り方としての機能だけではないのではない

 かと考えられる。今回は資料が少なく、それを解明することはできなかったが、今後、多くの

 竪穴住居掘り方の調査が進むにつれ、その機能について次第に明らかになるであろう。

 2)出土土器

 第230～232図は、第228図で取り上げた住居の床面から出土した土器を集成したものである。2

 時期に跨って位置する土器は両時期の要素をもつと考えられ、どちらか一方に入れることが不

 可能であった土器である。2期においては、残念ながら住居の切り合いや文字資料等、時期を

 特定できる資料が認められなかったため、県内において最新の土器編年となる「山形県の古代

 土器編年」(阿部・水戸1999)をもとに、出土土器を対応させて時期毎に集成を行なった。しか

 し、これらはほとんど須恵器を対象とした編年であるため、今回も須恵器をもとに判断し、同

 じ竪穴住居出土の土師器・内黒土器をそのまま同時期として並べたものである。

 8世紀第3四半期(第2四半期も含むか?)は、ST7052・7009・5031・7010・5032・300・168

 の出土土器である。須恵器は、底部切り離しが全て回転ヘラ切りで、体部下半に回転ヘラ削り

 調整を行なっているものも認められる。須恵器は、蓋の出土がなく、有台坏は体部と底部の境

 目に若干稜をもつ崩れた稜椀タイプと、逆に境目が丸みを帯びるタイプが認められる。坏も有

 台坏と同様の形状を呈し、底部が大きく器高が低い。甕の口縁部は、櫛描波状文を施している。

 土師器は、ロクロ未使用のものも少なからず出土しており、底部に木葉痕の認められるものも

 ある。須恵器とほぼ同じ形態の坏も認められ、中型甕・甑・短頸甕など他の時期においてはあ

 まり認められない器種も出土している。長胴甕は、ロクロ未使用のものは口縁幅が長く、内外

 面に丁寧なハケ目が施されている。ロクロ使用のものは、底部がほぼ丸底に等しく自立の難し

 い形状で、タタキ・ケズリ・カキメ・ハケ目・ナデ調整が行なわれている。内黒土器は、大型

 の鉢が出土している。

 8世紀第4四半期は、ST7024・7027・4072・7031・7026・3004の出土土器である。須恵器は、

 底部切り離しが回転ヘラ切りのものが大半を占める。若干回転糸切りのものも認められるが、9

 世紀第1四半期には認められないため、9世紀中頃まで引き下げられる可能性もある。蓋は、山

 笠タイプ・平笠タイプともに認められ、口唇部は垂直に立ちあがり、全ての天井部には回転へ

 ラケズリ調整が施されている。有台坏は、底部が大きく体部下半に稜を有するものと、底部が

 一303一











 小さく体部が垂直に立ち上がるタイプが認められるが、前時期より器高が高い。坏も、前時期

 より器高が高く、体部が外反する。須恵器の貯蔵形態は認められない。土師器は、長胴甕に若

 干不明のものもあるが、全てロクロを使用しているものと考えられる。供膳形態は認められな

 い。中型甕の出土が前時期より増加するが、底部切り離しは回転ヘラ切り・回転糸切り・静止

 糸切りが認められる。長胴甕は、調整が前時期と同様であるが、口縁幅が若干長くなる。堝は、

 平底タイプと丸底タイプがあり、タタキ・ケズリ・ハケ目調整が施されている。内黒土器は、器

 高の高い碗が出土しており、ロクロ使用のものと未使用のものが認められる。



 9世紀第1四半期は、ST7028・7023・3008・3009・106・104・2190・710の出土土器である。須

 恵器は、底部切り離しが全て回転ヘラ切りである。蓋は、全て平笠タイプで、口唇部が垂直の

 ものと内傾するものが認められる。また、8世紀には見られなかった口縁端部が屈曲するもの

 も認められる。崩れた擬宝珠状のつまみをもつものも認められる。有台坏は、殆どが前時期と

 同じ、底部が大きく体部下半に稜を有するもので、前時期より若干丸みを帯びる。坏も体部と

 底部の境目が8世紀代より丸みを帯び、丸底風のものも認められる。貯蔵形態は、壷・甕など

 が出土しているが、少量であるため判然としない。土師器は、中型甕に若干ロクロ未使用のも

 のが認められるものの、殆どがロクロ使用のものである。供膳形態は、認められない。中型甕

 が前時期に引き続き多く出土しており、体部下半に回転または手持ちヘラケズリ調整が施され

 ているものが多く認められる。長胴甕は、8世紀代に比較して最大径が若干上部へ移り、口縁

 幅は、長いものと短いものが混在する。調整は8世紀代と同じである。堝は、口縁部のみの出

 土もあるが、全て丸底のものと推定される。

 9世紀第2四半期は、ST7035・7033・7030・7034・7068・3003・848の出土土器である。須恵

 器は、底部切り離しが、回転ヘラ切り・回転糸切りともに認められる。蓋は、全て平笠タイプ

 で、殆ど口唇部が内傾しており、口縁端部が屈曲するものも認められる。有台坏は、前時期と

 は大きく異なり、体部と底部境目の稜がなく、体部が外反する。坏は、底部が小さく体部が大

 きく外反し、器高は前時期に比較して低くなる。双耳坏は、把手が口縁部に付き大きく開く。壷

 は、タタキ・ケズリ・カキメ・ナデ調整が、丁寧に施されている。甕は、小片の出土であるた

 め、その全体像は判然としない。土師器は、全てロクロ使用のものである。供膳形態では、坏・

 小型甕が1点ずつ認められる。坏は、底部切り離しが回転糸切りで、須恵器坏とほぼ同じ形態

 である。中型甕は、前時期より著しく減り、口縁径が小さいものや、径が大きく器高が低いも

 の等、形態の統一性がなくなる。長胴甕は、前時期に比較して体部から底部にかけて丸みを帯

 び、口縁幅は長く、口唇部をつまみ出すものが多く認められる。調整は、タタキやハケ目が殆

 ど認められなくなるのに対し、ケズリ・ヘラナデが多く認められる。

 9世紀第3四半期は、ST2007・7014の出土土器である己須恵器は、底部切り離しが、全て回

 転糸切りである。蓋は認められず、有台坏は径・器高ともに大きく前時期と比較すると大型と

 なる。坏は、9世紀第2四半期より一層底径が・器高が小さくなり、体部が内湾しながら立ち

 あがる。貯蔵形態は、大型甕の体部片が出土しているが、その形態は判然としない。土師器は

 全てロクロ使用で、供膳形態は認められない。中型甕は、前時期まで見られた丁寧な調整は全

 く認められない。長胴甕は、前時期に引き続き体部から底部にかけて丸みを帯びた形態を呈す

 るが、調整は、ケズリ・カキメがわずかに施されるのみとなる。堝は認められない。

 以上、各時期の遺物を概観してきたが、須恵器の変遷に伴ない、土師器も中型甕の調整、長胴

 甕の形態・調整、堝の形態が変化していく様子を確認することができた。また、2期の住居に

 おいては、若干の違いはあるものの、須恵器の蓋・有台坏・坏、土師器の中型甕・長胴甕(鍋)

 の組成が確認できた。須恵器の貯蔵形態が少なく、土師器の供膳形態が少ないという特徴も挙

 げられる。これらは、2期において検出された集落の性格上のものか、高瀬山周辺一帯の特性
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  であるのかは明らかでない。今後、高瀬山遺跡1期・SA・HO地区及び三条遺跡・落衣長者屋

  敷遺跡等の整理が進むにつれ、明らかになることと期待される。
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